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情報の検索 

^ メモ：一部の機能やメディアはオプションであり、同巧されていないコンピュータもありま 
す。一部の機能やメディアは、国によってはご利巧になれない場合があります。 

^ メモ：追加情報がコンピュータに同捆されている場合があります。 


何をお採しですか？ 


こちらをご覽ください 


-コンピュータの該断プ□グラ厶 
-コンピュータのドライバ 
• デバイスのマニュアル 
• Desktop System Software ( DSS ) 


『Drivers and Utilities CDJ (『 ResourceC 叫 
とも呼ばれます） 

マニュアルおよびドライバは、コンピュータじプ U イン 
ス I '―ルされてしほす。この CD は、ドライバを再イン 
ス I '―ルしたり、 Dell 診断プ□グラ厶を実行するとさじ 


使用します。 



CD じ収録されている 
Readme フアイルじは、 
マニュアルの作成後にシ 
ステ厶じ追加された変更 
ゆ、技術吾ゆ専門知識を 
お持ちのユーヴーを巧象 
とするテクニカル IJ ファ 
レンスなどび記載されて 
います。 


メモ：ドライパとマニュアルのアップデートに関して 
は、 support . jp . dell . com をご覧ください。 

メモ ： 『Drivers and Utilities CDJ ] はオプションなので、 
同捆されていないコンピュータもあります。 


• コンピュータのセットアップ方巧 
• 基本的なトラブルシューティング情報 
• Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶の実行方ま 
• プ IJ ンタのセットアップ方;去 
-コンピュータのセットアップに関する追加情報 
-トラブルシューティングおよび問題解決の方;去 
-宜 B 品の取り外しおよび取りイ寸け方ミ去 
• 仕様 

• デルへのお問い合わせ方ま 


才ーナーズマニュアル 



メモ：このマニュアルは support . jp . dell.com 

から PDF お式で入手できます。 
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何をお採しですか？ 


こちらをご覽ください 


• サービスタグとエクスプレスサーピスコード サービスタグと Microsoft ® Windows ® ライ七ンス 


• Microsoft Windows ライセンスラベル 


ラベルはコンピュータじ貼巧されています。 


-サービスタグは、 

support.jp.dell.com 

を使用の際、またはテ 
クニカルサポートへの 
お問い合わせの際に、 
コンピュータの識別に 
使用します。 

• テクニカルサポートじ 
連絡したとさにエクス 
プレ スサービスコード 
を入力すると、通話び 
直接接続されます。 
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何をお探しですか？ 


こちらをご覧ください 


技術情報 一 Q & A 検索、トラブル解消プピ、 
Diagnostics (診断）プ□グラ厶、インス!—ルガイ 
ド、お問い含わせの多い質問 
Upgrades (アップグレード）一 ><モ|人八ードド 
ライブ、またはオペレーティングシステ厶などのコ 
ンポーネントに関するアップグレード情報 
各種サービスのご案のーサービスプラン、登録の 
容蜜更申込、リサイクル•買取サービス、引青取り 
修理状況確認など 

サービスおよびサポートーサービスコールの状況 
とサービス履歴、サービス契約 
参照資料 ー マニュアル、コンピュータの設定に関 
する詳細情報、製品仕様、ホワイトペーパーなど 
ダウン□ードー認定ドライバ、パッチ、ソフト 
ウェアのアップデート 


デルサポートサイトー support . jp . dell.com 

メモ： お住まいの地域を選択し、お近くのサポートサ 
イトを表示します。 

メモ： 企業、政府および教育関係のユーザーには、 
カスタマイズされた Dell Premier サポートウエブサイト 
premier . dell . co . jp / premier もご利用いただけます。 


• デスクトップシステ厶ソフトウェア （ DSS ) — コン 
ピュータじオペレーティングシステ厶を再インス 

I -ルする揚含、 DSS ユーティ IJ ティち再インス 

I -ールする必要があります。 DSS は、オペレーティ 
ンヴシステ厶の重要なアップデート 、 Dell 3.5 イン 
チ USB フ□ッピードライブ、 Intel ® Pentium ® M プ 
□セッサ、オプティカルドライブ、および USB デ 
バイスに関するサポートを提供します。 DSS は、 

Dell コンピュータが正しく動作するためじ必要で 
す。このソフトウェアは、お使いのコンピュータと 
オペレーティングシステ厶を白動的に判別し、構成 
じ含わせて適切なアップデートおをインス!-ールし 
ます。 


デスクトップシステ厶ソフトウェアをダウン□ー ド 
するじは、次の手順を実行します。 

1 support.jp.dell.com I こアクセスし、お客様の属 
性（セク'六ント）をク IJ ックした禮、製品サポー 
卜、各種ドライバ•ファー厶ウェアダウン□ードを 
クリックします。 

2製品モデルを選択します。 

3お手持ちの 0 S の種類をクリックします。 

4システ厶構成ユーテイ IJ テイまでスク□ールし、 
Dell Desktop システ厶ユーテイリテイをクリック 
します。 
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何をお探しですか？ 

こちらをご覧ください 

• Windows XP の使い方 

Windows ヘルプとサポート七ンター 

1スタート ボタンをクリックして、 ヘルプとサポート 
をク U ックします。 

2 問題に関連する用語ゆフレースを 巧索 ボックスじ 
入力して、ち印アイコンをク IJ ックします。 

3 問題に関連するトピックをク IJ ックします。 

4 画面の指示じ従し\ます。 

• オペレーティングシステ厶の再インス!'―ル方ま 

オペ レーテ ィングシステム CD 

オペレーティングシステ厶は、コンピュータじプ U イン 
ス1'―ルされています。オペレーティングシステ厶を再 
インス!'―ルする揚合は、 r オペレーティングシステ厶 
CDJ を使用します 。 「Windows XP の再インス!'―ル」 
(73 ページ）を参照してくださし、。 

一一 \ オペレーティングシステ 

こ"。" 八巧田イ、ノス!'―ルし f 
後 、 FResourceCDj 

11111 用して、コンピュータじ 
欄しているデバイス用 

hB . のドラィバを再ハス 

タモ： CD の色はごま文 
になったオペレ-ティン 
グシステムによって異な 
ります。 
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コンピュータの七ットアップと使用 

ドライブドアの開き方 



正面パネルのライト色の変更 

この Dell ™ XPS 独自の機能を使用すると、コンピュータ正面の Dell の□ゴとバッジの周囲 
に巧る正面パネルのライト色を変更したり、正面パネルのライトを完まに消なしたりでさ 
ます。 
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ミ 
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正面パネルのライト 


バッジ 


いくつかの色から選択でさます。 

•スフ 

•ルビー 

•エメラルド 

•サファイア（デフスルト） 
•アン バー 
•アメジスト 
• ト パー ブ 
•ダイヤモンド 


A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくための注意事 I 頁に従い、この I 頁の手順を 
開始してください。 

p メモ： 正面パネルのライトは、診断の目的には使用されません。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

3 < F 2> を巧してセットアップユーティリティを起動します（セットアップユーティリ 
ティの起動の詳細については、「セットアップユーティリティの起動」 （144 ぺージ） 

を参照して < ださい)。 

4 Onboard Devices (スンボードデパイス）オプションを選択します。 

日 Front LED Color (正面 LED 色）を選択して < Enter > を押します。 

6左ら矢印キーを押して、色のオプションを変更します。オプションの変更に従って、 
正面パネルのライト色が変わります。 

7使巧する色を選択して < Enter > を押します。 

8 < Esc > を押し、次に Save and Exit (保をして終了）を押して、正面パネルのライト 
色の新しい設定を保をします。 

16 I コンピュータのセットアップと使用 

















メティアカードリーダーの使用（オプション） 

メディアカードリーダーを使用してコンピュータに直接データを転をします。 

メディアカードリーダーは iu 下の種類のメモリに巧丽しています。 

• xD ピクチャーカード 

• スマートメディア （ SMC ) 

• コンパクトフラッシュ•タイプ I/II (び I / II ) 

• マイク□ドライブカード 

• SD メモリーカード 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• メモリースティック （ MS/MS Pro ) 

メディアカードリーダーの取りはけについては、「メディアカードリーダーの取り巧け」 
(117 ページ）を参照してください。 



xD ピクチャーカードおよ 
び スマー トメディア 


メモリース 
テイック 


SD メモリーカードおよび 
マルチメディアカード 


コンパクトフラッシュ•タイプ l / ll(CF 
I / ll ) およびマイク □ ドライブカード 


メディアカードリーダーを使用するには、次の手順を実行します。 

1メディアやカードをチェックして、正しい挿入方向を確認します。 

2 メディアやカードを正しいス□ットに差し込んで、コネクタに完まに固定します。 

ス厶ーブに差し込を'ことびできない揚合は、メディアやカードを無理に差し込まずに、 
カードの向さを確認してやり直して < ださい。 
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モニターの接続 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

^ メモ：コンピュータ購入時の逞択により、ビデオカードには DVI ポートが2つある場合と DVI 
ポートと VGA ポートが1つずつある場合があります。 

モニター1台をデュアル構成の PCI Express グラフ ィ ックカードに接続 

PCI Express グラフィックカードをデュアル構成で使用する場合は、モニター1台しかサ 
ポートされません。モニターはプライマリビデオカードに接続してください。そラしない 
とモニターは機能しません。 



プライマリビデオカード 


2台の モニターの 接続 

^ メモ：本項の説明に従って2台のモニターを接続して使用するには、グラフィックカードと 
措成がデュアルモニターをサポートしている化要があります。 

お使いのコンピュータに巧蔵のグラフィックカードには、 S - ビデオポート1つ、および 
DVI ポート2つと DVI - VGA アダプタ1つ、または DVI ポートと VGA ポートび1つずつ備 
わっています。 

モニターの DVI または VGA コネクタをコンピュータの DVI または（オプションの ） VGA 
ポートに直接取りはけることでモニターを接続する揚合は、口台のモニターの接続（アグ' 
プタを使用しない)」 （19 ページ）を参照してください。 VGA ポート1つではなく 、 DVI 
ポート2つを備えたグラフィックカードを購入され、 VGA モニターを使用する必要びある 
揚合は、口台のモニターの接続（アダプタを使用)」 （20 ページ）を参照してください。 
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2 台のモニターの接続（アダプタを使用しない） 

^ メモ： コンピュータ購入時の選択により、ビデオカードには DVI ポートが 2 つある場合と DVI 
ポートと VGA ポートが 1 つずつある場合があります。 

DVI コネクタびある2台のモニターをコンピュータの2つのオプションの DVI ポートに接 
続する揚合、または DVI コネクタびある1台のモニターと1台の VGA モニターをコン 
ピュータの DVI ポートとオプションの VGA ポートに接続する揚合は、(下の手順に従って 
ください。 

モニターのコネクタび VGA で、コンピュータには2つの DVI ポートびある場合は、 

口台のモニターの接続（アダプタを使用)」 （20 ページ）の手順に従います。 

^ メモ ： PCI Express グラフィックカードをデュアル構成で使用する場合は、モニター 1 台しか 
サポー トされません。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従ってください。 

2各モニターをコンピュータ背面の適切なコネクタに接続します。 

モニターに DVI コネクタびある場合は、コンピュータの白の DVI ポートを使用しま 
す。 


モニターに VGA コネクタびある揚合は、コンピュータの（オプションの）青の VGA 
ポートを使用します。 

3両方のモニターをサポートするよラにディスプレイ設定を変更します（「2台のモニ 
ターをサポートするよラにディスプレイ設定を変更」 （20 ページ）を参照)。 



DVI-VGA ア 
ダプタ 
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2 台のモニターの接続（アダプタを使用） 

VGA ポート1つではなく、 DVI ポート2つを備えたグラフィックカードを購入され 、 VGA 
モニターを使用する必要びある揚合は、じ(下の手順に従ってください。 

^ メモ： PCI Express グラフィックカードをデュアル構成で使用する場合は、モニター1台しか 
サポートされません。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2適切なモニターの DVI コネクタをコンピュータ背面の白の DVI ポートに接続します。 

P メモ：お使いのグラフィックスカードが、 VGA モニターの DVI ポートへの接続をサポー 
卜している必要があります。 

3 DVI - VGA アダプタをちラ1台のモニターの VGA コネクタに接続し、そのアダプタを 
コンピュータ背面の白の DVI ポートに接続します。 

4両方のモニターをサポートするよラにディスプレイ設定を変更します（口台のモニ 
ターをサポートするよラにディスプレイ設定を変更」 （20 ページ）を参照)。 

TV の接続 

^ メモ： TV を接続する場合は、その TV の化にモニター (VGA または DVI ) を1台だけ接続でき 
ます。 

^ メモ： TV に付属するマニュアルを参照して、 TV の設定と接続が正しくできていることを確 
認してください。 

TV をコンピュータへ接続するには、 S ビデオクーブルを購入する必要びあります。 S ビデ 
オクーブルは、ほとんどの電気店で入手できます。 S ビデオクーブルはコンピュータにはは 
属していません。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従ってください。 

2 S ビデオクーブルの一方の端を、コンピュータの背面にある TV 出カコネクタに接続し 
ます。 

3 S ビデオクーブルのちラー方の端を、 TV の S ビデオ入カコネクタに接続します。 

4前項「2台のモニターの接続（アダプタを使用しない)」 （19 ページ）の手順に従っ 
て、1台の VGA または DVI モニターを接続します。 

2台のモニターをサポートするようにディスプレイ設定を変更 

1モニターを接続したら、コンピュータの電源を入れます。 

Microsoft ® Windows ® のデスクトップびプライマリモニターに表示されます。 
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2 ディスプレイ設定でク□ーンモードまたは拡張デスクトップモードを有効にします。 

• ク□ーンモードでは、両方のモニターび同じ画像を表示します。 

• 拡張デスクトップモードでは、オブジェクトを1つの画面から別の画面にドラッ 
グすることびでき、表示可能なワークスペースの量を倍増させることびできます。 

お使いのグラフィックスカードに合わせた画面設定の変更については、ヘルプとサ 
ポートセンターのユーヴーブガイドを参照してください （スタート ボタン、 ヘルプと 
サポート、ユーヴーブ方イドおよびシステ厶方イド 、 Device guides (デバイスガイ 
ド）の順にクリックし、グラフィックスカードのガイドをクリックします)。 


シリアル ATA ドライブについて 

このコンピュータでは、シリアル ATA ハードドライブび3台までサポートされます。シリ 
アル ATA ドライブには、シリアル接続巧術と、 IDE クーブルよりち細くて長いフレキシブ 
ルクーブルを使用してデータを転をすることにより、次の利点びあります。 

• クーブルの配線経路び改善され、シャーシ巧の換気効率び向上します。 

• クーブルコネクタびルさいため、システ厶基板上や八ードドライブ上のスペースを節 
約できます。これに加え、クーブルの配線経路の改善により、シャーシ巧部のスペー 
スをよの効率的に使用でさます。 

シリアル ATA ドライブの接続については、「ハードドライブ」 （107 ぺージ）を参照してく 
ださい。 


RAID 構成について 

〇ミち意： RAID アレイに移斤する場合は、オペレーティングシステムをハードドライブに口一 
ドする前に、 そのドライブをシングルドライブの RAID 0 アレイとして設定してください。手 
順については 、 「Nvidia MediaShield ROM ューティリティによるアレイの作成方法」 （24 ぺ_ 
ジ）を参照してください。 

本項では、 RAID 構成の概要を説日月します。コンピュータのご購入時に RAID 構成を選択し 
ている揚合びあります。デルでは、お使いの Dell ™ XPS コンピュータについては 、 RAID 
レベル0構成または RAID レベル1構成をご用意しています。ヴームのよラに高いパ 
フスーマンスび要ホされる揚合には RAID レベル0構成、デジタル写真ゆオーディオのよ 
ラにデータの保を性び要あされる揚合には RAID レベル1構成をお勧めします。 

^ メモ： RAID レベルは階層を表すものではありません。 RAID レベル1構成は、 RAID レベル0 
構成より本質のに優れても劣っても L ません。 

容量びスきいドライブにホ割り当ての（使用できない）領域びできないよラに、アレイの 
のドライブを同じ容量にする必要びあります。 


コンピユータのセットアップと使用 I 21 



RAID レベル 0 構成 

RAID レベル0構成では、「データストライピンク'」と呼ばれるストレージ巧術を使用して、 
データアクセス速度を高速化します。データストライピングは、連続するデータセグメン 
卜（ストライプ）を複数の物理ドライブに順次書き込を'ことで、ス容量の仮想ドライブと 
しておラ方法です。データストライピングにより、1台のドライブでデータを読み込を'間 
に、別のドライブで次のブロックの検索と読み込みびでさます。 


RAID レベル0で構 
ホしたシリアル 
ATARAID 



セグメント1 


セグメント2 

セグメント3 


セグメント4 

セグメント5 


セグメント6 


ハードドライブ1 ハードドライブ2 


RAID レベル0構成のちラ1つの巧点は、各ドライブのま容量を使用できることです。 
たとえば120 GB のドライブを2台おり巧けている揚合、データの保存に240 GB を使用で 
さます。 

〇ミち意： RAID レベル0構成ではデータの冗長性がないため、いずれかのドライブに障害が発生 
した場合には、その他のドライブ上のデータにもアクセスできなくなります。したがって、 
RAID レベル0構成を使用する場合は、定期のにパックアップを斤ってください。 
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RAID レベル 1 構成 

RAID レベル1では、「5ラーリング」と呼ばれる、データの冗長性を持たせたストレージ 
技術を使用します。プライマリドライブにデータび書き込まれると、そのデータは他のド 
ライブ上に複製ラーリング）されます。 RAID レベル1では、データの冗長性の巧点を 
重視しているため、データアクセス速度び犠牲になります。 



セグメント1 


複製されたセグメント1 

セグメント2 


複製されたセグメント2 

セグメント3 


複製されたセグメント3 

セグメント4 


複製されたセグメント4 

セグメント已 


複製されたセグメント已 

セグメント6 


複製されたセグメント6 


ハードドライブ1 ハードドライブ2 


いずれかのドライブに障害び発生した揚合、それじ(降の読み書さ操作は、正雷に動作して 
いるドライブに巧して行われます。その正雷なドライブのデータを使用して、交換用ドラ 
イブを再構築できます。また、両方のドライブにデータび複製されるため、2台の120 GB 
ハードドライブを用いた RAID レベル1構成では、データの保存に使用でさるのは合計で 
最大120 GB となります。 

八ードドライブを RAID に設定する 

〇ま意： RAID アレイに移行する場合は、オペレーティングシステムをハードドライブに口一 
ド する 前に、 その ドラ イプを シングル ドライブの RAID 0 アレイと して設定して ください。 
手順については、 「Nvidia MediaShield ROM ユーティリティによるアレイの作成方法」 

(24 ぺージ）を参照してください。 

コンピュータの購入時に RAID 構成を選択しなかった揚合でち、後でお使いのコンピュータ 
に RAID 構成を行〇ことびできます。 RAID 構成を行〇には、お使いのコンピュータにかな 
くとち2台の八ードドライブび取りけけられている必要びあります。八ードドライブの取り 
巧け手順じついては、「八ードドライブの取りけ口」 （108 ぺージ）を参照してくださし、。 
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RAID /\- ドドライブボリュームを構成するには 2 つの方をびあります。 1 つは Nvidia 
MediaShield ROM ユーティリティを使用する方法で、ハードドライブにオペレーティング 
システムをインストールする前に実行します。2つ目は Nvidia MediaShield を使用する方 
ミ去で 、 Nvidia RAID ドライバを使用してオペレーティングシステムをインストールした後で 
実行します。 

どちらの方をでち、本書に記載されている RAID 構成手順を開始する前に、お使いのコン 
ピュータを RAID 使用可能モードに設定する必要びあります。 

ハードドライブを RAID 使用可能モードに設定する 

1セットアップユーティリティを起動します（「セットアップユーティリティの起動」 
(144ページ）を参照)。 


2上下矢印キーを巧して Drives (ドライブ）をハイライト表示し、 < Enter > を巧しま 
す。 

3上下矢印キーを巧して適切な SATA ドライブをハイライト表示し、 < Enter > を巧しま 
す。 

4左ち矢印キーを巧して RAID On ( RAID スン）をハイライト表示し、 < Enter > を巧し 
てから < Esc > を巧します。 

^ メモ： RAID オプションの詳細については、「セットアップオプション」 （145 ぺージ） 

を参照してください。 

5左ち矢 E 日キーを巧して Save/Exit (保を/終了）を八イライト表示し、 < Enter > を巧 
してセットアップユーティリティを終了し、起動プ□セスに戻ります。各 SATA ハー 
ドドライブに巧して、必要に麻じてこの手順を繰り返します。 


Nvidia MediaShield ROM ユーティリティによるアレイの作成方法 

〇ミち意： な下の手順で RAID 構成を作成すると、お使いのハードドライブ上のデータはすべて 
消'去されます。続行する前に、必要なデータのパックアップを行ってください。 

〇ミち意： RAID アレイに移斤する場合は、オペレーティングシステムをハードドライブに口一 
ド する前に、 その ドライブを シングルドライブの RAID 0 アレイとして設定してください。 
手順については 、 「Nvidia MediaShield ROM ユーティリティによるアレイの作成方法」 

(24 ぺージ）を参照してください。 

^ メモ： ホの手順は、オペレーティングシステムを再インストールする場合にのみ実行しま 
す。既存のストレージ構成を RAID 植成に移行する場合は、次の手順は使用しません。 
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RAID 構成の作成には任意の容量のドライブを使用でさますび、すべてのドライブを同じ容 
量にするのび理想的です。 RAID レベル0設定では、ルさい方のドライブの容量に、その構 
成に含まれるドライブの台数 （2) を乗じた値び、その構成を体の容量になります 。 RAID 
レベル1設定では、使用する2台のドライブのラちルさい方の容量び、その構成を体の容 
量になります。 

1ハードドライブの RAID をち効にします （ r 八ードドライブを RAID 使用可能モードに 
設定する」 （24 ページ）を参照)。 

2 RAID BIOS の起動をホめるプ□ンプトび表示されたら、 < Ctrl - n > を巧します。 

〇ミち意： ウィンドウが閉じる前に < ctrl - n > を押すことができなかった場合は〕ンピュータ 
を再起動し、プロンプトが再度表示されるまで待ちます。 

Define a New Array (新しいアレイの定義）ウィンドウび表示されます。 

3 < Tab > を巧して RAID Mode ( RAID モード）フィールドに移動します。 

RAID 0構成を作成するには、矢印キーを使用して Striping (ストライピンク')を選 
択します。 

RAID 1構成を作成するには、矢 E 日キーを使用して Mirroring (ミラーリング）を選 
択します。 

4 < Tab > を巧して Free Disks (空きディスク）フィールドに移動します。 

5左ちの矢 E 日キーを使用して、 RAID アレイに含めるハードドライブを選択し、一覧にあ 
るハードドライブを Free Disks (空きディスク）フィールドなら Array Disks 
(アレイディスク）フィールドに移動します。 

区！ メモ：お使いのコンピュータでは、 RAIDl アレイあたり最大2台、 RAIDO アレイあたり 
最大3台のドライブをサポートしています。 

6ハードドライブをアレイに割り当てたら、 < F 9> を巧します。 

〇を意： 次の手順で、還択したドライブ上のデータがすべてミ肖去されます。 

7選択したドライブからすべてのデータを消去するには、 < Y > を巧します。 

Array Detail (アレイの詳細）ウィンドウび表示されます。 

8アレイを起動用に指定するには、矢印キーを使用してアレイを選択し、 < B > を巧しま 
す。 

9 セットアップしたアレイの詳細を確認するには、矢印キーを使用して Array Detail 
(アレイの詳細）ウィンドウ巧のアレイをハイライト表示し、 < Enter > を巧します。 

アレイを削除するには、矢 E 日キーを使用してアレイに移動し、 < D > を巧します。 

< Enter > を巧すと、前の画面に戻ります。 

10 RAID BIOS を終了するには、 < Ctrl >< X > を巧します。 
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Nvidia MediaShield の使I、方 

Nvidia MediaShield を使用して、 RAID 構成を作成、表示、管理することびできます。オペ 
レーティングシステムびインストールされたハードドライブびすでに1台あり、既存のス 
ペレーティングシステムとデータを失ラことな<、2台目のハードドライブを追加して両方 
のドライブを RAID ボリュームに再構成したい揚合は、モーフィングオプションを使用す 
る必要びあります（「シングルドライブの RAID 0構成からデュアルドライブの RAID 構成 
へのモーフィング」 （27 ページ）を参照)。 

シングルドライブのレベル0 RAID アレイとして設定された既存のシングルドライブコン 
ピュータに2台の新しいドライブを追加し、その2台を1つの RAID アレイとして構成する 
揚合のみ、 RAID レベル0ボリュー厶または RAID レベル1ポ I」ュー厶を作成して<ださし、。 

Nvidia MediaShield を使用した RAID 構成の作成には任意の容量のドライブを使用できま 
すび、すべてのドライブを同じ容量にするのび理想的です。 RAID レベル0設定では、最ち 
ルさいドライブの容量に、その構成に含まれるドライブの台数 （2) を乗じた値び、その構 
成を体の容量になります。 RAID レベル1設定では、使用する2台のドライブのラちルさい 
方の容量び、その構成を体の容量になります。 

RAID アレイの作成 

〇ミち意： な下の手順で RAID 構成を作成すると、お使いのハードドライブ上のデータはすべて 
消'去されます。続行する前に、必要なデータのパックアップを行ってください。 

因メモ：既存のストレージ構成を RAID レベル0構成に移行する場合は、次の手順は使用しま 
せん。 

1八ードドライブの RAID をち効にします（「ハードドライブを RAID 使用可能モードに 
設定する」 （24 ページ）を参照)。 

2コンピュータを再起動したをで、 Nvidia MediaShield を起動します。 

3 System Tasks (システムタスク）ペインで Create Array (アレイの作成）をクリッ 
クします。 

Create Array Wizard (アレイ作成ウィヴード）び表示されます。 

4ド□ップダウンボックスから、 RAID 0の揚合は Striping (ストライピンク')、 

RAID 1の揚合は Mirroring (さラーリング）を選択します。 

5 次へ をクリックします。 

6 RAID を構成するドライブをクリックして選択します。 

区！ メモ：お使いのコンピュータでは、 RAIDI アレイあたり最大2台、 RAID 0 アレイあたり 
最大3台のドライブをサポートしています。 

7希望のオプションを選択します。 

〇ミち意： Clear System Data (システムデータのミ肖去）オプションを選択すると、 

選択したドライブ上のすべてのデータが削除されます。 
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8 次へ をクリックします。 

9 Finish (完了）をクリックすると、 RAID 構成び作成されます。 

アレイおよび取り巧けられているその他の八ードドライブび NVRAID 管理ユーティリ 
ティウィンドウに表示されるはずです。 


RAID アレイの削除 

^ メモ：この手順を実行すると、 RAID 1 ボリユームが削除されると同時に、その RAID 1 ボ 
リユームはパーティシヨンを持つ2つの非 RAID ハードドライブに分割され、既存のデータ 
ファイルがある場合はそれらのファイルは元の状態のまま保持されます。しかし、 RAIDO ボ 
リユームを削除する場合は、そのボリユーム上のすべてのデータがミ肖去されます。 

^ メモ：〕ンピユータが現在 RAID から起動している場合は、 RAID ボリユームを削除すると起 
動できなくなります。 

1 Nvidia MediaShield を起動します。 

2アレイをクリックして選択します。 

3 System Tasks (システムタスク）ペインで Delete Array (アレイの削除）をクリッ 
クします。 

Delete Array Wizard (アレイ削除ウィヴード）び表示されます。 

4 次へ をクリックします。 

削除のマークをはけたアレイの名前とサイブを示す確認画面び表示されます。 

5 Finish (完了）をクリックすると、 RAID 構成び削除されます。 

その他のアレイおよび取り巧けられているハードドライブび NVRAID 管理ユーティリ 
ティウィンドウに表示されるはずです。 


シングルドライブの RAID 0 構成からデュアルドライブの RAID 構成へのモーフィング 

新しし V \ — ドドライブをコンピュータに追加し、データを失ラことなくその八ードドライ 
ブと古いハードドライブを RAID 1 レベル構成に組み直したい揚合は、じ(下の手順に従って 
<ださい。 

1 Nvidia MediaShield を起動します。 

^ メモ：既存のハードドライブ （ RAID ボリュームに残しておきたいデータまたはオペレーティ 
ングシステムファイルが入っているハードドライブ）をコピー元ドライブとして還択します。 

2アレイをクリックして選択します。 

3 System Tasks (システムタスク）ペインで Convert Array (アレイの変換）をク 
リックします。 

Convert Array Wizard (アレイ変換ウィヴード）び表示されます。 

4 次へ をクリックします。 
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5 ド□ップダウンメニューから Mirroring (ミラーリング）または Striping 
(ストライピング）を選択します。 

6夕へをクリックします。 

〇ミち意： 次のステップで、夕ーゲットメンバードライブに保存されているすべてのデータ 
がミ肖去されます。 

7 横のチェックボックスをクリックして、新しし V \ — ドドライブを選択します。 

8完了をクリックします。 

劣化した RAID レベル 1 構成の再構築 

お使いのコンピュータで RAID レベル1ボリュームの劣化び報告された揚合には、次の手 
順を実行することで、コンピュータの冗長ミラーを新しし V \ — ドドライブに手動で再構築 
することびできます。 

1 Nvidia MediaShield を起動します。 

2 管理ユーティリティウィンドウで Mirroring (ミラーリング）をクリックします。 

3 System Tasks (システムタスク）ペインで、 Rebuild Array (アレイの再構築） 

を選択します。 

Rebuild Array Wizard (アレイ再構築ウィヴード）び表示されます。 

4 次へをクリックします。 

5 再構築する八ードドライブをクリックして選択します。 

6完了をクリックします。 

コンピュータび RAID レベル1ボリュームを再構築する間ち、コンピュータを使用で 
さます。 

新しいコンピュータへの情報の転送 

Microsoft ® Windows ® XP オペレーティングシステムには、データを5の（古い）コン 
ピュータから新しいコンピュータに転をするファイルと設定の転をウィヴードびあります。 
じ(下のデータび転をできます。 

• E メール 
• ツールバーの 設定 
• ウィンドウのサイブ 
• インターネットのブックマーク 

新しいコンピュータにネットワークまたはシリアル接続を / r してデータを移行するか、 
書き込み可能 CD またはフ□ッピーディスクなどのリムーバブルメディアに保をします。 
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新しいコンピュータでファイルの転をの準備をするには、次の手順を実行します。 

1スタートボタンをクリックし、すべてのプ□グラムーアクセサリーシステムツール 
とポイントしてから、ファイルと設定の転送ウィヴードをクリックします。 

2ファイルと設定の転をウィヴードの開始画面び表示されたら、次へをクリックしま 
す。 

3これはどちらのコンピュータですか？画面で、転を先の新しいコンピュータをクリッ 

クして、次へをクリックします。 

4 Windows XP CD びありますか？画面で 、 Windows XP CD からウィヴードを使いま 

すをクリックして、次へをクリックします。 

日今、古いコンピュータじ行ってください。画面び表示されたら、古いコンピュータま 
たはソースコンピュータの前に行さます。このとさに、巧へをクリックしないで<だ 
さし、。 

古いコンピュータからデータをコピーするには、次の手順を実行します。 

1 古いコンピュータで、 Windows XP の『オペレーティングシステ厶 CDJ を挿入します。 

2 Microsoft Windows XP 画面で、追加のタスクを実行するをクリックします。 

3実行する操作の選択画面で、ファイルと設定を転をするをクリックします。 

4ファイルと設定の転送ウィヴードの開始画面で、次へをクリックします。 

5これはどち6のコンピュータですか？画面で、転を兄の古いコンピュータをクリック 
して、次へをクリックします。 

6転を方法を選択して<ださい。画面で、希望の転を方法をクリックします。 

7何を転送しますか？画面で、転をするアイテムをクリックして、次へをクリッ 
クします。 

情報びコピーされた後、ファイルと設定の収集フェーブを赃理しています...画面び表 

おされます。 

8完了をクリックします。 

新しいコンピュータにデータを転をするには、次の手順を実行します。 

1新しいコンピュータの今、古いコンピュータじ巧ってください。画面で、次へをク 
リックします。 

2ファイルと設定はどこにあ0ますか？画面で、設定とファイルをおをする方法を選ん 
で、次へをクリックします。 

ウィヴードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新しいコンピュータに 
適用します。 

設定とファイルびすべて適用されると、ファイルと設定の転をウィヴードの完了画面 

び表示されます。 

3完了をクリックして、コンピュータを再起動します。 
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再を 

現巧のトラック巧で卷青戻し 
一時停止 

現巧のトラック巧で早送り 
停止 

前のトラックへ移動 
取の出し 

次のトラックへ移動 


CD および DVD の再生 


CD または DVD の再生 

〇ミち意： CD や DVD のトレイを開けたり閉めたりする際にトレイを押し下げないでください。 
ドライブを使用していな L ^場合は、トレイを閉めたままにしてください。 

〇ミち意： CD や DVD を再生している場合は、コンピュータを移動しないでください。 

1ドライブの前面にある取り出しボタンを巧します。 

2ラベル面を上にしてディスクをトレイの中央に置きます。 



3取り出しボタンを巧すか、トレイを軽く巧し込みます。 

データを保存するために CD を フスー マットしたり、音楽 CD を作成したり、 CD をコピー 
したりするには、コンピュータに巧属の CD ソフトウエアを参照してください。 

^ メモ： CD を作成する場合は、化ずすべての著作権まに従ってください。 

CD プレーヤーにはじ(下の基本的なボタンびあります。 


□凸田田□巧曰の 
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DVD プレーヤーにはじ(下の基本的なボタンがあります。 


停止 

現巧のチャプターをちスタート 

再生 

早送り 

一時停止 

早戻し 

一時停止モードで1フレー厶進曲る 
次のタイトルまたはチャプターへ移動 
現巧のタイトルまたはチャプターを連続再生 
前のタイトルまたはチャプターへ移動 
取の出し 


CD や DVD の再生の詳細については、 CD や DVD プレーヤーのヘルプをクリックします 
(ヘルプがある揚含)。 

音量の調節 

^ メモ： スピーカーの音を消'している場合は、 CD や DVD を再生しても何も聞こえません。 

1スタートボタンをクリックし、すべてのプログラ厶ーアクセサリーエンターテイメ 

ントの順にポイントしてから、ポリュー厶コント□-ルをク I 」ックします。 

2ボリュー厶コント□ールウィンドウで、ボリュー厶コント□ール列のバーをクリッ 

クしてドラッグし、上下に移動して音量を調節します。 

ボリュームコント□-ルのオプションの詳細については、ボリュームコント□-ルウィン 
ドウのヘルプをクリックしてください。 

画面の調舊 

現だの解像度や色の深度に多くのメモリび使用されているため、 DVD の再生び巧けられて 
いるといラエラーメッセージび表示された揚合は、画面のプ□パティを調整します。 

1スタートボタンをクリックし、コント□ールパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、デスクトップの表示とテーマをクリックします。 

3作業を選びますで、画面解像度を変更するをクリックします。 

4画面のプ□パティウィンドウで、画面の解像度のパーをクリックしてドラッグし、 
設定を800 X 600ピクセルに変更します。 

5画面の色のド□ップダウンメニューをクリックし、中 （16 ビット）をクリック 
します。 

6 OK をクリックします。 


□因□田田凸田巧囚巧 □ 
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1 CD および DVD の コピー 

ミ^ メモ： CD や DVD を作成する場合は、必ずすベての著作権まに従ってください。 

- 本項は CD - RW 、 DVD +/- RW 、 または CD - RW / DVD コンポドライブを持つコンピュータにの 

含 み適用されます。 

ミ 因メモ ：デルが提供する CD ドライブまたは DVD ドライブの種類は、国によって異なる場合が 

- あります。 

S じ(下の説日月では CD や DVD の完まなコピーを作成する方ミ去を示しています。コンピュータ 

ミ のスーディオファイルから音楽 CD を作成したり、重要なデータをバックアップするなど、 

g 別の目的で SonicDigitalMedia を使用することもできます。詳細については 、 Sonic 

ミ DigitalMedia を開き、ウィンドウのち上ちにある疑問符 （?） アイコンをクリックしてくだ 

ミ さぃ。 

CD または DVD のコピー方法 

P メモ： CD - RW/DVD コンボドライブでは、 DVD メディアへの書き込みはできません。 
CD - RW/DVD コンボドライブを使用していて、書き込みの際に問題が発生した場合は、 
www . sonicjapan . co . jp の Sonic サポートウエブサイトで利用可能なソフトウエアパッチを確認 
してください。 

Dell コンピュータに取りはけられている DVD 書き込み可能ドライブでは、 DVD +/- R 、 

DVD +/- RW 、 および DVD+RDL (二層）メディアへの書き込みと読み取りび可能ですび、 

DVD - RAM または DVD-R DL メディアへの書き込みはできず、読み取りもできない揚合び 

あのます。 

P メモ：多くの巿版の DVD は著作権でイ呆護されているため、 SonicD 邮 alMedia を使用して〕 
ピーすることはできません。 

1スタート ボタンをクリックし、すべてのプ□グラ厶一 Sonic 一 DigitalMedia 
Projects ( DigitalMedia プ□ジエクト）の順にポイントしてから、バックアップをク 
リックします。 

2 コピー タブで、 Disc Copy (ディスクのバックアップ）をクリックします。 
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3 CD または DVD をコピーするには、次の手順を実行します。 

• CD または DVD ドライブび1台の揚合は、設定び正しいことを確認して 、 Disc 
Copy (ディスクのバックアップ）ボタンをクリックします。ソースの CD ゆ DVD 
び読み取られ、データびコンピュータのハードドライブにある一時フスルダにコ 
ピーされます。 

プ□ンプトび表示されたら、ドライブに空の CD または DVD ディスクを挿入し 
て、 OK をクリックします。 

• CD または DVD ドライブび2台ある揚合は、ソースの CD や DVD を挿入した 
ドライブを選択して 、 Disc Copy (ディスクのバックアップ）ボタンをクリック 
します。ソースの CD や DVD のデータび空の CD ゆ DVD にコピーされます。 

ソースの CD や DVD のコピーび終了したら、作成した CD ゆ DVD び自動的に取り出 
されます。 


空の CD および DVD の使い方 

CD - RW ドライブでは CD 記録メディア（高速 CD - RW を含を')にしか書き込みびできませ 
んび、 DVD 書き込み可能ドライブでは CD と DVD の両方の記録メディアに書き込みびでさ 
ます。 


音楽を録音したり、データファイルを永ス保をする揚合は、空の CD - R を使用します。作成 
した CD - R には再度書き込を'ことびできません（詳細については、 Sonic のマニュアルを参 
照してください)。 CD に書き込んだり、 CD のデータの消去、書換え、更新を行〇揚合は、 
空の CD - RW を使用します。 

空の DVD +/- R を使用すると、乂量の情報を永ス保をすることびできます。ディスク作成プ 
□セスの最終段階でディスクを「ファイブライブ」または「ク□ーブ」した揚合は、作成 
した DVD +/- R ディスクに再度書き込を'ことびできません。そのディスクの情報ををで消去 
したり、書き換えたり、アップデートしたりする揚合は、空の DVD +/- RVV を使用してくだ 
さし、。 


CD 書き込み可能ドライブ 


メディアの種類 

読み取り 

書き込み 

書き換え可能 

CD-R 

巧 

巧 

不可 

CD-RW 

巧 

巧 

巧 
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DVD 書き込み可能ドライブ 


メディアの種類 

読み取り 

書き込み 

書きおえ可能 

CD-R 

巧 

巧 

不巧 

CD-RW 

巧 

巧 

巧 

DVD+R 

巧 

巧 

不巧 

DVD-R 

巧 

巧 

不可 

DVD+RW 

巧 

巧 

巧 

DVD-RW 

巧 

巧 

巧 

DVD+R DL 

巧 

巧 

不可 

DVD-R DL 

おそら < 巧 

不可 

不可 

DVD-RAM 

おそら < 巧 

不可 

不巧 


役に立つヒント 

. Microsoft ® Windows ® エクスプ □- ラでファイルを CD - R や CD - RW にドラッグアン 
ドド □ ップする揚合は、まず Sonic DiaitalMedia を起動して DigitalMedia プ□ジェ 
クトを開いて < ださい。 

• 通雷のステレスで再生する音楽 CD を作成するには、 CD - R を使用してください。 
CD - RW は、ほとんどの家庭用ステレオゆ力ーステレオでは再生できません。 

.Sonic DigitalMedia では、才ーディオ DVD を作成することはできません。 

• 音楽 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレーヤー、または MP 3 ソフトウェアびインストールさ 
れたコンピュータでのみ再生することびできます。 

• 巧一厶シアターシステム用の市販の DVD プレーヤーでは、利用可能なすべての DVD 
フスーマットびサポートされていない可能性びあります。お使いの DVD プレーヤー 
でサポートされているフスーマットの一覧については、 DVD プレーヤーに巧属のマ 
ニュアルを参照するか、または製造开にお問い合わせください。 

• 空の CD - R や CD - RW を最乂容量まで焼かないでください。たとえば、650 MB のファ 
イルを容量び650 MB の空の CD にコピーしないでください。 CD - RW ドライブは、録 
音を完了させるために1〜2 MB のブランクスペースを必要とします。 

• CD の録音巧術に慣れるまで、空の CD - RW を使用して CD への録音を練習してくださ 
し、間違えた揚合は、 CD - RW のデータを消去してゆり直すことびできます。また、音 
楽ファイルプ□ジェクトを空の CD - R に永ス保をする揚合には、空の CD - RW を使用し 
てプ□ジェクトをテストできます。 

• 追加情報については、 www . sonicjapan . co.jp の Sonic ウェブサイトを参照してく 

ださし、。 
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ネットワーク七ットアップウィザード 

Microsoft ® Windows ® XP オペレーティングシステムには、家庭またはル企業のコン 
ピュータ間で、ファイル、プリンタ、またはインターネット接続を巧ちするための手順を 
案のするネットワークセットアップウィヴードびあります。 

1 スタート ボタンをクリックし、 すべてのプ□グラ厶ーアクセサリー 通信の順にポイ 
ントしてから、 ネットワークセットアップウィプー ドをクリックします。 

2ネットワークセットアップウィヴードの開始画面で、 次へ をクリックします。 

3 ネットワーク作成のチェックリストを クリックします。 

^ メモ： インターネットじ直接接続しているという接続方法を選択すると、 WindowsXPSPI の 
内蔵ファイアウォールを使用することができます。 

4チェックリストのすべての項目に入力し、必要な準備を完了します。 

ネットワークセットアップウィヴードに戻り、画面の指示に従います。 

電源の管理 

概要 

Microsoft ® Windows ® XP の電源管理機能では、コンピュータに電源び入っていてそのコ 
ンピュータを使用していない揚合に、コンピュータの消費電力を減らすことびできます。 
モニターやハードドライブのみの電力を減らしたり、スタンノイモードや休止が態モード 
を使用してコンピュータを体の電力を減らすことびできます。コンピュータび省電カモー 
ドから復帰すると、 Windows デスクトップはそのモードに入る前のが態に戻ります。 

メモ ： Windows XP Professional には、 Windows XP Home Edition では利用できないセキュリティ 
機能やネットワーク機能が用意されています。 Windows XP Professional コンピュータがネット 
ワークに接続している場合は、セキュリティやネットワークに関する異なるオプションが特 
定のウィンドウに表示されます。 

^ メモ： スタンバイモードおよび休止状態モードを有効にする手順は、オペレーティングシス 
テムによって異なる場合があります。 

スタンバイモード 

スタンバイモードでは、タイ厶アウト後、画面や八ードドライブの電源を切って電力を節 
約します。スタンバイモードから復帰すると、コンピュータはそのモードに入る前の動作 
が態に戻ります。 

非アクティブなが態び一定時間経過すると自動的にスタンバイモードに入るよラに設定す 
るには、次の手順を実行します。 

1スター トボタンをクリックし、 コント □-ルパネルをクリックします。 

2 作業する分野を選びます で、 パフスーマンスとメンテナンスを クリックします。 
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3 コント□ールパネルを選んで実行しますで、電源オプションをクリックします。 

非アクティブな状態び一定時間経過するのを待たずに、ただちにスタンバイモードを有効 
にするには、スタートボタンをクリックし、終了オプションをクリックして、スタンバイ 
をクリックします。 

スタンバイモードから復帰するには、キーボードのキーを巧すな、マウスを動かします。 

〇ミち意： コンピュータがスタンパイモードの間に電源を停止すると、データを損失するおそれ 
があります。 

休止が態モード 


休止が態モードでは、ハードドライブ上の確保された領域にシステ厶データをコピーし、 
コンピュータの電源を完をに切ることで電力を節約します。コンピュータび休止が態モー 
ドから復帰すると、デスクトップはそのモードに入る前のが態に戻ります。 

休止が態モードを有効にするには、次の手順を実行します。 

1スタートボタンをクリックし、コント□-ルパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフオーマンスとメンテブンスをクリックします。 

3コント□-ルパネルを選んで実行しますで、電源オプションをクリックします。 

4電源設定タブ、詳細設定タブ、および休止状態タブで休止が態の設定を指定します。 

休止が態モードから復帰するには、電源ボタンを巧します。コンピュータび休止が態モー 
ドから復帰するのにかし時間びなかる揚合びあります。キーボードのキーを巧したり、マ 
ウスを動かしたりしてち、休止が態モードから復帰しません。これは、コンピュータび休 
止が態モードに入っている揚合は、キーボードゆマウスび機能しないためです。 

休止が態モードでは、コンピュータメモリの中身を保存するのに+分な容量のある八ード 
ドライブ上に特別なファイルを必要とします。このため、デルでは、コンピュータを出筒 
する前に、適切なサイブの休止が態モードファイルを作成しています。コンピュータの 
八ードドライブび破損した揚合 、 Windows XP は休止モードファイルを自動的に再作成し 
ます。 


電源オプションのプ□パティ 

電源オプションのプロパティウィンドウで、スタンバイモード設定、休止が態モード設定、 
および他の電源設定を指定します。電源オプションのプ□パティウィンドウにアクセスす 
るには、次の手順を実行します。 

1スタートボタンをクリックし、コント□-ルパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフスーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3コント□-ルパネルを選んで実行しますで、電源オプションをクリックします。 

4電源設定タブ、詳細設定タブ、および休止げ態タブで電源設定を指定します。 
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電源設定タブ 

標準の電源設定はそれぞれスキー厶と呼ばれます。コンピュータにインストールされた標 
準の Windows スキームのいずれかを選択する揚合は、電源設定ド□ップダウンメニュー 
からスキームを選択します。各スキームの設定びスキー厶名の下のフィールドに表示され 
ます。各スキー厶には、スタンバイモードゆ休止が態モードを開始したり、モニターゆ 
八ードドライブの電源を切るための異なる設定びあります。 

電源設定ド□ップダウンメニューにはじ(下のスキームび表示されます。 

• 常にオン （デフスルト）一省電力設定を無効にしてコンピュータを使用する揚合。 

• 自をまたは会なのデスクー自をまたはちなのコンピュータとしてコンピュータを使用 
し、最ル限の省電力設定を必要とする揚合。 

• ポータブル/ラップトップー移動中に使用するポータブルコンピュータの揚合。 

• プレゼンテーションー中断することなく（省電力設定を使用せず）コンピュータを実 
行したい揚合。 

• 最ルの電源管理一最ル限の省電力設定でコンピュータを実行したい揚合。 

• バッテリの最大お用ーポータブルコンピュータを使用しており、バッテリーでの使用 
時間を長< したし)揚合。 

スキー厶のデフスルト設定を変更する揚合は、モニタの電源を切る、八ードディスクの電 
源を切る、システムスタンバイ、またはシステ厶休止！!犬態フィールドのド□ップダウンメ 
ニューをクリックして、表示される一覧からタイムアウトを選択します。スキームフィー 
ルドのタイムアウトを変更すると、名前を化けて保ををク I 」ックして変更したスキームの 
新しい名前を入力しない限り、そのスキームのデフスルト設定び変更されます。 

〇注意： ハードドライブがモニターより先 (こ タイムアウトするように設定すると、 コン ピュー 
夕がロックアップしたような状態になります。 回復するには、キーボードの任意のキーを押 
すか、マウスをクリックします。この問題を避けるために、ハードドライブの前に モニター 
がタイムアウトするよう (こ 設定してください。 
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詳細設定タブ 

詳細設定タブでは iu 下を実行することびでさます。 

• すばやくアクセスできるよラに、電源オプションアイコン’;^を Windows のタス 
クバーに表示する。 ぺ 

• コンピュータびスタンバイモードまたは休止が態モードから復帰する前に 、 Windows 
のパスワードの入力を求めるよラに設定する。 

• スタンバイモードゆ化止が態モードを有効にしたり、コンピュータの電源を切るよラ 
に、電源ポタンを設定する。 

これらの機能を有効にするには、巧麻するド□ップダウンメニューでオプションをクリッ 
クし、 OK をクリックします。 


休止状態タブ 


休止状態タブでは、休止が態モードを有効にすることびできます。電源設定タブで指定し 
た休止げ態設定を使用する揚合は、休止が態タブの化止げ態を有効じするチェックボック 
スをスンにします。 

電力管理オプションの詳細については、じ(下を確認してください。 

1スタートボタンをクリックして、ヘルプとヴポートをクリックします。 

2ヘルプとサポートウィンドウでパフ：! f ーマンスと保守をクリックします。 

3パフスーマンスと保奇ウィンドウで、コンピュータの電力を節約するをクリッ 

クします。 
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ハイ パー スレッディング 

ハイパースレッディングは、 Intel ® のテクノ □ジで、1つの物理プ□セッサを2つの論理 
プ□セッサとして機能させることでパフスーマンスをま体的に向上し、複数のタスクを同 
時に処理することを可能にします 。 Windows XP オペレーティングシステムは、ハイパー 
ス レッ ディ ングテクノ □ ジを利用するために最適化されているので、 Microsoft ® 
Windows ® XP Service Pack 1( SP 1) じ(降のオペレーティングシステムを使用することをお 
勧めします。多くのプ□グラ厶は、ハイパースレッディングの恩恵を受けることになりま 
すび、ハイパースレッディング用に最適化されていないプ□グラムちあります。それらの 
プ□グラ厶は、ソフトウェアの製造5によるアップデートび必要な揚合ちあります。ソフ 
トウェアの製造^^に、アップデートやハイパースレッディングでソフトウェアを使用する 
方ミ去についてお問し ) 合わせください。 

お使いのコンピュータび/\イノ《ースレッディングテクノ □ ジを使用しているなどラかを確 
認するには、次の手順を実行します。 

1スタートボタンをクリックし、マイコンピュータをちクリックして、プ□パティを 
クリックします。 

2八ードウエアをクリックして、デバイスマネージャをクリックします。 

3デバイスマネージャウィンドウで、プ□セッサの横の （+) サインをクリックしま 
す。ハイパースレッディングび有効な揚合、プ□セッサは2つ表示されています。 

セットアップユーティリティを使って、八イパースレッディングを有効または無効じするこ 
とびできます。セットアップユーティリティの使用の詳細じついては、「セットアップユー 
ティリティ」〔143ぺージ）を参照してください。ハイパースレッディングの詳細じついて 
は、デルサポートサイト support . jp . dell.com 60 Knowledge Base を検索してください。 

PCI Express 力ード 

PCI Express は、グラフィックカードと PCI 力ードの次巧けテクノ □ジです。従来の AGP グ 
ラフィックカードス□ットのけわりに PCI Express x 1 6ス□ットび使用されています 。 PCI 
Express カードス□ットのすミ去は PCI 力ードス□ットと異なっており、これらのカード間に 
豆換性はありません （PCI Express 力ードス□ットに PCI 力ー ドは取りはけられず 、 PCI 
カードス□ットに PCI Express 力ー ドは取りはけられません)。 
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PCI Express テクノ □ジの利点としてじ(下び掌けられます。 

• 使用可能な帯域幅の増加 一 PCI / \'スの帯域幅は一度に片方向133 MB / S であるのに巧 
し 、 PCI Express バスの帯域幅は、各レーンびそれぞれ同時に片方向250 MB / s です。 

• サービスの優巧順位巧け一1台のコンピュータに複数の PCI 力ー ドび取りはけられて 
いる場合、すべての PCI 力ードび1つのな通バスを巧ちしますび 、 PCI Express 力ード 
はそれぞれ専用のチャネルを使用します。テレビ会議やウェブカメラ機能などのアク 
ティビティは、デバイスソフトウェアを通じて自動的に優用 I 頃位びはけられ、待ち時 
間を減らすことびできます。 


NVIDIA SU デュアルグラフィックテクノロジ 

オプションの2枚目の PCI Express グラフィックカードび 、 NVIDIA SU (スヴーラブルリン 
クインタフェース）のデュアルグラフィックテクノ□ジにより、コンピュータのグラ 
フィックパフスーマンスを大幅に高めます。このテクノ□ジの巧点は、ヴームやデヴィン 
のアプリクーションに使われる3 D グラフィックスの巧写び向上することです。 

各グラフィックカードには GPU (グラフィックスプ□セッシングユニット）び備わってい 
ます。2つの GPU び負筒を動的に分担することで、可能な限り最高のパフスーマンスび得 
られます。 SU ソフトウェアは、所定のアプリクーションに巧して最適なレンダリング（処 
理） モー ドを選択します。スプリットフレームレンダリングとオルタネートフレームレン 
ダリングび2つの基本モードです。スプリットフレームレンダリングでは GPU び作業を分 
担し、表おされる各フレー厶の部分を各 GPU び処理します。スルタネートフレームレンダ 
IJ ングモードでは、各 GPU びを画面イメージを交けに処理します。 

詳細については、グラフィックカードには属のマニュアルを参照して<ださい。 


パフオ 
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問題の解決 


トラブルシューテイングのヒント 

次のヒントに従ってコンピュータのトラブルシューティングを行ってください。 

• 問題び発生し始める前に部品の取り巧け/取り外しを行った揚合は、その手順を再度 
確認して、取りはけ/取り外しび正しく行われたか確認します。 

• 周辺機器び機能しない揚合は、その機器び適切に接続されているな確認します。 

• エラーメッセージび画面に表示される場合は、そのメッセージを正確に書き留めてお 
さます。このメッセージは、テクニカルサポート担当をび問題を分析および解ミ夫する 
のにを巧つ場合びあります。 

エラーメッセージびプ□グラム上で発生する揚合は、プ□グラ厶のマニュアルを参照して 
<ださい。 


バッテリーの問題 

A 警告：新しいバッテリ-は、正しく装着しないと破裂するおそれがあります。バッテリー 
は、 おず同一または同等の、製造元が巧契するタイプのものと交換してください。使用巧み 
のバッテリーは、製造元の指示に従って廃棄してください。 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのを意事 I 具に従い、この項の手順を 
開始してください。 


バツテリーを交換します ー コンピユータの電源を入れた後、時刻と曰はの情報を繰り返し IJ 
セツトする必要びある揚合、または起動時に間違った時刻ゆ曰巧び表示される揚合は、バツテ IJ 一 
を交換します（「バツテ IJ - の交換」（135ぺージ）を参照)。それでちバツテ IJ - び正常に機能し 
ない揚合は、デルにお問い合わせください（「デルの連絡先」 （156 ページ）を参照)。 
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1 ドライブの問題 

ミ 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 

開始してください。 

〇 

; Microsoft ⑥ Windows ® がドライブを認識していることを確認しますースタート ボタン 

こ をク IJ ックして、 マイコンピュー タをク IJ ックします。お使いのフ□ッピードライブ、 CD ドラ 

E イブ、または DVD ドライブび一覧に表示されない揚合は、アンチウイルスソフトウェアでウイル 

S スチェックを行い、ウイルスの検出と除去を行います。ウイルスび原因で Windows びドライブを 

二 認識でさないことびあります。 

で 

I ドライブのテストを行います一 

ミ •別のフ□ッピーディスク、 CD 、 または DVD を挿入して、元のディスクじ問題びないことを確 

磕します。 

•起動ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 

ドライブまたはディスクをクリーニングします一 「コンピュータのク1」ーニンヴ」 

052ページ）を参照してください。 


ケーブルの接続を確認します 


ハードウェアに関するトラブルシューティングを実行します一 「ソフトウェアと八ード 
ウェアの非互換性の解決」 （72 ページ）を参照してください。 


Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行します 一 r Dell Diagnostics (該断）プ□グラ 

厶」 （63 ページ）を参照してください。 


CD および DVD ドライブの問題 

^ メモ： 高速 CD または DVD ドライブの振動は正常です。この振動によってノイズが生じるこ 
とがあリますが、ドライブの欠陥や CD または DVD の欠陥を示すものではありません。 

^ メモ： 国やお域によってディスクフォーマットが異なるため、すべての DVD がお使いの DVD 
ドライブで再生できるわけではありません。 


Windows の音量を調整します一 

• 画面ち下じあるスピーカーのアイコンをク I 」ックします。 

-スライドバーをク IJ ックし、上にドラッヴして、音量び上びることを確認します。 

• サウンドび5ユートに設定されていないか確認し、設定されている揚合はチてックマークのけ 
いたボックスをク IJ ックします。 

スピーカーおよび サブ ウーハーを 確認し ます一 「サウンドと スピーカーの 問題」 

(己 4ページ）を参照してください。 
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CD / DVD-RW ドライブに書き込みができない場合 


化のプログラ厶を巧じます一 CD/DVD-RW ドライブは、データを書き込巧ときじ一定した 
データの流れを必要とします。データの流れび中断されるとエラーび舞をします。 CD/DVD-RW 
デイスクへの書さ込みを開始する前に、すべてのプログラムを終了してみます。 


CD / DVD-RW ディスクへの書き込みを開始する前に、 Windows のスタンバイモードを 

無効にします 一省電カモードじついては、「スタンバイモード」 （3 日ぺージ）を参照するか、 
Windows のヘルプでスタンバイというキーワードで検索して該当するトピックを参照してくださ 
し、。 Windows のヘルプの使用方まの詳細じついては、 「Windows ヘルプとサポートセンター」 
(13 ページ）を参照してください。 


八ードドライブの問題 


チェックディスクューティリティを実行します一 

1 スタート ボタンをクI」ックして、7 イコンピュータ をク IJ ックします。 
2 □- カルディスク（巳） をちクI」ックします。 

3 プロパティ をク IJ ックします。 

4 ツール タブをクリッ クします。 

5 エラーチェック の項目で、 チェック する をクI」ックします。 

6 不良なセクタをスキャンし、回復す るをク IJ ックします。 

7開始をク IJ ックします。 


電子メール、モデム、およびインターネットの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

^ メモ： モデムはアナログ電話ジャックにのみ接続してください。デジタル電話回線 （ISDN) 
に接続した場合、モデムは動作しません。 


Microsoft Outlook ⑥ Express の七キュリティ設定を確認します一 電モメールの添巧ファ 

イルを開くことびでさない揚合は、なの操作を行つてください。 

1 Outlook Express で、ツールをク U ックし、オプションをク U ックします。なじ、セキユリ 
ティをクI」ックします。 

2 添はファイルを許可しない をクI」ックしてチェックマークを外します。 
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電話回線ケーブルの巧続を確認します一 
電話プラグを確認します一 
モデムを壁の電話ジャックに直を接続します一 
別の電話回線ケーブルを使用します一 

- 電話回線ケーブルびモデ厶のジャックじ接続されているか確認します（ジャックじは緑色のラ 
ベルび巧いているか、その隣にコネクタ形のアイコンび巧いています)。 

-モデ厶じ電話回線ケーブルコネクタを挿入したとさにカチッといラ音びするか確認します。 

-モデ厶から電話回線ケーブルを外し、それを電話に接続します。電話の発信音を聞さます。 

• 留守番電話、ファックス、サージプ□テクタ、スプ IJ ッタなどの、電話回線を巧ちする化の電 
話機器びある揚合は、それらの機器を経由せずに、モデ厶を壁の電話ジャックじ直接接続しま 
す。3 m U ■(上の電話回線ケーブルを使用している揚合は、よ0短いちのを使用してみます。 

Modem Helper 診断プログラムを実行しますースタート ボタンをク U ックし、 すべてのプ 

□グ ラ厶をポイントして、 Modem Helper をク IJ ックします。画面の指示じ従って、モデムの 
問題を特定して解;央します （Modem Helper は一部のコンピュータでは使用でさません)。 


モデムが Windows と通信しているか確認します 一 

1スタート ボタンをク IJ ックし、 コント □-ルパネルをク IJ ックします。 

2 プリンタとその他の八ードウ ェアをク IJ ックします。 

3電話と モデ厶のオプシ ヨンをク IJ ックします。 

4 モデ厶 タブをク I 」ックします。 

5モデ厶の COM ポートをク IJ ックします。 

6 プ □パティをク IJ ックし、診断タブをク IJ ックし、 モデ厶の 照会をク IJ ックして、モデ厶び 
Windows と通信しているか確認します。 

すべてコマンドに巧して丽答びあった揚合、モデ厶は正常に動作しています。 

インターネットに接続しているか確認しますー インターネットサービスプ□バイダと契約 
していることを確認します 。 Outlook Express 電モメ ールプ□ヴラ厶を開き、 ファイルを ク U ック 
します。 オフライン作業 の隣にチェックマークびはいている揚合は、そのチェックマークをク 
IJ ックして外してから、インターネットじ接続します。詳細じついては、ご利用のインターネット 
サービスプ□バイダにお問い合わせくださし、。 




エラーメッ七ージ 

^警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

メッセージび一覧にない揚合、オペレーティングシステム、またはメッセージび表示され 
た際に実行していたプ□グラムのマニュアルを参照してください。 


ファイル名には次の文字は使用できません:\/ : * ? " <> I — これらの記号をファイル名 
じ使用しないでくださし、。 

必要な .DLL ファイルが見つかりません 一 開こラとしているプ□ヴラ厶じ必須のファイルび 
見つかのません。なの操作を行い、プ□ヴラ厶を削除して再インス!ルします。 

1スタート ボタンをク IJ ックし、 コント □-ルパネルをク IJ ックします。巧に、 プ□グラ 厶の追 
加と 削除をク IJ ックします。 

2削除するプ□グラ厶を選択します。 

3 プ□グラ厶の変更と削除 アイコンをク IJ ックします。 

4インス! ' - ル手順じついては、プ□ブラ厶のマニュアルを参照してく ださし、。 

<ドライブ文字>:\にアクセスできません。デバイスの準備ができていません。 

ー ドライブびディスクを読めません。ディスクをドライブじ挿入して、再度試してみます。 


起動可能なメディアを巧入一 起動ディスクまたは起動 CD を挿入します。 


がシステムディスクエラ -フ□ッピーディスクをドライブから取り化し、コンピュータを 

再起動します。 


メモリまたはりソースが不足しています。開いているプログラムを閉じ、再試行して 
ください。 一すべてのウィンドウを閉じ、使用するプ□グラ厶を開さます。揚合じよっては、 
コンピュータを再起動してコンピュータ IJ ソースを復元する必要びあります。その揚合、最初に使 
用したいプ□グラ厶を実行します。 


オペレーティングシステムが見つかりません。ー デルにお問い合わせくださし、 
( r デルの連絡先」（156ページ）を参照)。 
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1 IEEE 1394 デバイスの問題 

ミ ^警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 

n 開始してください。 

〇 

Q. 

; デバイスおよびコンピュータのコネクタに IEEE 口 M デバイスのケーブルが適切に挿入されている 

- ことを確認します 

E 

ご 七ットアップューティリティで IEEE 1394デバイスが有効になっていることを確 

; 認します一 「セットアップオプション」 （145 ぺージ）を参照してください。 

S 

I IEEE 1394デバイスが Windows によって認識されているか確認します一 

1スタート ボタンをク IJ ックし、 コント □-ルパネルをク I 」ックします。 

2 プリンタとその化の八ードウ エアをク IJ ックします。 

お使いの IEEE 1394デバイスび一覧に表示されている揚合は、 Windows びそのデバイスを認識 
します。 

Dell IEEE 1394デバイスに問題が発生している場合 ー デルにお問い合わせください 
(「デルの連絡先」 （156 ぺージ）を参照してください)。 

デル製ではない IEEE 1394デバイスに問題が発生している場合一 IEEE 1394デバイスの 
製造元にお問い合わせ < ださい。 

キーボードの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

キーボードケーブルを確認します一 

• キーボードケーブルびコンピュータじしっかりと接続されているか確認します。 

• コンピュータをシャットダウンし（「コンピュータの電源を切る」 （77 ぺージ）を参照)、コン 
ピュータじは属のセットアップ図に示されているよラにキーボードケーブルを接続しなおして 
から、コンピュータを再起動します。 

• ケーブルコネクタび巧びっていないか、ピンび壊れていないか、またはケーブルび損傷を受け 
ていないか、擦り切れていないか確認します。巧びったピンをまっすぐじします。 

-キーボード延長ケーブルを取り外し、キーボードを直接コンピュータじ接続します。 

キーボードを確認します 一正常に機能している別のキーボードをコンピュータじ接続して、 
使用してみます。 


ハードウェアに関するトラブルシューティングを実行します一 「ソフトウェアと八ード 
ウェアの非互換性の解;央」 （72 ページ）を参照してくださし、。 
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コンピュータのロックアップおよびソフトウエア 
の問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

コンピュータが起動しない場合 

診がライトを確認します一 「診断ライト」 （59 ぺージ）を参照してください。 

電源ケーブルがコンピュータとコンセントにしっかりと接続されているか W 認します。 


コンピュータの反応が停止した場合 

〇ミち意：オペレーティングシステムのシャツトダウンが実行できない場合、データを損失する 
おそれがあります。 


コンピュータの電源を切りますー キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてもコン 
ピュータび丽答しない揚合、コンピュータの電源び切れるまで、電源ボタンを8〜10砂 U ■(上巧し 
続けます。その後、コンピュータを再起動します。 


プログラムが応答しなくなった場合 


プログラムを終了します一 

1 < Ctrl >< Shift >< Esc > を同時じ巧します。 

2アプリケーションをク IJ ックします。 

3丽答しなくなったプ□グラ厶をク IJ ックします。 
4 タスクの終了 をク IJ ックします。 


プログラムが繰り返しクラッシュする場合 

^ メモ：通常、ソフトウェアのインス!ル手順は、そのマニュアルまたはフロッピーディス 
クか CD に収録されています。 


ソフトウエアのマニュアルを確認します 一必要に丽じて、プ□ヴラムをアンインス!'―ル 
してから再インス I '―ルします。 
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プログラムが LU 前のパージョンの Windows オペレーテイングシステム用に設計 
されている場合 


プログラム互換巧ウイザードを実行します一 

プ□グラ厶互換性ウイヴードは 、 Windows XP U ■(外のオペレーテイングシステ厶の環境に似た環境 
で動作するよラにプ□グラ厶を設定します。 

1スタート ボタンをク IJ ックし、 すべてのプログラ厶—アクセサリ の順にポイントしてから、 

プ□グラ厶旦換性ウイヴードをク IJ ックします。 

2プ□グラ厶互換性ウイヴードの開始画面で、 なへ をク IJ ックします。 

3画面の指示じ従し\ます。 


画面が青色（ブルースクリーン）になった場合 


コンピュータの電源を切りますー キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてもコン 
ピュータび丽答しない揚合、コンピュータの電源び切れるまで、電源ボタンを8〜10砂 U ■(上 巧し 
続けます。その後、コンピュータを再起動します。 


その他のソフトウエアの問題 


トラブルシューティングについては、ソフトウェアのマニュアルを確認するか、 

ソフトウェアの製造元に問い合わせます一 

• プ□グラムびお使いのコンピュータじインス!'―ルされているオペレーティングシステ厶じ巧 
丽しているか確認します。 

• お使いのコンピュータびソフトウェアの実行に必要な最りリドウェア要件を満たしているこ 
とを確認します。詳細じついては、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 

-プ□グラ厶び正しくインス I '―ルおよび設定されていることを確認します。 

•デバイスドライノ \'びプ□ブラ厶とコンフ IJ クトしていないことを確認します。 

• 必要に丽じて、プ□ブラ厶をアンインス!'―ルしてから再インス!'―ルします。 

すぐにお使いのファイルのバックアップを作成します 

アンチウイルスプログラムを使って，ハードドライブ、フロッピーディスク、または CD を調べます 

開いているファイルをすべて保存してから巧じ、実行中のプログラムをすべて終了して、スタート 
メニューからコンピュータをシャットダウンします 






メモリの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 


メモリ不足を示すメッ七ージが表示される場合一 

• 開いているファイルをすべてな存してから閉じ、使用していない実行中のプ□ブラ厶をすべて 
終了して、問題び解決するか調べます。 

• メモ IJ の最ル要件じついては、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。必要に丽じて、 
増設メモ IJ を取りはけます（「最ルメモ IJ 」 （139ページ）を参照)。 

• メモ IJ モジュールを抜き差しして（「メモ IJ 」（87 ぺージ）を参照)、コンピュータびメモ IJ と 
正常に通信しているか確認します。 

• Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを実巧します （「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」 

(63 ページ）を参照)。 


その他のメモリの問題が発生する場合一 

• モリモジュールを抜き差しして（「六モリ」 （87 ページ）を参照)、コンピュータが六モリと 
正常じ通信しているか確認します。 

-六モリの取りはけ方イドラインに従っているか確認します（「六モ IJ の取り巧け」 （88 ページ） 
を参照)。 

• お使いのコンピュータは DDR 2 六モリに巧廠しています。お使いのコンピュータじ対麻する六 
モリの詳細じついては、「六モリ」 （139 ページ）を参照してくださし、。 

• Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実巧します （「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」 
(63 ページ）を参照)。 


マウスの問題 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 


マウスケーブルを確認します一 

1ケーブルコネクタびのびっていないか、ピンび壊れていないか、またはケーブルび損傷を受け 
ていないか、擦り切れていないか確認します。巧びったピンをまっすぐじします。 

2マウス延長ケーブルを使用している揚合は取り外し、マウスを直接コンピュータじ接続します。 
3コンピュータをシャットダウンし（「コンピュータの電源を切る」 （77 ぺージ）を参照)、コン 
ピュータじは属のセツトアップ図に示されているよラにマウスケーブルを接続しなおしてから、 
コンピュータを再起動します。 
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コンピュータを再起動します一 

1 < Ctrl >< Esc > を同時に巧して、 スタート メニューを表示します。 

2 u と入力してからキーボードのち EP キーを巧し、 シャットグウン または 電源を切 るを八イライ 
卜表示して、 < En 1: er > を巧します。 

3コンピュータの電源を切った後、コンピュータじは属のセットアップ图じ示されているよラに、 
マウスケーブルを接続しなおします。 

4コンピュータを起動します。 

マウスを確認します一 正常に機能している別のマウスをコンピュータじ接続して、使用して 
みます。 

マウスの設定を確認します一 

1 スタート ボタンをク IJ ックし、 コント □-ルパネルをク IJ ックして、 プリンタとその化のハー 
ドウエアをク IJ ックします。 

2 7ウスをク IJ ックします。 

3設定を調整してみます。 

マウスドライバを再インストールします一 「ドライバの再インス!'―ル」 （68 ぺージ）を参 
照してくださし、。 


ハードウェアに関するトラブルシューティングを実行します一 「ソフトウェアと八ード 
ウェアの非互換性の解決」 （72 ページ）を参照してください。 


ネットワークの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 


ネットワークケーブルコネクタを確認します ーネットワークケーブルび、コンピュータ背 
面のネットワークコネクタとネットワークジャックの両方にしっかりと挿入されているか確認 
します。 


コンピュータ背面のネットワークインジケータを確認します一 IJ ンク保をライトび消な 
している揚合は、ネットワーク通信び行われていません。この揚合は、ネットワークケーブルを交 
換します。ネットワークインジケータの説日月じついては、「コネクタ」 （141 ページ）を参照してく 
ださし、。 


コンピュータを再起動して、ネットワークにち度ログオンします 
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ネットワークの設定を確認しますー ネットワーク管理ちまたはネットワーク構築音に連絡し 
て、ネットワークの設定び正しいか、またはネットワークび正常に機能しているか確認します。 


ハードウェアに関するトラブルシューティングを実行します一 「ソフトウェアと八ード 
ウェアの非互換性の解決」 （72 ページ）を参照してください。 


電源の問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 


電源ライトが緑色で、コンピュータが応答しない場合一 「診断ライト」 （59 ぺージ）を参 
照してくださし、。 


電源ライトが緑色に点滅している場合ー コンピュータはスタンバイモードに入っています。 
キーボードのキーを巧すか、マウスを動かすか、電源ボタンを巧して、通常の動作が態に戻しま 
す。 


電源ライトがお灯している場合 ーコンピュータの電源び切れているか、電力び供給されてい 
ません。 

• 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方にしっかりと装着しなお 
します。 

• コンピュータび電源タップに接続されている揚合、電源タップびコンセントじ接続され電源 
タップびオンになっていることを確認します。また、電源保護装置、電源タップ、電源延長 
ケーブルなどを使用している揚合は、それらを取り外してコンピュータの電源び適切に入るか 
確認します。 

• 電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題びないことを確認します。 

-主電源ケーブルおよび正面パネルケーブルびシステ厶基板にしっかりと接続されているか確認 
します（「システ厶基板のコンポーネント」 （86 ページ）を参照)。 


電源ライトが憧色に点滅している場合 ーコンピュータじ電源は巧給されていますび、 

コンピュータ巧部で電源の問題び発をしている可能性びあります。 

-コンピュータを使用している地域の AC 電源の電圧と一致するよラに、電圧選択スイッチを設 
定しているか確認します（該当する揚合のみ)。 
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電源ライトが憧色に点灯している場合ーデバイスび誤動作しているか、正しく取りはけら 
れていない可能性びあります。 

• プ□セッサ電源ケーブルびシステ厶基板の電源コネクタ ( P 0 WER 12 V ) じしっかりと接続され 
ているか確認します（「システ厶基板のコンポーネント」 （86 ぺージ）を参照)。 

• メモ IJ モジュールを取り外してから装着しなおします（「メモ IJ 」（87 ページ）を参照)。 

• すべての力ードを取り外してから装着しなおします （「 PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取 
り外し」 （99 ページ）を参照)。 

• ヴラフィックカードを取り巧けている揚合は取り外してから装着しなおします （rpci 力ードお 
よび PCI Express 力ードの取り外し」 （99 ぺージ）を参照)。 

電波障害を陈去します一電波障害の原因じは、しソ下のものびきえられます。 

•電源、キーボード、およびマウス延長ケーブルび使用されている 
• 電源タップじあまりじをくのデバイスび接続されている 
-同じコンセントじ複数の電源タップび接続されている 


プリンタの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意事項に従い、この項の手順を 
開始してください。 

^ メモ：プリンタのテクニカルサポートが必要な場合、プリンタの製造元にお問い合わせくだ 
さし、。 


プリンタのマニュアルを確認しますーセットアップとトラブルシューティングじついては、 
プ I 」ンタのマニュアルを参照してください。 

プリンタの電源がオンになっていることを確認します 

プリンタケーブルの接続を確認します一 

• ケーブルの接続じついては、プ IJ ンタのマニュアルを参照してください。 

•プ IJ ンタケーブルびプ I 」ンタとコンピュータじしっかりと接続されているか確認します。 

コンセントを確認します 一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題びないことを確 
捕1します。 





プリンタが Windows によって認識されていることを確認します一 
1スタートボタンをク I 」ックし、コント□-ルパネルをク IJ ックして、プリンタとその化のハー 

ドウエアをク IJ ックします。 

2インス I ルされているプリンタまたは FAX プリンタを表示するをク I 」ックします。 

お使いのプ I 」ンタび一覧に表示されている揚合、プ IJ ンタアイコンをちク IJ ックします。 

3プロパティをク IJ ックし、ポートタブをク I 」ックします。バラレルプ I 」ンタの揚合は、印刷先 
のポートび LPT 1 (プリンタポート）じ設定されていることを確認します。 USB プ IJ ンタの揚合 
は、 EP 刷先のポートび USB じ設定されていることを確認します。 

プリンタドライバを巧インストールします 一 手順じついては、プ IJ ンタのマニュアルを参 
照してください。 


スキャナーの問題 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

^ メモ：スキヤナーのテクニカルサポートが化要な場合は、スキヤナーの製造元にお問い合わ 
せください。 


スキヤナーのマニュアルを確認しますーセットアップとトラブルシューテイングじついて 
は、スキャブーのマニュアルを参照してくださし、。 


スキヤナーをアンロックします ー スキャブーじ□ックタブまたはボタンびある揚合は、ス 
キヤナーびアン□ックされていることを確認します。 


コンピュータを再起動し、スキャナーを再度試してみます 
ケーブルの巧続を確認します 一 

• ケーブルの接続じついては、スキャブーのマニュアルを参照してください。 

•スキャブーケーブ J レびスキヤブーとコンピュータじしっかりと接続されていることを確認 
します。 
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スキャナーが Microsoft Windows によつて認識されていることを確認します一 

1スタートボタンをク I 」ックし、コント□-ルパネルをク I 」ックして、プリンタとその化のハー 
ドウエアをク IJ ックします。 

2スキャナとカメラをク I 」ックします。 

お使いのスキャブーび一覧に表示されている揚合、 Windows びそのスキャブーを認識し 
ています。 

スキヤナードライバを再インストールします一手順じついては、スキャナーのマニュアル 
を参照してください。 


サウンドと スピーカーの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

スピーカーから音がしない場合 

^ メモ： MP 3 プレーヤーの音量調節は、 Windows の音量調節より優先されることがあります。 
MP 3 の音楽を聴いている場合、プレーヤーの音量が十分か確認してください。 


スピーカーケー ブルのを続を巧認しますースピーカーじ巧属のセットアップ図に示されて 
いるよラに、スピーカーび接続されていることを確認します。サウンドカードをご購入された揚 
合、スピーカーび力ードに接続されていることを確認します。 


サブ ウーハーおよびスピーカーの 電源が 入っているか 巧認 しますースピーカーじ 巧属の 

セットアップ図を参照してください。スピーカーじボ IJ ュー厶コント□-ルびはいている揚合は、 
音量、お音、または高音を調整して音のひずみを解消します。 


Windows の音量を調整します 一 画面ち下じあるスピーカーのアイコンをク U ックまたはダ 
ブルク I 」ックします。音量び上けてあり、サウンドび5ユートに設定されていないことを確認しま 
す。 


へッ ドフォンを へッ ドフォンコネクタから取りかしますーコンピュータの正面バネルに 
あるへッドホンコネクタじへッドホンを接続すると、自動的にスピーカーからの音声は聞こえなく 
なのます。 

コンセントを確認します 一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題びないことを確 
磕します。 





電気的な巧害を除去します ーコンピユータのおくで使用している覇風機、堂化な、ハ□ヴン 
ランプ、またはその化の機器の電源を切り、干渉を調べます。 


スピーカーの診断プログラムを実行します 


サウンドドライバを再インストールします一 「ドライバ」 （67 ページ）を参照してく 

ださし、。 


ハードウェアに関するトラブルシューティングを実行します一 「ソフトウェアと八ード 
ウェアの非互換性の解;央」 （72 ページ）を参照してください。 


ヘッドフォンから音がしな I ^場合 


へッドフォンケーブルの接続を確認します一 へッドフォンケーブルびへッドフォンコネク 
夕じしっかりと接続されていることを確認します（「正面（ドアを開けたが態)」 （80 ページ） 

を参照)。 


Windows の音量を調整します 一 画面ち下じあるスピーカーのアイコンをク U ックまたはグ 
ブルク IJ ックします。音量び上げてあり、サウンドび5ユートに設定されていないことを確認 
します。 
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ビデオと モニターの 問題 

^警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

画面に何も表示されない場合 

^ メモ：トラブルシューティングについては、モニターのマニュアルを参照してください。 


モニターのケー ブル巧続を確認し ます一 

• オプションの2枚目の PCI - Express グラフィックカードをお持ちの揚合は、モニターケーブルび 
正しい力ードに接続されていることを確認します。 

• オプションの DVI アダプタをお持ちの揚合は、グラフィックカードに正しく接続されているこ 
とをお認します。 

• モニターケーブルび、コンピュータじは属のセットアップ図に示されているよラに接続されて 
いることを確認します。 

-延長ケーブルを使用していて、その延長ケーブルを取り外すことじよって問題び解決する揚合 
は、ケーブルの不良です。 

-コンピュータおよびモニターの電源ケーブルを交換して、電源ケーブルじ問題びないか確認し 
ます。 

• コネクタびのびっていないか、ピンび壊れていないか確認します（モニターのケーブルコネク 
夕は、通常いくつかのピンび欠けています)。 


モニターの電源ライトを確認します一電源ライトび消口している揚合、ボタンをしっかり 
巧して、モニターじ電源び入っていることを5を認します。電源ライトび点なまたは点滅している揚 
合、モニターじ電力び供給されています。電源ライトび点滅する揚合、キーボードのキーを巧すか 
マウスを動かします。 

コンセントを確認します 一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題びないことを確 
捕1します。 

診断ライトを確認します一「該断ライト」 （59 ぺージ）を参照してくださし、。 
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画面が見づらい場合 


モニターの 設定を確認しますー モニターのコントラストと輝度の調整、消磁、セルフテスト 
を実行する手順じついては、モニターのマニュアルを参照してくださし、。 


サブ ウーハーをモニターから 離します ー スピーカーシステ厶じサブウー八一び含まれてし、 
る揚合は、サブウー八一びモニターから60 cm U ■(上離れていることを確認します。 


外部電源をモニターから離します 一扇風機、堂化な、八□ヴンライト、およびその他の電化 
製品じよって画面び「巧れる」ことびあります。おくのデバイスの電源を切って干ホを調べます。 


モニターの向きを変えて画面への太陽光の映りこみやを 電磁 障害を除去します 

Windows のディスプレイ設定を調整します一 
1 スター ト ボタンをク IJ ックし、 コント ロールパネルをク IJ ックして、 デスクトップの 表示と 

テー7をク I 」ックします。 

2画面をク I 」ックし、設定タブをク I 」ックします。 

3画面の解像度および画面の色を別の設定じしてみます。 


3 D イメージの品質が良くな t \場合 


グラフィックカードの電源ケーブルの接続を確認します一 各ヴラフィックカードの電源 
ケーブルび力ードに正しく接続されていることを確認します。 


モニターの設定を確認します ーモニターのコントラストと輝度の調整、消磁、セルフテスト 
を実行する手順じついては、モニターのマニュアルを参照してください。 
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診断ライト 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのを意事項に従い、この項の手順を 
開始してください。 

問題のトラブルシューティングを容易にするため、コンピュータの背面パネルに「1丄 
口」、「3」、および「4」とラベルのついた4つのライトびあります（「正面（ドアを開けた 
が態)」 （80 ページ）を参照)。コンピュータの起動プ□セスび正甫に開始すると、これらの 
ライトび点滅します。コンピュータの起動を、4つのライトすべてび緑色に点なします。コ 
ンピュータび誤作動している場合は、ライトの色と組み合わせ順で問題を識別でさます。 


ライトパターン 

問題の説明 

推奨される処置 

©©@@ 

コンピユータび通常の「オフ」のが態、 

または B に S 前に障害び発ちした可能性 
びあります。 

電源コンセントじコンピュータを接続しま 
す。「電源の問題」 （51 ページ）ち参照して 
ください。 


システ厶がオペレーテイングシステ厶から正 
常に起動した後は、この該断ライトは点灯し 
ません。 


©©(3)@ 

プ□セツサに障害び発ちした可能性び 
あります。 

プ□セツサを取りがけなおして（「プ□セツ 
サ」 （124 ページ）を参照)、コンピュータ 
を再起動します。 
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ライトパターン 

問題の説明 

推奨される処置 

〇@@@ 

メモ1 J モジュ ー J レび検出されましたび、 

メモリ障害び発をしました。 

• 取りはけているメモ1」モジュールび2つ 

U ■(上の揚合、モジュールを取0外してモ 
ジュールの1つを取りがけなおし（「メモ 
IJ の取りはけ」 （88 ページ）を参照)、〕 
ンピュータを再起動します。コンピュー 
夕び正當じ起動する揚合、 別のモジュー 
ルを取 0 けけなおします。 障害のあるモ 
ジュールび見つかるまで、またはエラー 
なしですベてのモジュールを取りはけな 
おすまで続けます。 

• 同じ種類で動作確認済みのメモ IJ びある 
揚合は、そのメモ IJ をコンピュータじ取 
りけけます（「メモ IJ の取りけけ」 

(88 ページ）を参照)。 

• 問題び解ましない揚合は、デルにお問い 
合わせ< ださい（「デルの連絡巧」 

(153 ページ）を参照)。 

〇@@@ 

グラフィックカードじ障害び'舞をしている巧 
能性があります。 

• コンピュータじグラフィックカードを取 

0けけている揚合は、そのカードをいっ 
たん取り外し （「 PCI 力ードおよび PCI 
Express 力ードの取り外し」 （99 ぺージ） 

を参照)、取0がけなおしてからコン 
ピュータを再起動します。 

• 問題び解ましない揚合は、動作確認済み 
の別のブラフィックカードを取りがけ、 
コンピュータを再起動します。 

• 問題び解;关しない揚合は、デルにお問い 
合わせ< ださい（「デルの連絡巧」 

(153 ページ）を参照)。 

©◎③@ 

フ□ッピードライブまたはノ\ー ドドライブ1こ 
障害び起こってし\る可能性があります。 

すべての電源ケーブルおよびデータケープ 
ルを接続しなおし、コンピュータを再起動 


します。 


〇@@@ 


USB じ問題び発ちした可能性びあります。 すべての USB デバイスを取りけけなおし、 

ケーブル接続を確認して、コンピュータを 
再起動します。 
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ライトパターン 問題の説明 

推奨される処置 

メモ1」モジユ—ルび検出されません。 

• 取りがけているメモ IJ モジュールび2つ 

U ■(上の揚合、モジュールを取0外してモ 
ジュールの1つを取りはけなおし（「メモ 
IJ の取りがけ」 （88 ページ）を参照)、コ 
ンピュータを再起動します。コンピュー 
夕び正雷に起動する揚合、 別のモジュー 
ルを取 0 けけなおします。 障害のあるモ 
ジュールび見つかるまで、またはエラー 
なしですベてのモジュールを取りけけな 
おすまで続けます。 

-同じ種類で動作確認済みのメモ IJ びある 
場合は、そのメモ IJ をコンピュータじ取 
りイ寸けます（「メモ IJ の取りがけ」 

(88 ページ）を参照)。 

-問題び解決しない揚合は、デルにお問い 
合わせ< ださい（「デルの連絡巧」 

(153 ページ）を参照)。 

メモ1」モ、ジユール(ま1ま&されまし C び'、 
ツメモ1」構成また胞醒エラ-び存を 
します。 

• 特別なメモ IJ モジュール/メモ IJ コネク 
夕設置要件びないことを確認します 
(「メモ IJ 」（87 ページ）を参照)。 

• 取りけけるメモ IJ モジュールにコン 
ピュータとの互換性びあることを確認し 
ます（「メモ IJ 」（87 ぺージ）を参照して 
くださし、)。 

-問題び解決しない揚合は、デルにお問い 
合わせ< ださい（「デルの連絡先」 

(153 ページ）を参照)。 


アドパンストラブルシューティング I 61 






〇 ライトパターン 問題の説明 

推奨される処置 

二。、巧拡張力ードにを 5 H び発ちした g 旨目な 

-の©©のびぁります。 

〇 

Q. 

Q. 

= 

の 

巨 

〇 

〇 

1グラフィックカード U ■(外の力ードを1つ 
取り外し （「 PCI 力ードおよび PCI Express 
力ードの取り外し」 （99 ページ）を参 
照)、コンピュータを再起動して、コンフ 
1」クトび起さているかど〇かを調べます。 

2問題び解;关しなし U 易合は、取り外した 
カードを取りけけ、別のカードを取り外 
して、コンピュータを再起動します。 

の 

口 

i 

ミ 

ち 

3それぞれのカードじついて、この手順を 
繰り返します。コンピュータが正常に起 
動する揚含は、コンピュータから取り外 
した最後のカードのリソースコンフリク 
卜のトラブルシューティングを巧います 
(「ソフトウエアとノ\ー ドウエアの非互換 
性の解決」 （72 ページ）を参照)。 

4問題が解決しない揚含は、デルにお問い 
含わせ< ださい（「デルの連絡先」 

(153 ページ）を参照)。 

別の障害が舞をしました。 

• 八ードドライブ、 CD ドライブ、および 
DVD ドライブのケーブルびシステ厶基板 
じ正しく接続されているかどラかを確認 
します（「システ厶基板のコンポーネン 
卜」 （86 ページ）を参照)。 

• デバイス（フ□ッピードライブゆハード 
ドライブなど）のエラーメッセージび画 
面に表示されている揚合は、そのデバイ 
スび正幫じ機能しているかど〇かを確認 
します。 

• オペレーティングシステ厶びデバイス 
(フ□ッピードライブゆ八ードドライブな 
ど）からの起動を試みています。セット 
アップユーティ1」ティを使って、コン 
ピュータじ取りはけられているデバイス 
の起動順度び適切かどラかを確認してく 
ださい（「セットアップユーティ IJ ティ」 
(143 ぺージ）を参照)。 

• 問題び解ましない揚合は、デルにお問い 
合わせ< ださい（「デルの連絡巧」 

(153 ページ）を参照)。 

。、巧\バ、^ POST 媛、コンピユータは通常の動作1|犬 

W 態じぁります。 

なし。 
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Dell Diagnostics (診断）プログラム 

A 警告：『製品情報ガイド j のまをにお使いいただくためのを意事項に従い、この項の手順を 
開始してください。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを使用する場合 

コンピュータに問題び発生した揚合は、デルテクニカルサポートにお問い合わせになる前 
(こ、「問題の解決」 （41 ぺージ）のチェック事項を実巧してから 、 Dell Diagnostics (診断） 
プ□グラ厶を実行してください。 

〇ミち意： Dell Diagnostics (診断）プログラムは〇81ド"コンピュータでのみ機能します。 

Dell Diagnostics (診断）プ□グラムは、八ードドライブから （「Dell Diagnostics (診断） 

プ□グラ厶」 （63 ぺージ）を参照)、または阳 ell ResourceCDj ] から起動します。 

ハードドライブからの Dell Diagnostics (診断プログラムの起動 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2 DELL ™ □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

尼 メモ： Diagnostics (診断ューティリティパーティションが検出されなかったというメッセー 
ジが表示された場合は、 『 ResourceCDj ] から Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行します 
( riTResourceCDj からの Dell Diagnostics (診断）プログラムの起動」 （64 ぺージ）を参照)。 

キ—を 巧すタイミングび遅れて、オペレーティングシステムの□ゴび表示されてし 
まったら、 Microsoft ® Windows ® デスクトップび表示されるまでそのまま待機しま 
す。デスクトップび表示されたら、コンピュータをシャットダウンして（「コンピュー 
夕の電源を切る」 (77 ページ）を参照)、操作をゆり直して<ださい。 

3 起動デバイスの一覧び表示されたら、 Boot to Utility Partition (ユーティリティ 
パーティションから起動） をハイライト表示して、 < Enter > を巧します。 

4 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムの Main Menu (メインメニュ ー） び表示された 
ら、実行するテストを選びます （「Dell Diagnostics (診断）プ□グラムの Main Menu 
(メインメニュー)」 （65 ページ）を参照)。 
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IfResourceCDI からの Dell Diagnostics ( 診断）プログラムの起動 

1 ITResourceCDj ] をドライブに拝入します。 

2コンピュータをシャットダウンして、再起動します（「コンピュータの電源を切る」 

(77 ページ）を参照)。 

DELL □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

キーを巧すタイミングび合わず 、 Windows □ゴび表示されてしまったら 、 Windows 
デスクトップび表示されるまで待ちます。デスクトップび表示されたら、コンピュー 
夕をシャットダウンして（「コンピュータの電源を切る」 （77 ページ）を参照)、操作 
をやり直して < ださい。 

^ メモ：次の手順では、起動順序を1回だけ変更します。次回の起動時には、コンピュータは 
セットアップューティリティで指定したデパイスから起動します。 

3起動デバイスの一覧び表示されたら、 IDE CD-ROM Device (IDE CD - ROM デバイス） 
を八イライト表おして、 < Enter > を巧します。 

4 CD の起動メニューから IDE CD-ROM Device (IDE CD - ROM デバイス）オプション 
を選びます。 

日表示されたメニューから Boot from CD-ROM ( CD - ROM から起動）オプションを選 
びます。 

6 1 と入力して 、 ResourceCD メニューを起動します。 

7 2 と入力して 、 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを起動します。 

8 番号の付■いた一覧なら Run the 32 Bit Dell Diagnostics (32 ビットのデル診断を実 

行）を選びます。複数のバージョンび表示されている揚合、お使いのコンピュータに 
適切なバージョンを選びます。 

9 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムの Main Menu (メインメニュ ー） び表示された 
ら、実行するテストを選びます （「Dell Diagnostics (診断）プ□グラムの Main Menu 
(メインメニュー)」 （65 ページ）を参照)。 
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Dell Diagnostics (診断）プログラムの Main Menu (メインメニュ ー） 

1Dell Diagnostics (診断）プ□グラムび□—ドされ Main Menu (メインメニュ ー) 
画面び表示されたら、希望のオプシヨンのボタンをクリックします。 


オプション 

機能 

Express Test 
(エクスプレステスト） 

デバイスのクイックテストを実行します。通常、このテスト 
は10〜20分かかり、お客様の操作は必要ありません。最 
mz Express Test (エクスプレステスト）を実行すると、 
問題をさらにすばゆく特定することびでさます。 

Extended Test 

(拡張テスト） 

デバイスのを体チェックを実行します。このテストは通常 

1時間 U ■(上かかり、時々表示される質問に回答び必要です。 

Custom Test 

(カスタ厶テスト） 

特定のデバイスをテストします。実行するテストをカスタマ 
イブでさます。 

bvmptom Tree 
(を!!犬ッ1」一) 

最ち一般的なを巧を一覧表示し、問題のを状に基づいたテス 
卜を選択でさます。 


2テスト中に問題を検出すると、エラーコードと問題の説巧を示すメッセージび表示さ 
れます。エラーコードと問題の説巧を記録し、画面の指示に従います。 

エラーを解みでさない揚合は、デルにお問い合わせ<ださい（「デルの連絡巧」 

(153 ぺージ）を参照)。 

P メモ：お使いのコンピュータのサービスタグは、各テスト画面の上部にあります。デルにお 
問い合わせになると、テクニカルサポート担当者がお客様のサービスタグをお尋ねします。 
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3 Custom Test (カスタ厶テスト）または Symptom Tree (をがツリー ） オプション 
からテストを実行する揚合は、該当するタブをクリックします（詳細については、じ ( 
下の表を参照して < ださい)。 


タブ 

機能 

結果 

テストの結果、および舞をしたすベてのエラーの化態を表示 
します。 

Errors 

(エラ—） 

発ちしたエラーの状態、エラーコード、および問題の説日月を 
表示します。 

Help 

(ヘルプ） 

テストじついて説日月します。また、テストを実巧するための 
要件を示す揚含ちあ0ます。 

し on 干 iauration 

(構成） 

選択したデバイスの八ードウェア構成を表示します。 

Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶は、セットアップユー 
ティリティ、 X モ IJ 、 および様々なの部テストからすべての 
デバイスの設定情報を入手して、画面の左側ペインのデバイ 
スー覧1こ表示します。デバイスー覧じは、コンピュータじ取 
り巧けられたすべてのコンポーネント名、またはコンピュー 
夕じ接続されたすベてのデバイス各び表示されるとは限りま 
せん。 

Parameters 

(パラ六一夕） 

テストの設定を変更して、テストをカスタマイズすることび 
でさます。 


4 [ TResourceCDj ] から Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを実行している揚合は、 
テストび終了したら CD を取り出します。 

5テスト画面を閉じて、 Main Menu (メインメニュ ー） 画面に戻ります 。 Dell 
Diagnostics (診断）プ□グラムを終了して、コンピュータを再起動するには、 
Main Menu (メインメニュ ー） 画面を閉じます。 
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ドライバ 

ドライバとは？ 

ドライバは、プリンタ、マウス、またはキーボードなどのデバイスを制御するプ□グラム 
です。すべてのデバイスにドライバプ□グラムび必要です。 

ドライバは、デノイスとそのデバイスを使用するプ□グラム間の通訳のよラなを目をしま 
す。各デバイスは、そのデバイスのドライバだけび認識する専用のコマンドセットを持つ 
ています。 

お使いのコンピュータには、出筒時に必要なドライバびプリインストールされているので、 
新たにインストールしたり設定する必要はありません。 

〇ミち意 ： 『Dell Dimension ResourceCDJl には、お使いの〕ンピュータに搭載されていないオペ 
レーテイングシステムのドライバも収録されている場合があります。インス I ルするソフ 
トウエアがお使いのオペレーテイングシステムにが応していることを確認してください。 

キーボードドライバなど、ドライバの多くは Microsoft ® Windows ® オペレーテイングシス 
テムには属しています。じ(下の揚合にドライバをインストールする必要びあります。 

• オペレーティングシステムのアップグレード 
• オペレーティングシステムの再インストール 
• 新しいデバイスの接続または取り巧け 

ドライバの 巧認 

デバイスで問題び発生した場合、ドライノくび問題の原因でないかどうかを識別して、 

必要に麻じてドライバをアップデートします。 


Windows XP 

1 スタート ボタンをクリックし、 コント□-ル パネルをクリックします。 

2 作業する分野を選びます で、 パフスーマンスとメンテブンス をクリックします。 

3システ厶をクリックします。 

4 システ厶のプ□パティ ウィンドウで、 ハードウエア タブをクリックします。 

5 デバイスマネー ジャをクリックします。 

6一覧をスク□ールダウンし、デバイスアイコン上の感嘆符（り]のはいた黄色の円） 
のはいたデバイスを探します。 

デバイス名の横に感嘆符びある揚合、ドライバの再インストールまたは新しいドライ 
バのインストールび必要な揚合びあります（「ドライバ」 （67 ページ）を参照)。 
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ドライバの再インストール 

〇 ミち意： デルサポートサイト S 叫 port . jp . dell . com およびコンピュータに付属の 『Dell Dimension 
ResourceCDl では、 Dell ™ コンピュータ用に承認されているドライパを提供しています。その 
化の媒体からドライバをインス I ルする場合、お使いのコンピュータが適切に動作しない 
おそれがあります。 

WindowsXP デバイスドライバの口ールバックの使い方 

ドライバをインストールまたはアップデートしたをでコンピュータに問題び発生した場合 
は、 Windows XP デバイスドライバの□-ルバックを使ってドライ/\'を(前の/ジョン 
し民します。 

1スタートボタンをクリックし、コント□ールパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフスーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3システ厶をクリックします。 

4システ厶のプ□パティウィンドウで、ノ\-ドウエアタブをクリックします。 

5デバイスマネージャをクリックします。 

6新しいドライバをインストールしたデバイスをちクリックして、プ□パティをクリッ 
クします。 

7ドライバタブをクリックします。 

8ドライパの□ールバックをクリックします。 

デノ\'イスドライバの □ ールバックを使ってち問題び解ミ夫しない揚合は、システムの復5を 
使って、新しいドライバびインストールされる前の動作が態にオペレーティングシステ厶 
を戻します。 

IfResourceCDI の使い方 

デバイスドライバのロールバックまたはシステム復^^で問題を解ミ夫できない揚合は、 
[ TResourceCDj ] からドライバを再インストールします。 

1 Windows デスクトップび表示されたら、 ResourceCD をドライブに挿入します。 

mesourceCDj を初めてお使いになる揚合は、手順2に進みます。それじ(外の揚合は、 
手順5に進みます。 

2 mesourceCDj インストールプ□グラ厶び起動したら、画面の指示に従います。 

3 InstallShield ウィザードの完了ウィンドウび表示されたら、 [ TResourceCDj ] を取り 
出し、完了をクリックしてコンピュータを再起動します。 

4 Windows デスクトップび表示されたら、 ResourceCD をちラー度拝入します。 

5 Dell システ厶をお買い上けくださり、ありびとラございます画面で、巧へをクリッ 
クします。 
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^ メモ： ResourceCD では、出荷時にお使いのコンピュータに取り付けられていたハードウエア 
のドライバのみが表示されます。追加のハードウエアを取り付けてある場合、新しいハード 
ウ； L アのドライバは 『 ResourceCDJl によって表示されないことがあります。ドライバが表示 
されていない場合は、 ITResourceCDj を終了します。ドライバの情報については、デバイスに 
付属するマニュアルを参照してください。 

コンピュータ上のハードウエアを ffResourceCDj び検出中であるというメッセージび 
表おされます。 

コンピュータで使用されているドライバび、自動的に 

My Drivers — The ResourceCD has identiried these components in your 
system (マイドライバー ResourceCD はシステ厶上でこれらのコンポーネントを検 
出しました）ウィンドウに表示されます。 


6再インストールするドライバをクリックし、画面の指示に従います。 

特定のドライバび一覧に表示されていない揚合は、オペレーティングシステムはそのドラ 
イバを必要としません。 

ドライバの手動再インス!ル 

1前項で説日月されているよラに、八ードドライブにドライバファイルをコピーしたをで、 
スタートボタンをクリックし、マイコンピュータをちクリックします。 

2プ□パティをクリックします。 

3八ードウエアタブをクリックして、デバイスマネージャをクリックします。 

4ドライバをインストールするデバイスのタイプをダブルクリックします。 

5ドライバをインストールするデバイスの名前をダブルクリックします。 

6ドライパタブをクリックし、ドライパの更新をクリックします。 

7一覧または特定の場所からインストールする（詳細）をクリックし、次へをクリック 
します。 

8参照をクリックし、ドライバファイルを前回解ました揚巧を探して選択します。 

9該当するドライバの名前び表示されたら、次へをクリックします。 

10亮了をクリックして、コンピュータを再起動します。 
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Microsoft ⑩ Windows ® XP システムの復元の使い方 

ハードウェア、ソフトウェア、またはその他のシステム設定を変更したために、コン 
ピュータび正甫に動作しなくなってしまった揚合は、 Microsoft ® Windows ® XP オペレー 
ティ ングシステムのシステムの復 5 を使用して、 コンピュータをじ(前の動作が態に復5す 
ることびできます（データファイルへの影響はありません)。システムの復5の使い方につ 
いては、 Windows ヘルプとサポートセンターを参照してください。ヘルプにアクセスする 
には、 「 Windows ヘルプとサポートセンター」02ぺージ）を参照してください。 

〇ミち意： データファイルのパックアップを定期的に作成してください。システムの復元は、 
データファイルの変更を監視したり、データファイルを復元することはできません。 

復元ポイントの作成 

1スタートボタンをクリックして、ヘルプとヴポートをクリックします。 

2システ厶の復兄をクリックします。 

3画面の指术に従います。 

コンピュータをな前の動作状態に復元する 

デバイスドライバのインストールをに問題び発生した場合は、デノ イスドライバの□ール 
バック （「Windows XP デバイスドライバの□-ルバックの使い方」 （68 ぺージ）を参照） 

を使って問題を解みします。それでち問題を解巧でさない場合に、システムの復5を使用 
します。 

〇ミち意： コンピュータを]; I 前の動作状態に復元する前に、開いているファイルをすべて保存し 
てから閉じ、実斤中のプログラムをすべて終了します。システムの復元が完了するまで、い 
かなるファイルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削除しないでください。 

1スタートボタンをクリックし、すべてのプ□グラ厶ーアクセヴリーシステ厶ツール 

の順にポイントしてなら、システ厶の復?^をクリックします。 

2コンピュータを L 乂前の巧態に復兄するび選択されていることを確認して、次へをク 
リックします。 

3コンピュータをじ(前のが態に復5する時点の曰巧をクリックします。 

復5ポイントの選択画面に、復 S ポイントび選べるカレンダーび表示されます。 
復^^ポイントび利用でさる曰巧は义字で表示されます。 

4復5ポイントを選んで、なへをクリックします。 

曰巧に復5ポイントび1つしか表示されない揚合、その復^^ポイントび自動的に選ば 
れます。複数の復5ポイントび巧用でさる揚合は、希望する復5ポイントをクリック 
します。 
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5 次へをクリックします。 

システムの復5びデータの収集を完了したを、復5は完了しました画面び表示され、 
コンピュータは再起動します。 

6コンピュータび再起動したら、 OK をクリックします。 

復5ポイントを変更するには、別の復开ポイントを使って手順を繰り返すな、または復^^ 
を取り消すことびできます。 

な前のシステムの復元の取り消‘し 

〇ミち意： な前のシステムの復元を取り消'す前に、開いているファイルをすべて保存してから閑 
じ、実行中のプログラムをすべて終了します。システムの復元が完了するまで、いかなる 
ファイルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削除しないでください。 

1スタートボタンをクリックし、すべてのプ□グラ厶ーアクセサリーシステ厶ツール 

の順にポイントしてから、システムの復兄をクリックします。 

2 Ut 前の復元を取り消すをクリックして、なへをクリックします。 

3次へをクリックします。 

システムの復元 画面び表示されて、コンピュータび再起動します。 

4コンピュータび再起動したら、 OK をクリックします。 

システムの復元を有効にする 

空き容量び200 MB ホ満の八ードディスクに Windows XP を再インストールした揚合、シ 
ステ厶の復?^は自動的に無効に設定されています。システムの復^^びち効になっているか 
どラなを確認するには、次の手順を実行します。 

1スタートボタンをクリックして、コント□-ルパネルをクリックします。 

2パフスーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3システ厶をクリックします。 

4システ厶の復兄タブをクリックします。 

5すべてのドライブでシステ厶の復5を無効じするのチエツクマークび外されているこ 
とを確認します。 
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ソフトウェアとハードウェアの非互換性の解決 

オペレーティングシステムのセットアップ中にデバイスび検知されないか、検知されたび 
正し<設定されていない揚合は、八ードウェアに関するトラブルシューティングを使って 
非豆換性を解巧でさます。 

八ードウェアに関するトラブルシューティングを使って非豆換性を解ミ夫するには、じ(下の 
手順を実行します。 

1スタートボタンをクリックして、ヘルプとヴポートをクリックします。 

2検索領域で、八ードウェアに関するトラブルシューティングと入力し、矢 E 日をクリッ 
クして検索を開始します。 

3検索結果一覧で、ハードウェアに関するトラフルシューティングをクリックします。 

4八ードウェアに関するトラブルシューティングー覧で、コンピュータじある八ード 
ウェアの競合を解ミ关する必要びありますをクリックして、次へをクリックします。 

Microsoft ⑩ Windows ® XP の再インス I ル 

〇ミち意 ： Windows XP を再インス!ルするには 、 Windows XP Service Pack 1 ( SP 1) LU 降を使用 
する必要があります。 

〇ミち意：オペレーティングシステムのインストール後にアレイ内の特定のハードドライブを使 
う必要が生じることを想定している場合は、オペレーティングシステムのインス I ル時に 
シングルドライプの RAID 0アレイを作成する必要があります。手順については 、 「Nvidia 
MediaShieldROM ューティリティによるアレイの作成方法」 （24 ぺージ）を参照してください。 

作業を開始する前に 

新しくインストールしたドライバの問題を解消するために Windows XP オペレーティング 
システムを再インストールする揚合は 、 Windows XP のデバイスドライバの□-ルバック 
を試してみます （「Windows XP デバイスドライバの□-ルバックの使い方」 （68 ぺージ） 
を参照)。デバイスドライバの□ールバックを実行してち問題び解巧されない揚合は、シス 
テムの復^^を使って （「 Microsoft ® Windows ® XP システムの復5の使い方」 （70 ぺージ） 
を参照)、オペレーティングシステムを新しいデバイスドライバびインストールされる前の 
動作が態に戻します。 

〇ミち意：この手順を実行する前に、お使いのプライマリハードドライブのすべてのデータファ 
イルをバックアップします。通常のハードドライブ構成では、プライマリハードドライブは 
コンピュータによって1番目のドライブとして認識されます。 

Windows XP を再インストールするには、じ(下のアイテムび必要です。 

• Dell ™ オペレーティングシステム CDJ 

• Dell [ TResourceCDj ] 

^ メモ：阳 esourceCDJl じは、コンピュータの製造工程でプリインス!ルされたドライパが 
収録されています。阳 esourceCDJl を使用して必要なドライバを口ードします。 
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Windows XP の再インス I > - ル 

Windows XP を再インストールするには、次項にあるすベての手順を記載されている順番 
に実行します。 

再インストール処理を完了するには、1〜2時間かかることびあります。オペレーティン 
グシステムを再インストールしたを、デバイスドライバ、アンチウイルスプ□グラム、 
およびその他のソフトウェアを再インストールする必要びあります。 

〇ミち意：『オペレーティングシステム CDJ 1 には、 WindowsXP の再インストール用のオプショ 
ンが収録されています。オプションはファイルを上書きして、ハードドライブにインス! 
ルされているプログラムに影響を与える可能性があります。このような理由から、デルのテ 
クニ カルサポート担当者の指示がない限り WindowsXP を再インス I ルしないでください。 

〇ミち意： WindowsXP とのコンフリクトを防ぐため、システムにインストールされているアン 
チウイルスソフトをお効にしてから WindowsXP を再インストールしてください。手順につい 
ては、ソフトウェアに付属しているマニュアルを参照してください。 

オペレーティングシステム CD からの起動 

1開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラ厶をすベて終了し 
ます。 

2 f オペレーティングシステム CDj ] を拝入します。 Install Windows XP (Windows 
XP のインストール）といラメッセージび表示された揚合は 、 Exit (終了）をクリック 
します。 

3コンピュータを再起動します。 

4 DELL ™ □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

オペレーティングシステムの□ゴび表示された揚合、 Windows のデスクトップび表示 
されるのを待って、コンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 

5矢 E 日キーを巧して CD - ROM を選んでから、 < Enter > を巧します。 

6 Press any key to boot from CD といラメッセージび表示されたら、いずれかのキー 
を巧します。 

Windows XP の七ットアップ 

1セットアップの開始画面び表示されたら、 < Enter > を巧して Windows XP のセット 
アップを開始します。 

2 Microsoft Windows ライセンス契約画面の巧容を読み、キーボードの < F 8> を巧し 

て、使用許諾契約書に同意します。 

3お使いのコンピュータじ Windows XP びインス I '■-ルされていて、現をの Windows XP 
データを復元したい揚合は、 r と入力して修復オプションを選び、 CD を取り出します。 

4新たに WindowsXP をインストールする揚合は、 < Esc > 封甲して、オプションを選択 
します。 
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5 < Enter > を巧してハイライト表示されたパーティション（推奨）を選び、画面の指示 
に従います。 

Windows XP セットアップ画面び表おされ、オペレーティングシステムは、ファイ 
ルのコピーおよびデバイスのインストールを開始します。コンピュータは自動的に数 
回再起動します。 

^ メモ：ハードドライブの容量やコンピュータのま度によって、セットアップに要する時間は 
変わります。 

〇ミち意： 次のメッセージが表示された場合、どのキーも押さないでください。 

Press any key to boot rrom the CD. 

6 地域と言語のオプション画面び表示されたら、おをまいの地域の設定を選び、 

次へをクリックします。 

7ソフトウェアの個人用設定画面で、お名前と会な名（オプション）を入力して、 

次へをクリックします。 

8 WindowsXPHome E 出 tion を再インストールしてし）る厦合 、コンピュータ名は何で 
すか？ウィンドウで、コンピュータ名を入力（または記載の名前を承認）して、 

次へをクリックします。 

WindowsXPProfessional を再インスト ■— ルしてし ) る揚合 、コンピュータ名と 
Administrator ウィンドウでコンピュータ名（または記載の名前を承認）およびパス 
ワードを入力して、なへをクリックします。 

9 モデ厶のダイヤル情報画面び表示された揚合、必要な情報を入力して、夕へをクリッ 
クします。 

10曰はと時刻の設定ウィンドウに曰巧と時間を入力して、次へをクリックします。 

11ネットワークの設定画面び表示された揚合は、標準設定をクリックして、次へをク 
リックします。 

12 Windows XP Professional を再インストールしている揚合は、ネットワーク設定に関 
する情報を巧められることびあります。該当するちのを選びます。設定びわからない 
場合、デフスルトの選択肢を選びます。 

WindowsXP は、オペレーティングシステムのコンポーネントをインストールして、 
コンピュータを設定します。コンピュータは自動的に再起動します。 

〇ミち意： ホのメッセージが表示された場合、どのキーも押さないでください。 

Press any key to boot rrom the CD. 
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13 Microso 行 Windows へようこそ画面び表示されたら、次へをクリックします。 

14 インターネットに接続する方法を指定してくださいといラメッセージび表示された 
ら、省略をクリックします。 

15 Microsoft にユーザー登録する準おはできましたか？の画面び表示されたら、 

いいえ、今回はユーザー登録しませんを選び、巧へをクリックします。 

16 このコンピュータを使ラユーザーを指定して<ださいの画面び表示されたら、 

5名までユーヴーを入力できます。 

17 次へをクリックします。 

18 完了をクリックしてセットアップを完了し、 CD を取り出します。 

19 mesourceCDj から適切なドライバを再インストールします（「ドライバの再インス 
卜ール」 （68 ぺージ）を参照)。 

20アンチウイルスソフトウェアを再インストールします。 

21すべてのプ□グラムを再インストールします。 

障メモ： Microsoft Office または Microsoft Works Suite プログラムをちインストールしてアクティ 
ブにするには、 Microsoft Office または Microsoft Works Suite CD スリーブの背面じあるプロダク 
トキー番号が必要です。 


アドバンストラブルシューティング I 75 



E 


0 0 • 二 9 p •1 」 0 ci a n S I 巨 0 0 • 二 9 p • M M M 


76 I アドパンストラブルシューティング 


部品の取り外しと取り付け 


5 


作業を開始する前に 

ここでは、お使いのコンピュータの部品の取の外しと取りはけの手順について説巧します。 
特に指示びない限り、それぞれの手順ではじ(下のま件を満たしていることを前提とします。 

• rr コンピュータの電源を切る」 （77 ページ)」および rr コンピュータ巧部の作業を始 
める前に」 （78 ページ)」の手順をすでに完了していること。 

• Dell ™ の製品情報ガイド J の安をに関する情報をすでに読んでいること。 

• 取り外しの手順を逆の順彦で実行することで部品の取り巧けびできること。 

推奨する工具とツール 

本書で説巧する操作には、じ(下のよラなツールび必要です。 

• ル型の7イブスドライバ 
• プラスドライバ 

• support.jp.dell.com で入手巧能な BIOS アップデート 
コンピュータの電源を切る 

〇ま意： データの損失を防ぐため、開いているすべてのファイルを保存してから閉じ、 

実行中のすべてのプログラムを終了してから、コンピュータの電源を切ります。 

1オペレーティングシステムをシャットダウンするには、次の手順を実行します。 

a 開いているすべてのファイルを保存してから閉じ、実行中のすべてのプ□グラム 
を終了します。次に、 スタート ボタンをクリックして、 終了オプションを クリッ 
クします。 

b コンピュータの電源を切る ウィンドウで、 電源を切るを クリックします。 

オペレーティングシステムのシャットダウン処理び完了すると、コンピュータの 
電源び切れます。 

2コンピュータおよび取りはけられているデバイスの電源び切れていることを確認しま 
す。オペレーティングシステムをシャットダウンした際に、コンピュータおよび取り 
巧けられているデバイスの電源び自動的に切れなかった揚合は、電源ボタンを4秒じ ( 
上巧し続けます。 
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コンピュータ内部の作業を始める前に 

身体のちををすり、コンピュータを損傷から保護するために、次の安をに関するを意事項 

に従って< ださい。 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくための注意事 I 頁に従い、この I 具の手順を 
開始してください。 

A 警告：部品や力ードは T 寧に取り扱ってください。力ード上の部品やを続部分には触れない 
でください。力ードを持つ際は縁を持つか、金属製の取り付けブラケットの部分を持ってく 
ださい。プロセッサチップなどの部品を持つ際は、ピンではなく縁を持ってください。 

〇ミち意： コンピュータの修理は、認可されたサービス技術者のみが行ってください。デルで認 
められていない修まによる損傷は、イ呆証の巧象となりません。 

〇 ミち意： ケーブルを外す際は、ケーブルそのものを引っ張らずに、コネクタやストレインリ 
リーフループをつかんで抜いてください。ケーブルによっては、ロックタブ付きのコネクタ 
があるケーブルもあります。このタイプのケーブルを取り外すときは、ロックタブを押し入 
れてからケーブルを抜きます。コネクタを外すときは、コネクタピンを曲げないようにまっ 
すぐに引きはきます。また、ケーブルを接続するときは、両方のコネクタがまっすぐに向き 
合っていることを確認してください。 

〇 ま意： コンピュータの損傷を防ぐため、コンピュータ内部の作業を始める前に、次の手順を 
実行します。 

1コンピュータの電源を切ります（「コンピュータの電源を切る」 （77 ページ）を参照)。 

〇 ミち意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずコンピュータからケーブルを外し、 

次に、ネットワークポートまたはデバイスから外します。 

2電話回線や通信回線をコンピュータから取り外します。 

3コンピュータと接続されているすべてのデバイスをコンセントから取り外し、電源ボ 
タンを巧してシステム基板の静電気を逃びします。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前におず、コンピュータの電源プラグをコン七ントか 
ら抜いてください。 

4 コンピュータカバーを 開きます （r コンピュータカバーを 開く」 （84 ぺ ージ）を 参照)。 

〇 ミち意： コンピュータ内部に触れる前に、コンピュータ背面の金属部など塗装されていない金 
属面に触れて、身体の静電気を逃がしてください。作業中も、定期的に塗装されていない金 
属面に触れて、内蔵コンポーネントを損傷するおそれのある静電気を逃がしてください。 
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コンピュータの正面および背面 


正面 



1 八ードドライブ動 

作ライト 

八ードドライブライトは、コンピュータび八ードドライブからデータを読み 
書さしている際に点なします。このライトは、 CD プレーヤーなどのデバイス 
び動作しているとさじち点なします。 

2 電源ボタン 

このポタンを巧して、コンピュータじ電源を入れます。 

〇ま意：データの損失を防ぐため、電源ボタンを使ってコンピュータの 
電源を切らないでください。電源ボタンを巧さずに、オペレーティングシ 
ステムのシャツトダウンを実行してください。 

3 ドライブドア 

フ□ツピードライブと CD / DVD ドライブじアクセスするじは、ドライブドア 
を開けます。 

メモ：ドライブドアは取り外し可能で、取り外したり、誤ってヒンジから 
外してしまっても元に戻ります。ドアを再度取り付ける方法については、 
「ドライブドアの取り付け」 （134 ぺージ）を参照してください。 

4 正面バネルドア 

正面パネルコネクタを使用するには、正面パネルドアを開けます。 
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正面（ドアを開けた状態) 



1 ヘッドフオンコネクタ 

へッドフオンコネクタを使用して、へッドフオンゆほとんどの種類のスピーカー 
を接続でさます。 

2 マイクコネクタ 

マイクコネクタじバーソナルコンピュータ用マイクを接続し、音声ゆ音楽をサウ 
ンドまたはテレフオニープ□グラ厶じ入力します。 

3 USB 2.0 コネクタ （2) 

ジョイスティックゆ力 ラなど、時々接続するデバイスじは、正面 USB コネクタ 
を使用します。 


プ IJ ンタゆキーボードなど通常接続したままのデバイス、または正面コネクタ 
に接続すると正常に動作しない揚合びある起動可能な USB デバイスには、背面 
の USB コネクタを使用することをお勧めします。 

4 IEEE 1394コネクタ 

デジタルビデオカ六ラなど、高速シリアルマルチ六ディアデパイスを接続しま 
す。 

5 誇断ライト （4) 

診断ライトを使用すると、診断コードを基にコンピュータの問題を解決するのに 
役立ちます。詳細じついては、「診断ライト」 （59 ページ）を参照してくださし、。 
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コンピュータの背面 



1 プ□セッサフアン 

の 

最適な冷却を行ラため、2基のプ□セッサフアンび取りけけられています。通気孔を 
みさびないよラじしてくださし、。 

2 カバーラッチリ 

IJ - ス 

コンピユータカバーを開けるじは、カバーラッチ IJIJ - スを上じしてコンピュータを 
横に倒し、ラッチを左方向に巧します。「コンピユータカバーを開く」 （84 ぺージ）を 
参照してください。 

3 セキュリティケーブ 
ルス□ツト 

セキユ IJ ティケーブルをス□ットじ接続すると、コンピユータの盗難防止に役立ちま 
す。 

4 バド□ック IJ ング 

バド□ックを差し込んで、コンピユータカバーを□ックします。 

5 電源コネクタ 

電源ケーブルを差し込みます。 

6 電源装置フアン 

最適な;を却を行5た故、2基の電源装置フアンが取り巧けられています。通気孔をみ 
さがないようじしてくださし、。 

1 力ードス□ット （6) 

オプションのビデオ、才ーディオ、モデ厶、またはその化の PCI 力ード （3 ス□ッ 
卜）、および PCI Express カード （ x 16 ス□ット X 2、 x 1 ス□ット XI )のコネクタび 
接続でさます。 

メモ ： PCI Expressx 16 力ードスロットのそれぞれにグラフィックカードがデュアル 
グラフィック構成で取り付けられている場合 、 PCI Express XI 力ードスロットは使用 
できません。 

8 背面パネルコネクタ 

USB 、 オーディオ、およびその化のデバイスのプラグを巧丽するコネクタじ差し込み 
ます。 
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10 


1 マウスコネクタ 

標準マウスをお使いの揚合は、緑色のマウスコネクタじ差し込みます。コンピュー 
夕および取りがけられているすべてのデバイスの電源を切ってから、 マウスをコン 
ピュータじ接続します。 USB マウスをお使いの揚合は、 USB コネクタじ差し込 
みます。 

2 サラウンドコネクタ 

黒のサラウンドコネクタを使用して、マルチチャネル巧麻スピーカーを接続します。 

3 ライン出カコネクタ 

緑色のライン出カコネクタ（巧蔵サウンドび搭載されたコンピュータで利用可能） 

を使って、へッドフォンおよびの蔵アンプのがいたほとんどのスピーカーを接続で 
さます。 


サウンドカードが搭載されたコンピュータの揚合は、カードのコネクタを使用しま 
す。 

4 ライン入カコネクタ/ 

サイドサラウンド 

青色と銀色のコネクタは、カセットプレーヤー、 CD プレーヤー、または VCR 
(ビデオカセットレコーダー)などの録音/再ちデバイスを接続するか、または 7.1 
スピーカーけさのコンピュータじエン八ンストサラウンドスーデイオを提なします。 


サウンドカードが搭載されたコンピュータの揚含は、カードのコネクタを使用 
します。 

5 リンク保をライト 

•緑色一10 Mbps のネットワークとコンピュータび正しく接続されていることを示 
します。 

•搭色一100 Mbps のネットワークとコンピュータび正しく接続されていることを 
のしま9。 

• 黄色一1000 Mbps のネットワークとコンピュータび正しくネットワーク接続さ 
れていることを示します。 

-消なーネットワークとの物理的な接続び検巧されていません。 
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6 ネットワークアグ' 

プタコネクタ 

コンピュータをネットワークゆブ□-ドバンドデバイスじ接続するには、ネット 
つ一。クーつ、 レの一方の端をネットワークジャックゆブ□-ドバンドデバイスじ接 
続します。ネットワークケーブルのちラー方の端は、コンピュータの背面じある 
ネットワークアダプタコネクタじ接続します。カチッといラ音びすれば、ネット 
ワークケーブルはしっかり接続されています。 

メモ： ネットワークコネクタにモデムケーブルを接続しないでください。 

ネットワークコネクタカードび搭載されたコンピュータの揚合は、力ードのコネク 
夕を使用します。 

7 ネットワーク動作 
ライト 

黄色のライトは、コンピュータびネットワークデータを送信、または受信している 
際に点滅します。ネットワークトラフィックびをい揚合、このライトび「点な」の 
化態に見えることびあります。 

8 USB 2.0 コネクタ （6) 

プ IJ ンタゆキーボードなど、通常接続したままのデバイスじは背面 USB コネクタを 
使用します。 

ジョイスティックゆカメラなど、時々接続するデバイスじは、正面 USB コネクタを 
使用することをお勧めします。 

9 マイクコネクタ 

桃色のコネクタじバーソブルコンピュータ用マイクを接続し、音声ゆ音楽をサウン 
ドまたはテレフォニープ□グラ厶じ入力します。 


サウンドカードが搭載されたコンピュータの揚含は、カードのマイクコネクタを使 
用します。 


10 

センター/サブウー 
ノ コネクタ 

黄色のコネクタを使って、スピーカーを LFE り运周波効果）オーディオチャネルじ接 
続します。 

11 

IEEE 1394コネクタ 

デジタルビデオカメラなど、高をシ IJ アルマルチメディアデバイスを接続します。 

12 

キーボードコネクタ 

標準キーボードをお使いの揚含は、紫色のキーボードコネクタじキーボードケーブ 
ルを差し込みます。 USB キーボードをお使いの揚含は、 USB コネクタじ差し 
込みます。 

13 

シリアルコネクタ 

八ンドへルドデバイスなどのシ IJ アルデノ イスをシ1」アルポートじ接続します。 
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コンピュータカバーを開く 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意事 I 頁に従い、この I 頁の手順を 
開始してください。 

A 警告： コン ピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、 コン ピュータの電子部品に触 
れる前に、身体から静電気を逃がしてください。 コン ピュータシャーシの塗装されていない 
金属面に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2コンピュータ底部の矢印び上を向くよラにコンピュータを横に倒します。 

〇ミち意： 開いたカバーがぶつからないように、作業台上に十分なスぺース（最ほ 30 cm ) 

があることを確認します。 

3コンピュータの上部方向にカバーリリースラッチをスライドさせます。 

4カバーを持ち上けて、コンピュータ正面の方向に回転させます。 


カバーリリ ース ラッチ 


セキュリテイケーブルス□ッ 

パド□ックリング 
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コンピュータの内部 
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システム基板のコンポーネント 


パスワードジャンパ 
( PASSWORD ) 

主電源コネクタ 
( POWER ) 

メモリモジュ ー J 
コネクタ（2、 4) 

メモリモジュー 
ルコネクタ（1、3) 


プ□セツサお 
よび ヒー トシ 
ンクコネクタ 


電源コネクタ 
( P 0 WER 12 V ) 


CPU フアンコ 
ネクタ （2)— = 


オプティカルドライブコネクタ （ IDE ) 
フ□ッピードライブコネクタ ( FLOPPY ) 


正面パ不ルコ不クタ 
( FRNTPNL ) 



PCI Expressx 16 力ードコネクタ 

PCI Expressxl 力ードコネクタ 

PCI Express xl 日力ードコネクタ 


シリアル ATA コネクタ 
( SATA 0 - SATA 3) 

力ードフアンコネ 
クタ （FAN CCAG ) 

CMOS ジャンパ 
( RTCRST ) 

E 一一一正面パネルライト 
コネクタ （ LED ) 

内蔵 USB コネクタ 
( USB ) 

、 USBFIexBay コネクタ 
CFLEXBAY ) 

力ードフアンコネ 
クタ （FAN SYS ) 

1394コネクタ 
(1394) 


正面パネルオー 
ディオ (FP AUD ) 


PCI 力ードコネクタ （PCI SL 日 T 4、 
PCI SLOT 5. PCI SLOT 6) 
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メモリ 

システム基板にメモリモジュールを取りはけることで、コンピュータメモリを増やすこと 
びできます。 

お使いのコンピュータは DDR 2 メモリに巧麻しています。お使いのコンピュータに巧麻す 
るメモリの詳細については、「メモリ」 （139 ページ）を参照してください。 


DDR 2 メモリの概要 

• DDR 2 メモリモジュールは、必ず同じメモリサイブおよび速度のちのを2枚1細のぺ 
アで取りはける必要びあります。 DDR 2 メモリモジュールを同じメモリサイブのペア 
で取り付けていない揚合、コンピュータは動作しますび、パフスーマンスびやや低下 
します。モジュールのち上隅または左上隅のラベルで、モジュールの容量を確認して 
<ださい。 


1111 IIE 



^ メモ： 必ずシステム基板に示される順序で DDR 2 メモリモジュールを取り付けてください。 
推奨されるメモリ構成は次のとおりです。 

- DIMM コネクタ1と2に同じメモリモジュールのペアを装着 


または 


- DIMM コネクタ1と2に同じメモリモジュールの1細のペア、および DIMM コネ 
クタ3と4にちラ1細のペアを装着 

〇ま意 ： ECC メモリモジュールは取り付けないでください。 

• PC 2-4300 ( DDR 2 533 MHz ) と PC 2-5300 ( DDR 2 667 MHz ) のメモリモジュールのぺ 

アを細み合わせて装着した場合、装着したモジュールのラちの遅い方のスピードで動 
作します。 

• 別のコネクタじメモ I 」モジュールを装着する前に、プ□セッヴに最もおいコネクタの 
DIMM コネクタ1に単一のメモ I 」モジュールを装着していることを確認してくださし、。 
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DIMM コネクタ 3 および 4 の同じメモリモ 
ジュールのペア（黒色の固定クリップ） 

DIMM コネクタ1および2の同じメモリモ 
ジュールのペア（白色の固をクリップ） 


〇ミち意：新しく装着するモジュールをデルからお買い上げになった場合でも、メモリのアップ 
グレード中にコンピュータから取り外した元のメモリは、新しいメモリとは別に巧管してく 
ださい。できれば、新しいメモリモジュールと元のメモリモジュールはペアにしないでくだ 
さい。ペアにすると、コンピュータが正しく起動しないことがあります。元のメモリモ 
ジュールは、 DIMM コネクタ1と2、または DIMM コネクタ3と4のいずれかじペアで装着す 
る必要があります。 

^ メモ：デルからご購入されたメモリは、お使いのコンピュータの保証の対象になっています。 


メモリアドレッシングとメモリ構成 


Microsoft ® Windows ® XP など、32ビットのオペレーティングシステムを使用する揚合、 
お使いのコンピュータは最ス2 GB のメモリをサポートします。64ビットのオペレーティ 
ングシステムを使用する場合、お使いのコンピュータは最ス8 GB のメモリ （4 つのス□ッ 
卜すべてに2 GB の DIMM を装着）をサポートします。 

メモリの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくための注意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

〇ミち意：コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触 
れる前に、身体から静電気を逃がしてください。コンピュータシャーシの塗装されていない 
金属面に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2コンピュータ巧でシステム基板び下になるよラに、コンピュータを横に倒します。 
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3 メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを巧して開きます。 




〇ミち意：メモリモジュールの損傷を防ぐため、モジュールの両端に巧等に力をかけてコネクタ 
にまっすぐ差し込んでください。 

5 メモリモジュールを、カチッと所定の位置に収まるまでしっかりと巧し込みます。 

モジュールを正しく挿入すると、固定クリップはモジュール両端の切り欠きにカチッ 
と収まります。 
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6 コン ピュ ータカバーを 閉じます。 

〇ミち意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデ 
パイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

7コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

8 メモリサイブび変更されたことを示すメッセージび表示されたら、 < F 1> を巧して続行 
します。 

9コンピュータに□グオンします。 

10 Windows デスクトップの マイコンピュータ アイコンをちクリックし、 プ□パティ 
をクリックします。 

11 を般 タブをクリックします。 

12 メモリび正しく取り巧けられていることを確認するには、記載されているメモリ容量 
( RAM ) を確認します。 


メモリの取り外し 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意事 I 頁に従い、この I 頁の手順を 
開始してください。 

〇ミち意：コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触 
れる前に、身体から静電気を逃がしてください。コンピュータシャーシの塗装されていない 
金属面に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2 メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを巧して開きます。 

3モジュールをつかんで引き上けます。 

モジュールび取り外しにくい揚合、モジュールを前後に慎重に動かして緩め、 
コネクタなら取り外します。 


90 I 自 P 品の取り外しと取り付け 




A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために」のを意事 I 頁に従い、 

この項の手順を開始してください。 

〇ま意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触 
れる前に、身体から静電気を逃がしてください。コンピュータシャーシの塗装されていない 
金属面に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

この Dell ™ コンピュータには、 PCI 力ードおよび PCI Express 力ード用の iU 下のス□ットび 
用意されています。 

• PCI 力ードス□ット X 3 

• PCI Express x 16 カードス□ット X 2 (デュアルグラフイック構成で使巧巧能） 

メモ： PCI Express XI 目 力ードスロットのそれぞれじグラフイックカードがデュアルグラ 
フイック構成で取り付けられている場合 、 PCI Express XI カードスロットは使用できません。 

• PCI Express x 1 力ードス □ ツト X 1 



PCI 力ード 




PCI Express x 1 
力ード 


PCI Express x 1 
カードスロット 
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デュアル構成から PCI Express グラフィックカードを取りかす 

^ メモ：本項は 、 PCI Express グラフィックカードのデュアル植成のみに適巧されます。その他 
のタイプの PCI または PCI Express 力ードの取り外しについては、 「 PCI 力ードおよび PCI 
Express 力ードの取り外し」 （99 ぺージ）を参照してください。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従います。 

2片方の手で両方のグラフィックカードを軽く固定し、ちラ片方の手でグラフィック 
カードのブリッジを引き上けて、コンピュータから取り外します。ブリッジはおって 
おさます。 
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3 力ー ドに接続されている電源クーブルを取り外します。 

4カード保持アームのレバーを巧して、保持アームを持ち上けます。 



レバー 
保持アーム 


エッジ コネクタ 
カー ドコネクタ 


5固定タブびあればそれを引っ張り、カードの上端のちをつかみ、コネクタから引さ巧 
きます。 



6カードを取りはける揚合は、「デュアル構成に PCI Express グラフィックカードを取り 
はける」 （94 ページ）を参照してください。 

カードを取り外したままにする揚合は、空のカードス□ット開□部にフィラーブラ 
ヴットを取りはけます。 

P メモ： コン ピュータの FCC 認証を満たすには、 フィ ラーブラケットを空の力ードスロット開 
口部に取り付ける必要があります。また、 フィ ラーブラケットを装着すると、 コン ピュータ 
をほこりやゴミから保護できます。 

^ メモ：シングルカード植成では、グラフィックカードのブリッジは不要です。 

7保持アー厶を下ろす前に、次のことを確認します。 

• すべてのカードとフィラーブラヴットの上端び、位置合わせバーと揃っている。 

• カードまたはフィラーブラヴット上端の切り込みび、位置合わせガイドとかみ 
合つてし）る。 


部品の取り外しと取り付け I 93 




















O ミち意：力ードケーブルは、力ードの上や後ろを通して配線しないでください。力ードの上を 
通してケーブルを配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらなかったり、装置が損傷 
する原因になります。 

8保持アームを所定の位置に巧し込み、カードをコンピュータに固定します。 



〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデ 
パイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

9コンピュータカバーを取り巧け、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、 
電源を入れます。 

デュアル構成に PCI Express グラフィックカードを取り付ける 

^ メモ：本項は 、 PCI Express グラフィックカードのデュアル構成のみに適用されます。その他 
のタイプの PCI または PCI Express 力ードの取り付けについては、 「 PU 力ードおよび門 ;I 
Express 力ードの取り付け」（101ぺージ）を参照してください。 

PCI Express x 16 力ードス□ットのそれぞれにグラフィックカードびデュアルグラフィック 
構成で取りはけられている場合 、 PCI Express XI カードス□ットは使用できません。シング 
ルグラフィック構成からデュアルグラフィック構成にアップグレードする場合は 、 PCI 
Express x 1 カードス□ットに取りはけられているカードをすべて取り外す必要びあります。 
PCI Express x 1 力ードス□ットの位置については、「システム基板のコンポーネント」 

(86 ぺージ）を参照してください 。 PCI Express カードを取り外すには、 「 PCI 力ードおよび 
PCI Express 力ードの取り外し」 （99 ぺージ）を参照してください。 

〇ミち意 ： NVmiASLI (スケーラブルリンクインタフェース )デュアルグラフィックテクノロジ 
を利用するためにシステムをアップグレードする手順の詳細については、デルサポートサイ 
卜 support . jp . dell . com を参照してください。 
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NVIDIA SLI (スヴーラブルリンクインタフエース）デュアルグラフィックテクノ □ジの詳 
細については、 「 NVIDIASLI デュアルグラフィックテクノ □ジ」 （40 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従ってください。 

2カード保持アームのレバーを巧して、保持アームを持ち上けます。 


/レバー 



保持アーム 


フイラーブラ 
ケット 


3デュアルグラフィック構成にアップグレードする揚合は、フィラーブラヴットを取り 
外して、カードス□ット開□部を作ります。 

4デュアルグラフィック構成にアップグレードする揚合 、 PCI Express x 1 力ードス□ッ 
卜にカードび取りはけられていれば、それを取り外します。 「 PCI カードおよび PCI 
Express 力ードの取り外し」 （99 ぺージ）を参照してください。 

5取りがけるカードを準備します。 

カードの構成、巧部接続、またはお使いのコンピュータに合わせてカスタマイブする 
方まについては、カードには属のマニュアルを参照してください。 
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6 カードの位置び、ス□ットと揃い、固定タブびある揚合は固定ス□ットと揃5よラに 
します。 



〇ミち意：必ず固定タブを外して、力ードを固定してください。力ードを正しく取り付けない 
と、システム基板が損傷することがあります。 

7固定タブびある揚合は固定タブをゆっくりと引き、カードをコネクタに差し込みます。 
しっかりと巧し込んで、カードびス□ットに完をに装着されていることを確認します。 
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8 保持アームを下ろす前に、次のことを確認します。 

• すべてのカードとフイラーブラヴットの上端び、位置合わせバーと揃っている。 

• カードまたはフイラーブラヴット上端の切り込みび、位置合わせガイドとかみ 
含ってし^る。 

〇ミち意：力ードケーブルは、力ードの上や後ろを通して配線しないでください。力ードの上を 
通してケーブルを配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらなかったり、装置が損傷 
する原因になります。 

9保持アームを所定の位置に巧し込み、カードをコンピュータに固定します。 



〇ミち意：グラフィックカードの電源ケーブルが正しく取り付けられていないと、グラフィック 
パフオーマンスの低下を巧くことがあります。 
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10 電源クーブルをカードの電源コネクタに接続します。 

力ー ドのクーブル接続の詳細については、カードには属しているマニュアルを参照し 
て < ださい。 



11グラフィックカードのブリッジを5のよラに取り巧け、コネクタタブを完をに覆ラよ 
ラにしっかりと巧し込みます。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデ 
バイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

12コンピュータカバーを取り巧け、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、 
電源を入れます。 
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PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの巧りかし 

〇ま意：オプションのデュアルグラフィック構成の場合は、「デュアル構成から PCI Express グ 
ラフィックカードを取り外す」 （92 ぺージ）を参照してグラフィックカードの取り外しまた 
は取り付けを行ってください。 


1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2 カード 保持 アームのレバーを 巧して、保持 アームを 持ち上けます。 



PCI 力ード 
エッジ コネクタ 
カー ドコネクタ 


3カードを取り外します。 

a 必要に麻じて、カードに接続されたクーブルを取り外します。 

b 固定タブびあればそれを引っ張り、カードの上端のちをつかみ、コネクタから引 
さ巧さます。 
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4 力ー ドを取りがける揚合は、 rpci 力ー ドおよび PCI Express 力ー ドの取り巧け」 

(101ページ）を参照してください。 

カードを取り外したままにする揚合は、空のカードス□ット開□部にフイラーブラ 
ヴットを取の巧けます。 

^ メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすには、 フイ ラーブラケットを空の力ードスロット開 
口部に取り付ける必要があります。また、フイラーブラケットを装着すると、コンピュータ 
をほこりやゴミから保護できます。 

5 保持アー厶を下ろす前に、次のことを確認します。 

• すべてのカードとフイラーブラヴットの上端び、位置合わせバーと揃っている。 

• カードまたはフイラーブラヴット上端の切り込みび、位置合わせガイドとかみ 
合ってし > る。 

〇ミち意： 力ードケーブルは、力ードの上や後ろを通して配線しないでください。力ードの上を 
通してケーブルを配線すると、コンピュータカパーが正しく閉まらなかったり、装置が損傷 
する原因になります。 

6保持アー厶を所定の位置に巧し込み、カードをコンピュータに固定します。 



〇ミち意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデ 
バイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

7 コンピュータカバーを取り巧け、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、 
電源を入れます。 

8サウンドカードまたはネットワークアダプタを取り外した揚合は、「ネットワークアグ' 
プタおよびサウンドカードの設定」 （103 ページ）を参照してください。 

9取り外した力ード用のドライバをアンインストールします。 
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PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの巧り付け 

〇ま 意：オプションのデュアルグラフィック構成にアップグレード巧みまたはアップグレード 
予定の場合は、「デュアル植成に PCI Express グラフィックカードを取り付ける」（日4ぺージ） 
を参照してグラフィックカードを取り付けてください。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2 カード 保持 アームのレバーを 巧して、保持 アームを 持ち上けます。 



3新しいカードを取り巧ける揚合は、フイラーブラヴットを取り外して、カードス□ッ 
卜開□部を作ります。 


4取りはけるカードを準備します。 

カードの構成、巧部接続、またはお使いのコンピュータに合わせてカスタマイブする 
方まについては、 力ー ドには属のマニュアルを参照してください。 

A 警告：ネットワークアダプタの中には、ネットワークに接続すると自動のにコンピュータを 
^起動するものがあります。感電を防ぐため、力ードを取り付ける前に必ず、コンピュータの 
電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 
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5 カードの位置び、ス□ットと揃い、固定タブびある揚合は固定ス□ットと揃5よラに 
します。 



〇ミち意：必ず固定タブを外して、力ードを固定してください。力ードを正しく取り付けない 
と、システム基板が損傷することがあります。 

6固定タブびある場合は固定タブをゆっ < りと引き、カードをコネクタに差し込みます。 
しっかりと巧し込んで、カードびス□ットに完まに装着されていることを確認します。 

カードびフルレングスの揚合には、カードの端をカードガイドブラヴットに差し込み、 
システ厶基板のカード用コネクタに向ってカードを巧し下けます。カードをシステ厶 
基板上のカードコネクタにしっかりと挿入します。 
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7 保持アームを下ろす前に、次のことを確認します。 

• すべてのカードとフイラーブラヴットの上端び、位置合わせバーと揃っている。 

• カードまたはフイラーブラヴット上端の切り込みび、位置合わせガイドとかみ 
含ってし^る。 

〇ミち意： 力ードケーブルは、力ードの上や後ろを通して配線しないでください。力ードの上を 
通してケーブルを配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらなかったり、装置が損傷 
する原因になります。 

8保持アームを所定の位置に巧し込み、カードをコンピュータに固定します。 


9必要なすべてのクー 
ブルをカードに接続し 
ます。 

カードのクーブル接続 
については、カードに 
イ寸属しているマニュア 
ルを参照してくだ 
さし、。 

〇ま意： ネットヮ-ク 
ケーブルを接続するに 
は、まずケーブルをネッ 
トワークポートまたはデ 
パイスに差し込み、次 
に、コンピュータに差し 
込みます。 

10コンピュータカバーを取り巧け、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、 
電源を入れます。 

11サウンドカードまたはネットワークアダプタを取りはけた揚合は、「ネットワークアグ' 
プタおよびサウンドカードの設定」 （103 ページ）を参照してください。 

12力ードのマニュアルの説日月に従って、力ードに必要なすべてのドライバをインストー 
ルします。 

ネットワークアダプタおよびサウンドカードの設定 

サウンドカードを取りはけた揚合は、次の手順を実行します。 

1セットアップユーティリティを起動し 、 Integrated Audio Controller 

(巧感スーディオコント□ーラ）を選んで、設定を Off に変更します。 

2外巧けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。外巧けオー 
ディスデバイスは、背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフスンコネク 
夕、またはライン入カコネクタには接続しないでください。 
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サウンドカードを取り外した揚合は、次の手順を実行します。 

1セットアップユーティリティを起動し 、 Integrated Audio Controller 

(巧蔵スーディオコント□ーラ）を選んで、設定を On に変更します。 

2外巧けオーディオデバイスを、コンピュータの背面パネルのオーディオコネクタに接 
続します。 

アドインネットワークアダプタを取り巧けたため、巧嵐ネットワークアダプタを無効にす 
る場合は、次の手順を実行します。 

1セットアップユーティ IJ ティを起動し 、 Integrated NIC Controller 

(巧廚 N にコント□ーラ）を選んで、設定を Off に変更します。 

2ネットワークヴーブルをアドインネットワークアダプタのコネクタに接続します。 
ネットワーククーブルは、背面パネルの巧蔵コネクタには接続しないでください。 

アドインネットワークコネクタを取り外した揚合は、次の手順を実行します。 

1セットアップユーティリティを起動し 、 Integrated NIC Controller 

(巧廚 N にコント□ーラ）を選んで、設定を On に変更します。 

2ネットワーククーブルをコンピュータ背面パネルの巧蔵コネクタに接続します。 
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ドライブ 

このコンピュータでは、次のデバイスの組み合わせをサポートしています。： 
• 最ス3台の八ードドライブ 
• オプションのフ□ッピードライブ 
• 最大2台の CD または DVD ドライブ 
• オプションのメディアカードリーダー 



フ □ッ ピー ドライブ 
CD / DVD ドライブ 

メディアカードリーダー 
(オプション） 

CD / DVD ドライブ（オプション） 

-ハードドライブ 
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一般的な取り付けガイドライン 

シリアル ATA 八ードドライブをシステム基板上の SATAO - SATA 3 コネクタに接続します。 
CD / DVD ドライブを IDE コネクタに接続します。 


1本の IDE インタフェースクーブルに2台の IDE デバイスを接続し、それらを 「cable 
select 」 に設定する揚合、インタフェースクーブルの最後のコネクタに接続されたデバイス 
びプライマリデバイスまたはブートデバイス（ドライブの、インタフェースクーブルの中 
央のコネクタに接続されたデバイスびセカンダリデバイス（ドライブ 1) となります。デバ 
イスの 「cable select 」 設定の詳細については、アップグレードキットに含まれているドラ 
イブのマニュアルを参照してください。 

ドライブケーブルの接続 

ドライブを取りはける場合は、2本のクーブル （ DC 電源クーブルとデータクーブル）をド 
ライブの背面およびシステム基板に接続します。一部のドライブはスーディオコネクタち 
備えています。オーディオコネクタの一方の端をドライブコネクタに接続し、ちラー方の 
端をシステ厶基板に接続します。 


ドライブインタフエースコネクタ 



ほとんどのインタフ王ースコネクタは、正しく接続されるよ 
ラに設計されています。つまり、片方のコネクタに切り込み 
や欠けたピンびあり、ちラー方のコネクタにあるつめや塞び 
れたピン巧と一致するよラになっています。 

IDE クーブルを接続する場合は、色帯を1番ピンのコネクタ 
に合わせます。 IDE クーブルを取り外す揚合は、色はさのプ 
ルタブをつかみ、引き巧いてコネクタから外します。 

シリアル ATA クーブルの巧言差しを行ラ揚合は、グーブルの 
両端にあるコネクタ部分を持ちます。 

^ メモ：システム基板のシリアル ATA コネクタにはカバーが 
付いている場合があります。 
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電源 ケーブルコネクタ 



電源入カコネクタ 


八ードドライブ 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくための注意事項に従い、この I 頁の手順を 
開始してください。 

〇ミち意： ドライブの損傷を防ぐため、ドライブを硬い巧に置かないでください。ドライブは、 
発ミ包樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いてください。 

1残しておきたいデータを保存している八ードドライブを交換する揚合は、八ードドラ 
イブを取り外す前にファイルのバックアップをおります。 

2 「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従ってください。 


八ードドライブの取り外し 

1カバー上部のタブを巧側に 
巧し、カバーを後方に傾け 
ます。 


2 カバーを 持ち上け てハード 
ドライブから外します。 
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3 電源クーブルと八ードドライブクーブルをドライブとシステム基板から取り外します。 



4ドライブの側面にあるタブを巧側に巧し、ドライブを上方向にスライドさせて取り外 
します。 

ハードドライブの取り付け 

1新しし v \ — ドドライブを姻包から取り出し、取り巧けの準備をします。 

2ドライブのマニュアルを参照して、ドライブの設定びお使いのコンピュータに合って 
いることを確認します。 

3 2台目の八ードドライブを追加する揚合は、ブラヴットレールを慎重に持ち上けて 
八ードドライブベイからおり外します。 

4ドライブを交換する際に、新しいドライブにブラヴットレールび巧いていない揚合は、 
これまで使用していたドライブからレールを取り外します。レールはドライブの両側 
にそれぞれ2本のネジで固定されています。 

5ブラケットレールを新しいドライブに取りはけます。新しいドライブのネジ巧にブラ 
ヴットレールのネジ巧を合わせ、4本のネジ（各レールに2本）すべてを差し込んで、 
しっかのと締めます。 
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6 レールのタブび八ードドライブの背面になるよラにします。 

〇ミち意：下段のハードドライブベイにドライブを取り付ける前に、ハードドライブベイの内側 
から緑色のドライブレールを取り外してください。 



7 2台目の IDE 八ードドライブを煌設する揚合は、1台目の八ードドライブを上段のベ 
イから取り外して、下段のベイに取り巧けます。 

a 1台目の八ードドライブの背面から、電源クーブルと八ードドライブクーブルを取 
り外します。 

b 2個のレールタブを両側から巧しなびら、1台目のハードドライブを上段のベイか 
ら引さ出します。 

C 1台目の八ードドライブを、カチッと所定の位置に収まるまで静かにスライドさせ 
て下段のベイに取の巧けます。 

d 1台目の八ードドライブの背面に、電源クーブルと八ードドライブクーブルを再び 
取の巧けます。 

8タブびカチッと所定の位置に収まるまで八ードドライブをスライドさせ、しっかりと 
コンピュータに取りはけます。 

^ メモ：下段のベイにハードドライブを取り付ける場合は、電源コネクタが左側 
(上段のハードドライブと逆側）にホるようにドライブをベイに取り付けます。 
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9 電源クーブルをドライブに接続します。 

10八ードドライブクーブルをドライブとシステム基板に接続します（「システム基板のコ 
ンポーネント」 （86 ページ）を参照)。 

11すべてのコネクタにクーブルび正しく接続され、ドライブびしっかりと固定されてい 
ることを確認します。 

〇ミち意：ハードドライブカバーを取り付けるときは、すべてのケーブルが正しく配線されてい 
ることを確認します。 

12カバー底部のタブをドライブクージのス□ットに合わせてから、カバーを被せます。 

13カバー上部のタブを巧側に巧し、シャーシ上の巧麻するス□ットに挿入します。 

14カバーを軽く巧し、カバーびしっかりと取り巧けられていることを確認します。 
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15 コンピュータカバーを閉じます（「コンピュータカバーを閉じる」 （137 ページ）を参 
照)。 

〇ま意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデ 
バイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

16コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブ 
には属のマニュアルを参照して< ださい。 

17取りがけたドライブびプライマリドライブの場合、起動フ□ッピーディスクをドライ 
ブ A に挿入します。 

18コンピュータの電源を入れます。 

19セットアップユーティリティを起動し（「セットアップユーティリティの起動」 

(144ページ）を参照)、該当する Drive (ドライブ）オプションを更新します。 

20セットアップユーティリティを終了して、コンピュータを再起動します。 

21次の手順に進を'前に、ドライブにパーティションを作成して、論理フスーマットを実 
わします。 

手順については、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。 
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Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを実行して、八ードドライブをテストします 
(「Dell Diagnostics (診断）プ□グラム」 （63 ぺージ）を参照)。 

23取りはけたドライブびプライマリドライブの揚合は、その八ードドライブにオペレー 
ティングシステムをインストールします。 


フロッピードライブ 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意事 I 頁に従い、この I 頁の手順を 
開始してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前にを、ず、コンピュータの電源プラグをコン七ントか 
ら抜いてください。 

フロッピードライブの取りかし 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従ってください。 

2フ□ッピードライブの背面から、電源クーブルとデータクーブルを取り外します。 

3データクーブルのちラー方の端をシステム基板から取り外します。 
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4 ドライブの側面にある 2 個のタブを巧側に巧しなびらドライブを上方向にスライドさ 
せて、フ□ッピードライブベイから取り外します。 
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フロッピードライブの取り付け 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2ドライブを交換する揚合に、新しいドライブにブラヴットレールび巧いていない場合 
は、これまで使用していたドライブからレールを取り外します。レールはドライブの両 
側にそれそれ2本のネジで固定されています。ブラヴットレールを新しいドライブに 
取り巧けます。新しいドライブのネジ巧にブラヴットレールのネジ乃を合わせ、4本の 
ネジ（各レールに2本）すべてを差し込んで、しっかりと締めます。 





3タブびカチッと所定の位置に収まるまで静かにドライブをスライドさせて取り 
巧けます。 
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4 電源クーブルとデータクーブルをフ□ッピードライブに接続します。 

5システム基板上の DSKT コネクタに、フ□ッピードライブクーブルのちラー方の端を 
接続します（「システム基板のコンポーネント」 （86 ページ）を参照)。 

6すべてのクーブル接続を確認します。冷却ファンや通気？ L の巧けにならないよ5に 
ケーブルをまとめておきます。 

7コンピュ ータ カバーを閉じます （ r コンピュ ータ カバーを閉じる」（137ぺージ）を参 
照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデ 
バイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

8コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブ 
に付属のマニュアルを参照して< ださい。 
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9 セットアップユーティリティを起動し（「セットアップユーティリティ」 （143 ぺージ) 
を参照)、該当する Diske け e Drive (ディスケットドライブ）オプションを更新 
します。 

10 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを実行して、コンピュータび正しく動作すること 
を確認します （「Dell Diagnostics (診断）プ□グラム」 （63 ぺージ）を参照)。 


メディアカードリーダー 

メディアカードリーダーの使用まについては、「メディアカードリーダーの使用（オプシヨ 
ン)」 （17 ページ）を参照してください。 

メディアカードリーダーの取りかし 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくための注意事 I 頁に従い、この I 頁の手順を 
開始してください。 

〇を意： コン ピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、 コン ピュータの電子部品に触 
れる前に、身体から静電気を逃がしてください。 コン ピュータシャーシの塗装されていない 
金属面に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2コンピュータ巧でシステム基板び下になるよラに、コンピュータを横に倒します。 

3 コン ピ ュータカバーを 開きます （r コン ピ ュータカバーを 開く」 （84 ぺ ージ）を 参照)。 
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4 システム基板の巧蔵 USB コネクタから、メディアカードリーダーの背面にある USB 
クーブルを巧きます。 

已メディアカードリーダーの側面にあるタブを巧側に巧しなびら力ードリーダーをスラ 
イドさせて、アダプタから取り外します。 

6コンピュータカバーを閉じます（「コンピュータカバーを閉じる」 （137 ページ）を参 
照)。 

メディアカードリーダーの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意事項に従い、この項の手順を 
開始してください。 

〇ま意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触 
れる前に、身体から静電気を逃がしてください。コンピュータシャーシの塗装されていない 
金属面に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータ巧でシステム基板び下になるよラに、コンピュータを横に倒します。 
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3 コンピユータカバーを開きます（「コンピユータカバーを開く」 （84 ぺージ）を参照)。 
4パックージからメディアカードリーダーとブラヴットを取り出します。 

5アダプタレールを新しいドライブに取りはけます。アダプタのネジ巧にレールのネジ 
巧を合わせ、4本のネジ（各レールに2本）すべてを差し込んで、しっかりと締めま 
す。 



ネジ （4) 


6レールのタブびカチッと所定の位置に収まるまでアダプタをスライドさせて、 
5.25 インチドライブベイにしっかりと取り巧けます。 
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7 レールのタブびカチッと所定の位置に収まるまでメディアカードリーダーをスライド 
させて、アダプタにしっかりと取り巧けます。 

8巧蔵 USB ヴーブルをメディアカードリーダーに接続します。 

9クーブルルーティングクリップで USB クーブルを配線します。 

10巧蔵 USB ケーブルを、システム基板上の巧蔵 USB コネクタに接続します。 

11コンピュ ータカバーを 閉じます（「コンピ ュータカバーを 閉じる」 （137 ぺ ージ）を 参 
照）。 
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CD / DVD ドライブ 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのま意事 I 頁に従い、この I 頁の手順を 
開始してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前におず、コンピュータの電源プラグをコン七ントか 
ら抜いてください。 


CD / DVD ドライブの取り外し 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2ドライブの背面から、電源クーブルとデータクーブルを取り外します。 



3ドライブの側面にある2個のタブを巧側に巧し、ドライブを上方向にスライドさせて、 
ドライブベイから取り外します。 


120 I 自 [5 品の取り外しと取り付け 








CD / DVD ドライブの取り付け 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従ってください。 

2新しいドライブを取りはける揚合は、ドライブを箱から取り出して取りはけの準備を 
します。 

ドライブに巧属のマニュアルを参照して、ドライブの設定びお使いのコンピュータに 
合っていることを確認します。 IDE ドライブを取りはける揚合は、ドライブを 
「 cableselect 」 に設定します。 

3新しいドライブを、カバー巧側に固定されているレールに取りはけます。コンピュー 
タカバーの巧側にレールび取りはけられていない揚合は、デルにお問い合わせくださ 
い（「デルの連絡巧」 （153 ぺージ）を参照)。 

4ドライブを交換する際に、新しいドライブにブラヴットレールび巧いていない場合、 
これまで使用していたドライブからレールを取り外します。レールはドライブの両側 
にそれぞれ2本のネジで固定されています。ブラヴットレールを新しいドライブに取 
りがけます。新しいドライブのネジ乃にブラヴットレールのネジ乃を合わせ、4本の 
ネジ（各レールに2本）すべてを差し込んで、しっかりと締めます。 



5タブびカチッと所定の位置に収まるまで静かにドライブをスライドさせて取り巧けま 
す。 

6電源クーブルとデータクーブルをドライブに接続します。 

スーディスクーブルび巧属しているドライブを追加する場合は、オーディオクーブル 
をシステム基板上のオーディオコネクタに接続します。 
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7 すべてのクーブル接続を確認します。ぶ却フアンや通風孔の巧けにならないよラに 
クーブルをまとめておきます。 

8コンピュータカバーを閉じます(「コンピュータカバーを閉じる」 （137 ページ）を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデ 
パイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

9コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブ 
には属のマニュアルを参照して< ださい。 

10セットアップユーティリティを起動し（「セットアップユーティリティの起動」 

(144ページ）を参照)、該当する Drive (ドライブ）オプションを選択します。 

11 Dell Diagnostics (該断）プ□グラ厶を実行して、コンピュータび正しく動作すること 
を確認します （「Dell Diagnostics (診断）プ□グラム」 （63 ぺージ）を参照)。 
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プロ七ツサエアフローカバー 

A 警告：『製品情報ガイド j に記載されている「ま全にお使いいただくために」のを意事 I 頁に 
従い、この I 頁の作業を始めてください。 

A 警告：コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触 
れる前に、身体から静電気を逃がしてください。コンピュータシャーシの塗装されていない 
金属面に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

〇ま意：電源ケーブルの損傷を防ぐため、カバーはゆっくりとスライドさせてください。 

プ□七ツサエアフ □- カバーの巧りかし 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従ってください。 

2 2つのカバーリリースレバーを巧しなびらカバーを引き上け、アンカーを外します。 

3カバーびアンカーから外れたら、ファンクーブルコネクタのリリースタブを巧しなび 
らファンクーブルコネクタを引き上けて、ファンクーブルをシステ厶基板上のコネク 
夕からおり外します。 


アンカータブ (3) 
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プロ 七 ツサ エアフローカバーの 取り付け 

1両方のファン電源クーブルをシステム基板上のコネクタに接続します。 

2アンカータブを固定ス□ツトに合わせます。 

3アンカータブびカチツと所定の位置に収まるまで静かにカバーを巧します。 

4 コン ピュ ータカバーを 閉じます。 

〇ミち意： ネツトワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネツトワークポートまたはデ 
パイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

5コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

プロ七ツサ 

〇ミち意： ハードウエアの取り外しと交換に慣れている方な外は、ホの手順を実行しないことを 
お勧めします。これらの手順を誤って実行すると、システム基板に損傷を与えるおそれがあ 
ります。テクニカルサービスについては、「デルの連絡先」 （153 ぺージ）を参照してくださ 
い。 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意事 I 頁に従い、この I 頁の手順を 
開始してください。 

プロ七ツサの取りかし 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2システム基板上の FANREAR および FAN CPU コネクタ（「システム基板のコンポーネ 
ント」 （86 ページ）を参照）から2本のぶ却ファン電源クーブルを取り外します。 

3システム基板上の P 0 WER 12 V コネクタ（「システ厶基板のコンポーネント」 

(86 ページ）を参照してください）から電源クーブルを取り外します。 

4 エアフ □- カバーを 取り外します。 
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アンカータブ (3) 



A 警告：通常の操作中に、ヒートシンクは非常に高温になります。ヒートシンクに触れる前に 
は十分に時間をかけ、ヒートシンクの温度が下がっていることを確認してください。 
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5 ヒートシンクを取り外します。 

〇ま 意：ヒートシンクを取り外したら、底部のサーマルインタフエースが破損しないように、 
ヒートシンクは側面を下にして置きます。 

a 電源装置の反巧側にある保持基盤の側面から保持モジュールク I 」ップを取り外し 
ます。クリップの上のタブを保持基盤からまっすぐに引いて外します。 


b 保持基盤上の電源装置の反巧 
側にある保持タブの位置を確 
認します。次にヒートシンク 
びかし持ち上びるまで、タブ 
を押してヒートシンクから外 
します。 

C ヒートシンクを背面方向に回 
転させ、次にち51つの保持 
タブの下から前方へずらし、 
保持基盤から持ち上けて取の 
外します。 

d 必要に丽じて、ちラ1つの保 
持モジュールクリップを取り 
外します。 

P メモ： プロセッサを取り外す場 
合は、もう 1 つの保持モジュー 
ルク リ ップを取り外す必要はあ 
りません。 
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O ミち意：デル製のプロセッサアップグ 
レードキットを取り付ける場合、元 
のヒートシンクは廃棄してくださし、 
デ) レ製];(外のプロセッサアップグ 
レードキットを取り付ける場合、新 
しいプロセッサを取り付ける際は、 
元のヒートシンクと送風装置を再利 
用してください。 

6ソヴットリ IJ - スレバーを巧し下 
けなびら外します。 
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7 プ□セツサカバーを開きます。 



8プ□セッサをソヴットから取り外します。 

ソヴットにすぐに新しいプ□セッサを取りはけられるよラに、リリースレバーを外し 
たままにしておさます。 

プロ七ッサの取り付け 

〇ま意：コンピュータ背面の塗装されていない金属面に触れて、身体から静電気を逃がしてく 
ださい。 

1新しいプ□セッサをパックージから取り出します。 

〇ミち意：コンピュータの電源を入れる際にプロセッサとコンピュータに修復できない損傷を与 
えることを避けるため、プロセッサをソケットに正しく装着してください。 

2ソヴット上のリリースレバーび完をに開いていない揚合は、その位置まで動かします。 
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3 プ□セツサとソヴットの 1 塞ピンの角を合わせます。 



〇ミち意： ソケットピンは損傷しやすいものです。損傷を防ぐため、プロセッサをソケットに正 
しく合わせ、またプロセッサの取り付け時に力を入れすぎないようにします。システム基板 
上のピンに触れたり、ピンを曲げたりしないようを意してください。 

4プ□セッサをソヴット上に静かにセットし、プ□セッサびソヴット上で水平であるこ 
とを確認します。プ□セッサび所定の位置に設定されていれば、軽く巧すだけで自お 
とソヴットに収まります。 

5プ□セッサびソヴットじ完をに収まったら、プ□セッサカバーを閉めます。 

6ソヴットリリースレバーを回転させなびらソヴットの元の位置にはめ込み、 

プ□セッサを固定します。 

7必要に麻じて、プ□セッサフアンに最ちおい側面に保持モジュールクリップをおり巧 
けなおします。 

〇ミち意： デル製]; I 外のプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、プロセッサを交換 
する際は、元のヒートシンクアセンブリを再利用してください。 

デルのプ□セッサ交換キットを取りがけた揚合、5のヒートシンクアセンブリとプロ 
セッサを交換キットびちられてさたパックージを使用して、デルに返却してください。 
8ヒートシンクを取りはけます。 

a ヒートシンクの一方の端をスライドさせなびら保持タブと取り巧けた保持モ 
ジュールク I 」ップの下にはめ込みます。 

b ちラー方の保持タブを引き出し、保持基盤にしっかりと収まるまでヒートシンク 
を下けます。 

〇ミち意： ヒートシンクがしっかりと固定されたことを確認します。 
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9 ち 51 つの保持モジュールク I 」ップを再び 
取り巧けます。 

10エアフ □- カバーをヒートシンクに 
被せます。 

11システ厶基板上の CPU FAN 1 および CPU 
FAN 2 コネクタ（「システム基板のコンポー 
ネント」 （86 ページ）を参照）に2本のぶ 
却ファン電源クーブルを再び取り巧けます。 

12システム基板上の POWER 12 V コネクタ 
(「システム基板のコンポーネント」 

(86 ページ）を参照）に電源クーブルを再 
び取り巧けます。 

13コンピュータカバーを閉じます（「コン 
ピュータカバーを閉じる」 （137 ぺージ） 

を参照)。 

ミ主意：ネットワークケーブルを接続するには、 
まずケーブルをネットワークポートまたはデバ 
イスに差し込み、次に、 コン ピュータに差し込 
みます。 

14コンピュータおよびデバイスをコンセント 
に接続して、電源を入れます。 
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正面パネル 

A 警告： コン ピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、 コン ピュータの電子部品に触 
れる前に、身体から静電気を逃がしてください。 コン ピュータシャーシの塗装されていない 
金属面に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

正面パネルの取り外し 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2すべてのディスクドライブを取り外します（「ドライブ」 （105 ページ）を参照)。 

3 7個の正面パネルリリースタブをそれぞれ巧して、正面パネルを取り外します。 



4コンピュータカバーを半分まで閉じた巧態で、正面パネルを引っ張ってコンピュータ 
から取の外します。 

正面パネルの取り付け 

正面パネルをおり巧けるには、取り外し手順を逆の順度で実行します。 
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ドライブドア 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

ドライブドアの取り外し 

1ドライブドアを開きます。 
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2 上部ブラヴットヒンジを外し、ドライブドア上部を外側に引っ張ってコンピュータか 
ら外します。 



3下部ブラヴットヒンジを持ち上けてコンピュータから外します。 
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ドライブドアの取り付け 

コンピュータの損傷を巧ぐため、ドライブドアは開きすぎるとコンピュータから外れるよ 
ラに設計されています。ドライブドアびばらばらにならずに外れた揚合は、取り外し手順 
を逆の順度で実行します。 

ドライブドアび開いているが態からさらに開きすぎた場合、コンピュータからそのままの 
形で外れるけわりに、いくつかのルさい部品に分解されることびあります。ドライブドア 
び分解された揚合は、次の手順を実行します。 

1必要に麻じて、ドアヒンジをドアブラヴットにはめ込みます。ヒンジタブびドアブラ 
ヴットと逆側になるよラにします。 
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2 ドアブラヴット / ドアヒンジアセンブリを、各ドアヒンジの下側から巧にはめ込んで、 
ドアに取の巧けます。 



3ドライブドアを、下側のブラヴットヒンジから巧にはめ込んで、コンピュータに取り 
巧けます。 

グッテリー 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま 意 事項に従い、この I 頁の手順を 
開始してください。 

〇ミち意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触 
れる前に、身体から静電気を逃がしてください。コンピュータシャーシの塗装されていない 
金属面に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

バッテリーの交換 

コイン型バッテリーは、コンピュータの設定、日は、時刻の情報を保持します。バッテ 

リーの寿命は数年です。 

コンピュータの電源を入れたを、繰り返し時刻と曰巧の情報をリセットする必要びある場 

合は、バッテリーを交換します。 

A 警告：新しいバッテリ-は、正しく装着しないと破裂するおそれがあります。バッテリー 
は、 必ず同一または同等の、製造元が巧奨するタイプのものと交换してください。使用済み 
のバッテリーは、メーカーの指示に従って廃棄してください。 
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バッテリーを交換するには、かの手順を実行します。 

1手順8で正しい設定に戻すことびできるよラに、セットアップユーティリティ画面を 
すべて記録します（「セットアップユーティリティ」 （143 ページ）を参照)。 

2 「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従います。 

3バッテリーソヴットの位置を確認します（「システ厶基板のコンポーネント」 

(86 ページ）を参照)。 

〇ミち意： 先のとがっていない道具でパッテリーをソケットから取り出す場合は、その道具でシ 
ステム基板を触らないようにま意してください。バッテリーを取り出す前に、道具がバッテ 
リーとソケットの間に挿入されていることを確認してください。確認しないと、ソケットを 
こじ開けたり、システム基板の回路トレースを壊したりして、システム基板を損傷するおそ 
れがあります。 


4指を使ってバッテリーをソケットから取り外します。 

已バッテリー ( CR 2032) の「+」側を金属製のクリップと 
は反巧の側に向けてソヴットに挿入し、新しいバッテ 
IJ 一を所定の位置にはめ込みます。 

6 コン ピュ ータカバーを 閉じます。 

〇ミち意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブル 
をネットワークポートまたはデバイスに差し込み、次に、コン 
ピュータに差し込みます。 

7コンピュータおよびデ/ イスをコンセントに接続して、 
電源を入れます。 

8セットアップユーティリティを起動（「セットアップユー 
ティリティ」 （143 ぺージ）を参照）して、手順1で記録 
した設定に戻します。 



9ちいバッテリーは適切に廃棄します。バッテリーの廃棄に関しては、製品情報ガイ 
ド J を参照してください。 
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コンピ ュータ カバーを閉じる 

1すべてのクーブルびしっかりと接続され、クーブルび邪魔にならない場所にまねられ 
ているか確認します。 

2コンピュータの巧部に工具やホった部品び残っていないことを確認します。 

3カバーを回転させて所定の位置まで下ろします。 

4 カバーを 巧して閉じます。 

5カバーを閉じたら、カチッと所定の位置に収まるまでリリースラッチをち方向にスラ 
イドさせます。 



6パド□ックを使用してコンピュータを固定する場合は、パド□ックを取りはけます。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデ 
パイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

7コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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付録 

仕様 


6 


プロ七ツサ 

プ□セッサタイプ 

HT テクノ □ジまたはデュアルコアプ□セシング巧麻の Intel ® 
Pentium ® 4 Extreme Edition 


メモ： すべての Pentium 4プロセッサが HT (ハイパースレッ 

X ィング）了クノロジや X ュアルコアプロセシングをサポート 
しているわけではありません。 

キャッシュ 

1 MB または2 MB 

ゾモリ 

タイプ 

533 MHz および667 MHz DDR 2 アンバッファ SDRAM 

X モ IJ コネクタ 

X 4 

六モリ容量 

256 MB 、512 MB 、1 GB 、 または 2 GB 非 ECC 

最小六モリ 

512 MB 

最大搭載六モ IJ 

2 GB または 8 GB 

メモ： オペレーティングシステムで利用可能なメモリのサイ 
ズを確認する方法じついては、「メモリアドレッシングとメモ 
リ構成」 （88 ぺージ）を参照してください。 

BIOS アドレス 

FOOOOh 

コンピュータ情巧 

チップセット 

NvidianForce 4 SLIX 16 MCP 

DMA チヤネル 

X 5 

割り込みレベル 

24 

BIOS チップ （ NVRAM ) 

4 Mb 

N に 

10/100/1000 Mbps の通信び巧能なオンボード N に 

システ厶ク□ック 

800または1066 MHz データ転送逝宴 
(プ□セツサじより異なる） 
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〇 

u 

ビデオ 


の 

で 

タイプ 

PCI Express 

〇 

Q . 

才ーディオ 


Q . 

= 

の 

タイプ 

AC97 7.1 チヤネル 

E 

〇 

拡張バス 


U 

バスのタイプ 

PCI 32 ビット 

の 

で 


PCI Express x1 および x16 

i 

ミ 

バス処理ま度 

PCI : 33 MHz 

ち 


PCI Express : 1 レーンあたり 2.5 Gb / 秒の raw 帯域幅 


バススループット 

PCI 

(双方向） 

PCI Express : 

x1 ス□ット双方向速度一 500 MB /秒 

X16 ス□ット双方向速度 一 8 GB/ 秒 


コネクタ 

X 3 


コネクタのサイブ 

120 ピン 


コネクタのデータ幅（最义） 

32 ビット 


PCI Express 

メモ： デュアルグラフィックス構成の各 PCIExpressxl 目力ード 
スロット(こグラフィックカードを取り付けている場合、 PCI 
Expressx1 カードスロットは利用できません。 


コネクタ 

X 1 X 1 


コネクタのサイブ 

36 ピン 


コネクタのデータ幅（最大） 

PCI Express 

PCI Express レーン X 1 


コネクタ 

X 2 X 16 


コネクタのサイズ 

164 ピン 


コネクタのデータ幅（最大） 

PCI Express レー ン X 16 
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ドライブ 

外部アクセス巧能 

3.5 インチドライブベイ X 1 
己.25インチドライブベイ X 3 

利用可能なデバイス 

シ IJ アル ATA ドライブ、フ□ッピードライブ、メモ IJ デバイ 
ス、 CD ドライブ、 CD - RW ドライブ、 DVD ドライブ、 DVD-RW 
ドライブ、および DVD / CD - RW コンボドライブ 、乂ディアカー 
ド IJ - ダー 

巧部アクセス可能 

1インチ高の八ードドライブベイ X 3 

コネクタ 

外巧けコネクタ： 


IEEE 1394 

正面および背面バネルの6ピンシ1」アルコネクタ 

ネットワークアダプタ 

RJ 45 コネクタ 

PS /2 (キーボード/マウス） 

6ピン5二 DIN X 2 

シリアル 

9ピンコネクタ 

USB 

USB 2.0 準拠コネクタ（正面バネル X 2、背面バネル X t 
巧蔵 X 2) 

システ厶基板コネクタ： 


IDE ドライブ 

40ピンコネクタ X 1 

シリアル ATA 

7ピンコネクタ X 4 

フ□ッピードライブ 

34ピンコネクタ 

フアン 

5ピンコネクタ X 4 

PCI 

120ピンコネクタ X 3 

PCI Express X 1 

36ピンコネクタ 

PCI Express X 16 

164ピンコネクタ X 2 

ボタンとライト 

電源ボタン 

プッシュボタン 

電源ライト 

緑色のライトー緑色の点滅はス1」ープが態です。緑色の点灯 
は電源投入状態です。 


黄色のライトー黄色の点滅は取りがけられているデバイスじ 
問題び舞をしていることを示します。黄色の点なはの部電源の 
問題を示します（「電源の問題」 （51 ページ）を参照)。 

八ードドライブライト 

緑色 
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ミ 

ミ 

ミ 


ボタンとライト（続き） 

IJ ンク保をライト（巧蔵ネット 
ワークアダプタ上） 

緑色のライトー10 Mbps のネットワークとコンピュータび正 
しく接続されていることを示します。 


搭色のライトー100 Mbps のネットワークとコンピュータび正 
しく接続されていることを示します。 


黄色のライト ー 1 GB (または1000 - Mbps ) のネットワークと 
コンピュータび正しく接続されていることを示します。 


オフ（点ななし）ーネットワークとの物理的な接続び検巧され 
ていません。 

アクティビティライト（巧蔵ネッ 
トワークアダプタ上） 

ネットワーク上にアクティビティび存をすると言に黄色に点滅 
します。ネットワーク上にアクティビティび存をしない揚合 
は、ライトは点なしません。 

診断ライト 

正面バネルにライトび4つ（「診断ライト」 （59 ぺージ）を参 

脂'! 

スタンバイ電源ライト 

システ厶基板上の AUXPWR 

ケース背面ライト 

色のオプション：スフ（点ななし)、ルビー、エメラルド、サ 
ファイア（デフオルト）、アンバー、アメジスト、トバーブ、 

グイヤモンド（「正面バネルのライト色の変更」 （15 ぺージ） 

を参照） 

電源 

650 W DC 電源装置： 


ワット数 

650 W 

放熱 

1000 BTU / 時 (486 kJ / 時） 

電圧（電圧設定に関する重要な 
情報じついては r 製品情報ガイ 
ド！！の「まをじお使いいただく 
ためじ」を参照してくださし、） 

固を電圧電源一110 V 、50/60 Hz 

手動選がおよび自動検出電源 一 50 / 60 Hz で如〜135 V 、50 / 
60 Hz で180〜265 V 、日0/60 Hz で10 0 V (日本国の向けコン 
ピュータの揚合） 

バックアップバッテ1」一 

3 VCR 2032コイン型 IJ チウ厶電;也 

物理的仕様 

高さ 

49.1 cm 

幅 

22.2 cm 

奥行 

48.8 cm 

重量 

19 ka 
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環境 

:曰が. 
/血ス. 


動作時 
お割き 
相巧湿度 
最大お動： 

動作時 
お割き 

最大耐ス衝撃： 
動作時 
お割き 
高度： 

動作時 
保割き 


10〜 35 °C 
-40 〜65 °C 

20%〜80% ( 結露しないこと） 

0.25 G (3 〜200 Hz 、0. 日オクターブ/分） 

0.5 G (3 〜200 Hz 、 1オクターブ/分） 

ボト厶ハーフサインノ\°ルス （50.8 cm /砂のま度変化） 

27 G フェアードスクェアウェーブ （508 cm /秒のま度変化) 

-15.2 m 〜3,048 m 
-15.2 m 〜10,668 m 


七ットアップユーティリティ 

概要 

セットアップユーティ IJ ティは次の揚合に使用します。 

• コンピュータに巧して八ードウエアの取り巧け、変更、取り外しを行った後に、 
システム設定情報を変更する揚合 

• ユーヴーパスワードなどの、ユーヴーび選択可能なオプションを設定または変更する 

+百ィこ S 

场口 

• 現在のメモリの容量を調べたり、取りはけた八ードドライブの種類を設定する場合 
セットアップユーティリティを使用する前に、システム設定画面の情報を控えてお<こと 
をお勧めします。 

〇ミち意：〕ンピュータの操作に詳しい方 u 外は、このプログラムの設定を変更しないことをお 
勧めします。変更内容によっては、コンピュータが正しく動作しないことがあります。 
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E 七ットアップユーティリティの起動 

^ 1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

n 2青い DELL ™ □ゴの画面び表示されたら、 < F 2> キーをすぐに巧します。 

° キーを巧すタイミングび遅れて、オペレーティングシステムの□ゴび表示されてし 

号 まったら、 Microsoft ® Windows ® デスクトップび表示されるまでそのまま待機しま 

二す。デスクトップび表示されたら、コンピュータをシャットダウンして（「コンピュー 
巨 夕の電源を切る」 （77 ページ）を参照)、操作をゆり直してください。 

U 

ミ セットアップューティリティ画面 

g セットアップユーティリティ画面には、お使いのコンピュータの現だの（または変更可能 

I な）設定情報び表示されます。画面の情報は、オプションのリスト、アクティブなオプ 

ションのフィールド、キー操作といラ3つの領域に分割されています。 

Options List (スプショ Option Field (オプションフィールド）一このフィー 
ン リスト） 一このフィー ルドには、各オプションの説日月び表示されます。この 
ルドは、セットアップ フィールドでは、現だの設定を表示したり設定を変更で 
ユーティリティウィンドきます。 

0の^側にるのされ3； 左ちの矢印キーを使用して、オプションをハイライト表 

す。しのフィールドは、示します。選択をアクティブにするには、 < Enter > を巧 

スク□ールはさのボック し 

スで、お使いのコン 

ピュータの設定（搭載し 

ている八ードウエア、省 

電力、およびセキュリ 

ティ機能など）を示す機 

能を一覧表示します。 


上下の矢印キーで、リス 
卜を上下にスク□ールし 
てください。オプション 

をハイライト表おする - 

と、 Option Field (オプ Key Functions (キー操作）一このフィールドは 

ションフィールド）に才 Option Field ( オプションフィールド） の下に表示さ 
プションの詳細、現だのれ、キーに割り当てられた機能をアクティブなセット 
設定、および巧用可能なアップユーティリティフィールド巧に一覧表示します。 
設定び表示されます。 
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七ットアップオプション 

P ゾモ： コンピュータや取り付けられているデバイスによっては、本項に一覧表示されている 
項目が表示されなかったり、記載どおりに表示されないことがあります。 


System 

System Info 

コンピュータ名 、 B に S のバージヨン番号と曰巧、システ厶タブ、その 
化のシステ厶固有情報などのシステ厶情報を表示します。 

CPU Info 

コンピュータのプ□セッサび八イノ スレッディングをサポートしてし、 
るかどラかを識別し、プ□セッサバスま度、プ□セッサ ID 、 ク□ックを 
度、および L 2 キャッシュを一覧表示します。 

Memory Info 

搭載メモ1」のサイブ、メモ IJ ま度、チャネルモード（デュアルまたはシ 
ンヴル)、および搭載メモ IJ のタイプを表示します。 

PCI Info 

拡張力ードタイプをス□ットのに置ごとに示します。 

Date/Time 

現をの曰はと時刻の設定を表示します。 

Boot Sequence 

この一覧で指定されたデバイス順度に従つて、コンピュータを起動 
します。 

メモ： 起動デバイスを挿入してコンピュータを巧超動すると、この才 
プシヨンがセットアップューティリティ メニ ューに表示されます 。 USB 
メモリデバイスから起動するには、 USB デバイスを遅択して、一覧の先 
頭に移動します。 

Drives 

Diskette Drive 

システ厶基板の DSKT コネクタじ接続されたフ□ッピードライブを識別 
して定義します。定義の種類は、 Off ( オフ ) 、 USB、Internal ( 肉嵐)、 
または Read Only ( 読み取〇専巧） です。 

SATA Drives 0 
through 3 

SATA ドライブの設定を識別して定義します。 SATA ドライブは、 On 
(オン)、 Off (オフ）、または RAID On ( RAID オン）のいずれかじ設定 
でさます。デフォルト設定は On (オン）です。 

PATA Drives 0 
through 1 

システ厶基板の ATA コネクタじ接続されたドライブを識別し、八ード 
ドライブの容量を一覧表示します。 

Smart Reporting 

システ厶の起動時じの蔵八ードドライブのエラーを報告するかどラかを 
決定します。 Off (オフ）じ設定するとエラーを報告しません。 On 
(オン）じ設定するとエラーを報告します。 

Onboard Devices 

Integrated NIC 

オンボード N に コント□-ラの有さ力/無巧を切り营えます。 Off (オフ） 
じ設定するとコント□-ラは無効じなります。 On (オン）じ設定する 
とコント□-ラは有さ如こなります。 

メモ： PXE と RPL は、このシステムのハードドライブ上のオペレーティ 
ングシステムから起動するのではなく、別のシステム上のオペレーティ 
ングシステムから起動する場合にのみ必要です。 
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Audio Controller 

スンボードスーディオコント□ーラの有効/無効を切り薑えます。 

USB Controller 

(デフォルトは On (スン)） 巧蔵 USB コント□-ラの有さ力/無巧を切り 
营えます 。 Off (オフ）じ設定するとコント□-ラは無効じなります。 

On (オン）じ設定するとコント□-ラは有効じなります 。 No Boot 
(ブートなし）じ設定するとコント□-ラは有効になりますび、 USB デ 
バイスからの起動はでさません。 

1394 Controller 

IEEE 1394コント□-ラの有さ力/無さ力を切り营えます。 

Serial Port #1 

シ IJ アルポートのアドレスの無さ力/選巧を切り营えます。オプションじ 
は 、 Off (オフ ）、 Auto (自動）（ポートび自動的に選巧され、両方のア 
ドレスび使用中の揚合は無効じなります)、 COM 1、 および COM 3 びあ 
ります。 

PS/2 Mouse Port 

オンボード PS /2 互換マウスコント□-ラの有さ力/無さ力を切り营えます。 

Front LED Color 

この設定を使用すると、正面バネルの背面ライトを、オフ、ルビー、エ 
メラルド、アンパ'-、サファイア、アメジスト、トバース、およびダイ 
ヤモンドに変更することびでさます。 

Video 

Primary Video 

コンピュータ上に2つのビデオコント□-ラび存なする揚合、どちらび 
プライマ IJ じなるかを指定します。 

Performance 

Hyper-Threading 

プ□セッサびノ\イバースレッディンヴをサポートしている揚合、 

Options List (オプション U スト）じこのオプションび表示されます。 

Multiple CPU Core 

有さ力なコアを複数じするかどラかを指定します。複数のコアを有さ如こす 
るとバフオーマンスび向上するアプ IJ ケーションもあります。デフオル 
卜は On (オン）で、2番目のコアび有さ力です。 

HDD Acoustic Mode 

• Bypass (バイバス）一お使いのコンピュータは、現をのアコース 
ティックモードの設定をテストまたは変更しません。 

• Quiet (静南）（デフオルト）一八ードドライブは最ち静かな設定で 
動作します。 

• Suggested (巧奨）一八ードドライブは、ドライブ製造兄び推奨す 
るま度レベルで動作します。 

• Performance (バフオーマンス）ーハードドライブは最大ま度で動 
作します。 

メモ： Performance (パフオーマンス）モードへ切り替えると、ドライ 
ブはより大きなノイズを発生する場合がありますが、動作に影響はあり 
ません。 

メモ： アコースティック設定を変更しても、ハードドライブイメージ 
は変わりません。 



CPU Clock Speed 

このオプションでは、プ□セッサの動作周波数をプ□セッサの製造5の 
設計仕様を上回るま度じすることび巧能です。このオプションを使用す 
るとな証び無効になる揚合びあります。 

〇ま 意：デルでは、才ーパークロック（動作周波数を上げること） 
をお封めしません。才ーパークロックを行うとプロセッサの寿命が縮 
むおそれがあります。デルでは、お使いのコンピュータが動作ま度を 
上げた状態でま定する、または動作することを保話致しません。 

Security 

利用可能なシステ厶セキュ1」ティオプションを表示します。 

Admin Password 

コンピュータのセットアップユーティ IJ ティへのアクセスを制限でさま 
す。これは、 System Password (システ厶バスワード）オプションで 
システ厶へのアクセスを制限するのと同様のオプションです。 

System Password 

システ厶のパスワードセキュリティ機能の現をのステータスを表示し、 
新しいシステ厶パスワードの設定と検証を可能じします。 

Password Changes 

セットアップバスワードを使用して、システ厶バスワードフィールドを 
□ックします。フィールドを□ックすると、コンピュータの起動時に 
< Ctrl >< Enter > を巧してもバスワードセキュ U ティを無な)じできません。 

DEP (Execute 
Disable) 

• Opt-ln (デフォルト） 一 NX 巧丽プ□セッサを搭載したコンピュー 
夕上ではデフ ォルトで DEP び有効になっています。このオプション 
では、 Windows システ厶バイブ IJ のみび DEP の巧象となります。ア 
プ IJ ケーションじついては、アプ IJ ケーション互換シ厶を作成しアプ 
1」ケーションととちにそのシ厶をインス1'―ルすることで、 DEP 保護 
を有巧じでさます。 

• Opt-Out— DEP はすべてのプ□セスに巧してちな)です。ユーヴ ー 
は、システ厶のプ□バティで特定のアプ IJ ケーションじついての例％ 
を手動で作成できます。または、 IT 担当音ゆ ISV は Application 
Compatibility Toolkit を使用して opt - out 設定を行うことびできま 

す。 

• Always On (常時オン）一例5»卜なく完をじ DEP を適用します。 

• Always Off (常時オフ）ーユーヴーモードでの DEP の適用を行いま 
せん。ドライバおよび Windows コアカーネルバイナ IJ は DEP の巧 
象ですび、その化のバイブ IJ は巧象アプ IJ ケーションのセットじ含ま 
れません。 
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Power Management 


AC Recovery 

コンピュータじ AC 電源び回復した揚合じど O するかを設定します。 

Auto Power On 

コンピュータじ白動的に電源を投入するよラ設定します。選が可能な才 

プションは、 every day (毎日）、または毎週 Monday through 

Friday (月〜金）です。 

デフオルト設定は Off (オフ）です。 

この機能は、電源タップゆサージプ□テクタでコンピュータをシャット 
ダウンした揚合は動作しません。 

Auto Power Time 

コンピュータじ白動的に電源を投入する時刻を設定します。 

時刻は 24 時間お巧（時：分）で表示されます。左ちのち E 日キーを巧し 
て数値を増減するか、曰巧と時刻のフィールドの両方に数値を入力し 
て、起動する時刻を変更します。 

この機能は、電源タップゆサージプ□テクタでコンピュータをシャット 
ダウンした揚合は動作しません。 

Suspend Mode 

選が可能なオプションは、 S1 (コンピュータび低電カモードで動作する 
サスペンドが態）と S3 (ほとんどのコンポーネントへのな給電力を抑 
制または停止するスタンバイが態）です。ただし、システ厶メモ1」はア 
クティブなままです。 

Maintenance 

Load Defaults 

コンピュータをエ揚出荷時のデフォルト設定に戻します。 

Event Log 

システ厶のイベント□グを表示します。 

POST Behavior 

Fastboot 

On (オン）（デフォルト）じ設定すると、一部の設定とテストびスキッ 
プされるため、コンピュータび高をじ起動します。 

Numlock Key 

このオプションは、キーボードの一番ち側じあるキーに関係します。 

On (オン）（デフォルト）じ設定すると、各キートップに表示されてし、 

る数字と演算記号びち巧になります。 Off (オフ）じ設定すると、各 
キーの側面に表示されている力ーソル制御機能び有効じなります。 

POST Hotkeys 

このオプションを使用すると、コンピュータの起動時に表示されるファ 
ンクションキーを指定でさます。 

Keyboard Errors 

このオプションを使用すると、コンピュータの起動時にキーボードエ 
ラーを報告するかどラかを指定でさます。 
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Boot Sequence ( 起動順巧） 

この機能を使用すると、デバイスの起動順度を変更できます。 

オプション設定 

• Diskette Drive (ディスクットドライブ）ーコンピュータびフ□ッピードライブなら 
の起動を試みます。ドライブ巧のフ□ッピーディスクび起動用でない揚合、フ□ッピー 
ディスクびドライブにない揚合、またはコンピュータにフ□ッピードライブび取りはけ 
られていない場合、コンピュータは起動順度ので次に起動可能なデバイスからの起動を 
がみます。 

• Hard Drive (八ードドライブ）ーコンピュータはプライマリ八ードドライブならの 
起動を試みます。そのドライブ上にオペレーティングシステムびをだしない揚合は、 
コンピュータは起動順度ので次に起動可能なデバイスならの起動を試みます。 

• CD Drive ( CD ドライブ）ーコンピュータは CD ドライブからの起動を試みます。 
そのドライブに CD び挿入されていない場合、または CD にオペレーティングシステ 
厶び含まれていない揚合、コンピュータは起動順度ので次に起動巧能なデバイスなら 
の起動を試みます。 

• USB Flash Device ( USB フラッシュデバイス） 一 USB ポートにメモリデバイスを挿 
入し、コンピュータを再起動します。画面のち上隅に F 12 = Boot Menu と表示された 
ら、 < F 12> を巧します。 BIOS びデバイスを認識し 、 USB flash オプションを起動メ 
ニューに追加します。 

^ メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能デバイスである必要があり 
ます。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能かどうかを確認してください。 

^ メモ： コンピュータが起動順序内のすべてのデバイスからの起動を試み、オペレーティング 
システムが見つからなかった場合にのみ、エラーメツセージが生成されます。 


現在の起動用の起動順序の変更 

たとえば、この機能を使って 、 UDell Dimension ResourceCDj ] から Dell Diagnostics (診 
断）を実行するために CD ドライブからコンピュータを起動するよ〇に、そして、診断テ 
ストび完了したら八ードドライブから起動するよラに指定できます。また、フ□ッピード 
ライブ、メモリキー、 CD - RW ドライブなどの USB デバイスからコンピュータを再起動す 
るとさにちこの機能を使用でさます。 

尼 メモ： USB フロッピードライブから起動する場合、まずセットアップューティリティでフ 
ロッピードライブを OFF に設定する必要があります（「セットアップューティリティ」 

(143 ぺージ）を参照)。 

1 USB デバイスから起動するときは、 USB デバイスを USB コネクタに接続します 
(「正面（ドアを開けた状態)」 （80 ページ）を参照)。 

2コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 
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胃 3 画面のち上隅に F 2 = Setup , F 12 = Boot Menu と表示されたら、 イ12>を 巧します。 

^ キーを巧すタイミングび遅れて、オペレーティングシステムの□ゴび表示されてし 

まったら 、 Microsoft Windows デスクトップび表示されるまでそのまま待機します。 

ご デスクトップび表示されたら、コンピュータをシャットダウンして（「コンピュータの 

- 電源を切る」 （77 ページ）を参照)、操作をやり直してください。 

- 使用可能な起動デバイスをすべて一覧表示した Boot Device Menu (起動デパイス 

^ メニュ ー ) び表示されます。各デバイスには、横に番号び巧いています。 

口 4 メニューの一番下で、現だの起動のみに使用されているデバイスの番号を入力します。 

罢 たとえば 、 USB メモリキーから起動する揚合は、 USB Flash Device (USB フラッ 

I シュデバイス）をハイライト表示して < Enter > を巧します。 

ミ P メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能デバイスである必要があり 

ます。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能かどうかを確認してくださし、。 

将来の起動用の起動順序の変更 

1セットアップユーティリティを起動します（「セットアップユーティリティの起動」 
(144ページ）を参照)。 

2 矢 E 日キーを使って Boot Sequence (起動順度）メニューオプションを八イライト表 
おし、 < Enter > を巧してポップアップメニューにアクセスします。 

P メモ：後で元に戻すこともできるよう、現在の起動順序を控えておきます。 

3 デバイスの一覧のを移動するには、上下矢 E 日キーを巧します。 

4 デバイスをち効または無効にするには、スペースバーを押します（有効にしたデバイ 
スにはチェックマークびはいています)。 

5 選択したデバイスをリストの上または下に移動するには、プラス （+) またはマイブ 
ス（一）を巧します。 
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賽、れたパスワードの取り消'し 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくための注意事項に従い、この I 頁の手順を 
開始してください。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従います。 



2システム基板上にある3ピンパスワードジャンパ （PASSWORD) を見つけ（「「システ 
ム基板のコンポーネント」 （86 ページ)」を参照)、ジャンパプラグをピン2とピン 
3に取りがけて、パスワードをクリアします。 

P メモ： 工場出荷時は、ジャンパプラグがピン1とピン2に取り付けられています。 

3コンピュータカバーを閉じます。 

4コンピュータおよびモニターをコンセントに接続して、電源を入れます。 

己 Microsoft®Windows® デスクトップび表示されたら、コンピュータをシャットダウ 
ンします（「コンピュータの電源を切る」 （77 ページ）を参照)。 

6モニターの電源を切ってコンセントから外します。 

7コンピュータの電源クーブルをコンセントから外し、電源ボタンを巧してシステム基 
板の静電気を逃びします。 

8コンピュータカバーを開きます（「コンピュータカバーを開く」 （84 ぺージ）を参照)。 

9システム基板上にある3ピンパスワードジャンパを見つけ （r システム基板のコンポー 
ネント」 （86 ページ）を参照してください)、ジャンパプラグをピン1とピン2に取り 
イ寸けて、パスワード機能を再度ち効にします。 

10コンピュータカバーを取り付けます（「コンピュータカバーを閉じる」 （137 ぺージ） 

を参照)。 

〇ま意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルを壁のネットワークジャックに 
差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

11コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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CMOS 設定の取り消し 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのま意事 I 頁に従い、この I 頁の手順を 
開始してください。 

1「作業を開始する前に」 （77 ページ）の手順に従って<ださい。 

2最新の CMOS 設定にリセットします。 

a システム基板上の3ピン CMOS ジャンパ （ RTCRST ) を見つけます（「システム基 
板のコンポーネント」 （86 ページ）を参照)。 

b ピン1とピン2からジャンパプラグを取り外します。 

C ジャンパプラグをピン2とピン3に取りはけて、約5秒待ちます。 
d ジャンパプラグをピン1とピン2に再度取り巧けます。 

3コンピュータカバーを閉じます（「コンピュータカバーを閉じる」 （137 ページ）を参 
照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルを壁のネットワークジャックに 
差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

4コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

コンピュータのクリーニング 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのを意事 I 頁に従い、この項の手順を 
開始してください。 

コンピュータ、キーボー ド、および モニター 

A 警告：コンピュ-夕をクリ-ニングする前に、コンピュータの電源ケーブルをコンセントか 
ら抜きます。コンピュータのクリーニングには、水で湿らせた柔らかい巧をお使いください。 
液体クリーナーやエアゾールクリーナーは使用しないでください。可燃性物質を含んでいる 
場合があります。 

• ブラシの巧いた掃除機を使って、コンピュータのス□ット部分や開□部、およびキー 
とキーボードの間から慎重にほこりを取り除さます。 

〇ミち意：モニター画面を石厳またはアルコール溶液で拭かないでください。反射防止コーティ 
ングが損傷するおそれがあります。 

• モニター画面をクリーニングするには、水で軽<湿らした柔らかくて清潔な巧を使い 
ます。可能であれば、画面クリーニング専用ティッシュまたはモニターの静電気防止 
コーティング用の溶液をお使い < ださい。 

• キーボード、コンピュータ、およびモニターのプラスチック部分は、水と中性液体洗 
剤を3巧1で混ぜ合わせた溶液で湿らした柔らかくて清潔なクリーニング巧を使って 
巧さます。 

クリーニング巧を浸さないでください。またコンピュータやキーボードの巧部に水び 
入らないよラにして < ださい。 



マウス 

画面のカーソルび巧んだり、異甫な動きをする揚合は、マウスをクリーニングします。 
化学式でないマウスをクリーニングするには、次の手順を実行します。 

1マウスの底の保持リングを反時計回りに回して、ボールを取り外します。 

2清潔で糸< ずの出ない巧でボールを巧さます。 

3ボールクージを軽く吹いて、ほこりや糸<ずを取り除きます。 

4ボールヴージ巧側の□-ラーにミちれび巧積している揚合、イソプ□ピルアルコールを 
軽く含ませた綿棒で取り除きます。 

5 □ーラーび溝からずれてしまった揚合は、中央になおします。綿棒の綿毛び□ーラー 
に残っていないな確認します。 

6ボールと保持リングを取りはけます。カチッと所定の位置に収まるまで、保持リング 
を時計回りに回します。 

フ□ッピードライブ 

〇を意：綿棒でドライブへッドをおかないでください。誤ってヘッドがずれてしまい、ドライ 
ブが動作しなくなる場合があります。 

市販のクリーニングキットを使ってフ□ッピードライブをきれいにします。市販のキット 
には通甫の動作中には着したちれを取り除<よラ前処理されたフ□ッピーディスクび入っ 
ています。 

CD および DVD 

〇を意： CD / DVD ドライブのレンズの手入れには、必ず圧縮空気を使用して、圧縮空気に付属 
しているマニュアルの 手順に従ってください。ドライブのレンズには絶がに触れないでくだ 
さぃ。 

CD や DVD びスキップしたり、音質や画質の低下びみられる揚合は、ディスクを掃除して 
みます。 

1ディスクの外側の縁を持ちます。中央の巧の縁に触れることちできます。 

〇ミち意：円を描くようにディスクをなくと、ディスク表面に傷をつけるおそれがあります。 

2糸くずの出ない柔らかな巧で、ディスクの裏面（ラベルのない面）を中央から縁に向 
けて放射がにそっと巧きます。 

頑固なミちれには、水、または扫酸を薄めた水を使用します。ディスクのちれを落とし、 
ほこりゆ指紋、ひっかさ傷などならディスクを保護する市販のディスククリープーち 
あります。 CD 用のクリーニング製品は、 DVD にち使用できます。 
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1 デルの連絡先 

ミ インターネット上でのデルへのアクセス(こは、次のアドレスをご利巧ください。 

こ • www . dell . com/jp 

〇 

置 • suppo け. jp . dell.com (テクニカルサポート） 

二 • premier . dell . co . jp/premier (プレミア、プラチブ、ゴールドカスタマーを含を'教 

E 育、政府、医療機関、中規模および乂規模を業のカスタマー向けテクニカルサポート） 

ご デルへお問い合わせになる揚合、 iU 下の表の電子アドレス、電話番号、およびコードをご 

罢 巧用 < ださい。 

I メモ：フリーコールは、サービスを提供している国内でのみご利用になれます。 

ミ メモ：一部の国では、対象国ごとの電話番号一覧を参照して、 Dell™XPS ポータブルコンピュータ 

専用のテクニカルサポートを受けることができます。ポータブル XPS コンピュータ専用の電話番 
号が一覧にない場合は、テクニカルサポート電話番号を通じてデルにお問い合わせいただければ、 
担当者におつなぎします。 

デルへお問い合わせになる際には、次の表の電子アドレス、電話番号、およびコードをご 
巧用<ださい。国際電話のかけ方については、国のまたは国際電話を社にお問い合わせく 
ださい。 
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国（都巿） 

国際電話アク七スコード 
国番号 
市か局番 

部署をまたはサービス内容、 

ウェブサイトおよび電子メールアドレス 

市か局番 
市内番号、または 
フリーコール 

日本（川崎） 

ウェブサイト： support . jp . dell.com 


国際電話アク 

テクニカルサポート 

フリーコール： 

セス〕ード： 001 

(^Dimension および Inspiron ; 

0120-198-226 

国番号： 81 

テクニカルサポート（お外から） 

81-44-520-1435 

市外局番： 44 

(^Dimension および Inspiron ; 



テクニカルサポート （ PDA 、 プ□ジェクタ、 

フリーコール： 


プ IJ ンタ、ルータ ー) 

0120 -981-690 


テクニカルサポート （! 毎外から） 

( PDA 、 プ□ジェクタ、プ IJ ンタ、ルータ ー) 

81-44-556-3468 


ファックス情報サービス 

044-556-3490 


24時間細期案の電話サービス 

044-556-3801 


カスタマーケア 

044-556-4240 


ビジネスセールス本部（従業員数400人ホ満） 

044-556-1465 


法人営業本部（化業員数400人 L ソ上） 

044-556-3433 


エンタープライブ営業本部 
(従業員数3500人 L ソ上） 

044-556-3430 


官公庁/研究-教育機関/医療機関セールス 

044-556-1469 


デルグ □- バルジャバン 

044-556-3469 


個人のお客様 

044-556-1760 


け表電話壺号 

044-556 -4300 
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Windows XP [続き） 
プ□グラ厶豆換性 
ウイヴード，48 
ヘルプとサポート，13 


あ 

新しいコンピュータ，30 

ち全 I こお使いいただ 
くためじ，10 


い 

色 

変更，15 

インターネット，43 

ラ 

ゥィヴード， 30-35 
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契約，10 
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音量 

調整，54 

か 

快適な使い方，10 
力ードス □ ット，81 
カバー，81,84,137 

ぎ 

キー，46 
起動 

USB デバイスから，149 
起動順摩 

オプション設定，149 
変更，149,150 

休止が態モード，36, 38 

< 

グラフィック 
デュアルグラフィック，40 


コネクタ 
IEEE 1394, 80, 83 
USB , 80 

電源，81 

へッドフ3ン，80 
コンピュータ ， 47, 48 


さ 

サービスタグ，11 
再インス I -ール，72 
サポート，12,152,154 

サウンド 

音量，54 
問題，54 


システムの復元，70 

診断，63 
ライト，59 

診断ライト，59 

システ厶基板，86 

システ厶基板のコンポー 
ネント，86 

仕様 

あ張バス，140 
環境，143 
巧術，139 
コネクタ，141 
コンピュータ，139 
サイブと重量，142 
電源，142 
ドライブ，141 
ビデオ，140 
プ□セツサ，139 
ポタンとライト，141 
メモリ，139 

情報の検索，9 

正面パネルのライト 
色，15 

シリアル ATA , 107 
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スキャナー，53 

ス クーラ ブルリンク 
インタフェース，40 

スタンバイモード，35 

スピーカー， 54 

せ 

ミ rb す 

セットアップユーティリ 
ティ，143 

セットアップ 

ユーティ I 」ティ，143 

そ 

ソフトウェア 
ノバパー，39 
問題，47, 48 

ち 

チェックディスク，43 

て 

テクニカルサポート，152 
デュアルモニター，19 
デル 

サポート，12,152 
連緒巧，155,154 


電源 

オプション，36 
オプション、 スキー 厶，37 

管理，35 

休止が態モード，36,38 
コネクタ，81 
スタンバイモード，35 
節約，35 
ボタン，79 
問題，51 

電源オプションの 
プ□パティ，36 

電源装置 
フアン，81 

電源ライト 
が態，51 

電子メール，43 
転をウイヴード，30 


と 


ドア 

正面パネル，79 
ドライブドア、 

取りはけ，134 
ドライブドア、 
取り外し，132 

ドライブ 

ハード，107,108 
フ□ッピ ー ，112,114 

トラブルシユーテ 
ィング，72 


ドライバ 
石®認，67 
説日月，67 

ドライブ 

CD / DVD の取り外し，120 
CD / DVD の取りはけ，121 
RAID , 21 

シリアル ATA ， 107 
ドア，79 

問題，42 

に 

認可機関の情報，10 

ね 

ネットワーク，35, 50 

は 

八ードドライブ，63,21 

ノバパー，39 

パスワード，151 

バッジ 
色，15 

バッテリー，135, 41 

ひ 

ビデオ 

問題，56 
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ファイルと設定の転を 
ウィヴード，30 

フアン 
電源装置，81 
プ□セッサ，81 

部品の取の巧け 
コンピユータ，77 
作業を開始する前に，77 
巧奨ツール，77 

プリンタ 

問題，52 

プ□グラ厶互換性 
ウィヴード，48 

プ□セッサ 
タイプ，139 
フアン，81 

フ□ッピー，112,114 


ヘッドフスン 
ヘルプとサポート，13 

ヘルプファイル 
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ほ 

保証に関する情報，10 


ま 
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問題，49 
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規制，10 
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め 
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17,116,117 
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エラー，59 

メモリ 

DDR 2 の概要，87 

4 GB 構成，88 

サポ ー ト，87 

取りはけ，88 

取りはけガイドライン，87 

取り外し，90 

問題，49 

を 

モニター， 19-20 


モデ厶 

問題，43 

問題 

CD - RW ドライブ，43 
Dell Diagnostics (診断）プ 
□グラ厶，63 
IEEE 1394, 46 

CD ドライブ，42 
DVD ドライブ，42 
青色の画面，48 
L 乂前の状態の復元，70 
一般的な;'主意，47 
インターネット，43 
エラー，45 
音量の調整，54 
画面び見ヴらい厦合，57 
画面に何ち表示されな 
し、厦合，56 
キ ー ，46 

コンピュータ，47, 48 
サウンドとスピーカー，54 
診断ライト，59 
スキヤブー，53 
ソフトウエア，47, 48 
テクニカルサポート，152 
電源，51 

電源ライトのが態，51 
電子メール，43 
ドライブ，42 
トラブルシューティ 
ング，41 

ネットワーク，50 
八ードドライブ，43 
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問題（続き） 

バッテリー，41 
ビデオとモニター，56 
プリンタ，52 
プ□グラ厶び麻答しなく 
なった厦合，47 
プ□グラ厶びクラッシュす 
る厦合，47 

プ□グラ厶と Windows の互 
換性，48 
マウス，49 
メモリ，49 
モデ厶，43 
モニター，56, 57 


ら 

ライト 

コンピュータ，59 
診断，59 

八ードドライブ，79 
ラベル 

Microsoft Windows , 11 

サービスタグ，11 
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